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　マロネイの滞在先、デルフィナ商会の建物の中。

　デルフィナの部屋で、彼女は朝から机にかじりついて仕事をしていた。

　それを少し離れたところのソファーから眺めていた。

　ゆうべ、彼女があまりにも可愛かわいくて一晩掛けて抱いた。

　可愛かったデルフィナの更に可愛いところを引き出すためにじっくりやっていたら、気がつくと明け方になっていた。

　その時のデルフィナはヘトヘトだった。

　だけど昼前には起き出してきて、今はこうして仕事をしている。

　いつもと変わらない澄ました顔で。

（タフだな）

「いい女だ」

（一度貴様の『いい女』とやらの基準をじっくりと聞いてみたいものだ）

「おれが抱きたくなる、それだけだが？」

（シンプルに聞こえて、その実答えになってないな）

「そうか？　普通にシンプルだろ」

（こっちが質問しているのだ。もう少し言語化する努力をしたらどうだ？）

「してるだろ。おれが抱きたくなる女のことだ」

（そういうのを言語化するとは言わん）

　エレノアの呆あきれた感情が脳内に流れ込んでくる。

「そもそも、言語化したのを聞いてどうする」

（……）

「エレノア？」

（ひ、ひかりがそうならんように教育するのだ）

　何故なぜかエレノアから流れてくる感情が呆れから焦りに変わった。

　何をいきなり焦ってるんだこいつは。

「ひかりのことなら心配ない。娘だからな」

（ふん、どうだか）

「普段は親ばかとかからかってくるのに、こういう時だけそんな心配をするのか」

　ちょっと面白かった。ちょっとだけだが。

　そんな風にエレノアとどうでもいいお喋しゃべりをしていると、ドアがノックされて女が入ってきた。

　メガネを掛けた、インテリ風の若い女。

　顔つきはデルフィナと同じ系統、可愛いというよりは美人系だ。

「ご報告です、マスター」

「何か起きたのかしら？」

「はい……」

　女は微かすかに頷うなずいた後、おれをちらっと見た。

　部外者がいると話せないことか。

「構いませんわ。話しなさい」

「……はい。街で暴動が起きています」

「暴動？　いつものように鎮圧なさい」

「いつものように？」

「ええ、こういうことですわ」

　デルフィナが胸もとから何かをつまみ出すジェスチャーをした。

　おれはその仕草からあの黒いのをつまみ出す姿を連想した。なるほど、あれが原因で起きている暴動で、今までも何度も起きてたってことか。

「それがマスター……頻発しています」

「頻発？」

「今朝から急に数が増えるようになって。現在報告を受けているもので七箇所、まだ報告は来ていないですが、明らかに様子がおかしいところが五箇所」

「……」

　デルフィナの形の良い眉まゆがはっきりハの字になった。

「一度に十二箇所も暴動が起きているのか」

「最低で」

　おれをちらっと見て、返事をする。

　報告を受けたデルフィナは考え込んだ。

「鎮圧には……時間が掛かりますわね」

「そうなのか？」

「これほどの暴動が一斉に起きるなんて想定してませんでしたわ。アイギナの役人に代わる自警団を用意していますが、規模が……」

「そうか。デルフィナ──」

　名前を呼んだ瞬間、デルフィナは手をかざした。

　手のひらをおれに向けてくる。黙っていて、って言われた気がした。

　そのポーズのまま、デルフィナは少し考える。

「冒険者ギルドに出動を要請。報酬は通常の三倍。今日中に複数箇所鎮圧できる冒険者には更に倍出すと伝えなさい」

「承知しました、マスター」

　女は腰を折って一礼して、部屋から出て行った。

　デルフィナの意思がはっきり伝わってきた。おれの力は借りないで処理したいという意思が。

（女の意地だな）

　分かってる。

　頭の中でエレノアに答えた。

　デルフィナがそうしたいのなら、そうさせてやろうと思う。

　まあ、指示とか聞いている限りどうにかなりそうだしな、時間が掛かるだけで。

　そういうことなら、おれはここにいない方がいいのかもな。

　ソファーから立ち上がって、デルフィナに言った。

「用を思い出した、ちょっと屋敷に戻る。夕方頃ごろに──」

「マスター！」

　バン！　とドアが壁に叩たたきつけられる勢いで開いた。

　さっきの女が今度は血相を変えて部屋に飛び込んできた。

「どうしたの？」

「あ、アイギナが。アイギナ軍がこちらに向かって来ています!!」

「……そういうこと」

　デルフィナはおれにも聞こえるくらいの勢いで歯ぎしりした。
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　マロネイの外れ、街壁の上。

　デルフィナと一緒にそこにやって来たおれは、７７７倍の視力で遠方を見ていた。

「来てるな。ざっと数えて二千、ってところか」

「そうですか……」

「旗もある、こんなマークだ」

　オーラを出して、見えた旗についているマークを作ってみた。

「総理王大臣の旗ですわね」

「聞いたことある肩書だな」

「アイギナ王国第一王子・総理王大臣、キモン・モ・アイギナ。カケル様も一度会ったことがありますわ」

「なるほど」

　顔なんて思い出せないし、名前もギリギリ聞き覚えがあるかどうかのラインだが、総理王大臣という肩書だけはなんとなく覚えている。

「そいつが軍を率いてきたってことか」

「ええ。同時に……見えましたわ。今回の黒幕が」

「ほう？」

「現在マロネイでは暴動が起きております。原因はあの黒いもの」

「ああ」

「今の時点でもわたくしの手に負えないほどの規模になっていて、この後も更に拡大する可能性がございます。そして──ここからが重要」

　デルフィナはため息をついた。

「金で街を買ったとはいえ、この街は名目上アイギナ領のまま。名ばかりの役人が派遣されているのもそのせいですわ」

「なるほどな」

　理解した。

「暴動鎮圧って名目で兵を送り込んで、暴動を鎮圧した後もそのまま駐留するってわけか」

「ええ。何もなければ兵は送れませんわ。名目上だけ支配している街に兵を送って奪い返すなんてことをすれば各国の笑いものになります。しかしそこで大規模な暴動が起きれば話は別」

「大手を振って兵を送れる、と」

　デルフィナが頷く。

「あれが城内になだれ込んで暴動の一つでも鎮圧すれば、わたくしの負けですわ」

　遠くに巻き起こる軍の砂煙を見る。到着するまでざっと三十分ってところか。

「……お願いしますわ」

　デルフィナが折れた。

　自分でやりたかったが、状況から判断して、突っ張っても仕方ないと思ったんだろう。

「任せろ」

「こちらはサポートと、後処理を」

「先に暴動が起こっているところの情報だけくれ。それ以外は後でいい」

「え？　しかし暴動の痕跡、人的証拠が残っていたら──」

　デルフィナが首を傾かしげる。おれは振り向いて街の中を見た。

　ちょうどいい具合に、二百メートルくらい離れたところに暴動が起きていた。

　明らかに正気を失った者同士が向こう見ずにケンカをしている。

「見てろ」

　異次元倉庫を開いて、ワープの羽根を取り出した。それを使って暴動の現場に飛ぶ。

　近くに飛んで、詳しい状況を把握する。そこでは十数人の男が乱闘を繰り広げていた。

　どいつもこいつも普通の様子じゃない。獣のようなうなり声を上げている。

　何人かは拳から血が噴き出してるっていうのに、それにも構わず相手を殴り続けている。

（やるのか？）

　エレノアのうずうずした声が聞こえる。

「お前の出番は後だ」

（むっ？）

「まずは……こうする」

　もう一枚ワープの羽根を使った。

　黒いものに取り憑つかれている連中を連れて、まとめてワープした。

　移動した先はレイウースの屋敷、奴隷兵の兵舎前の練兵場。

「閣下！」

　ニキがいた。自主鍛錬していたみたいだ。

「奴隷兵は何人いる？」

「はっ、第二小隊以外全員いるであります」

「招集をかけろ。これからどんどん連れてくる。ここに包囲して一人も逃がさないようにしろ」

「はっ！」

　ニキが兵舎の中に入るや否や、奴隷兵が次々と飛び出てくるのを確認する。

　中にはナナの姿もある。

　それを見て安心したおれは、またワープの羽根を使ってマロネイに戻った。デルフィナのところに戻ってきた。

「カケル様！」

「こんな感じでよそに移せば証拠なんて残らないだろ」

「……はい！」

「ってことで、情報を頼む。間に合うか」

「間に合わせますわ」

　はっきりと頷くデルフィナをワープの羽根で商会に連れて戻った。

　彼女が部下から情報をかき集めると、その度におれが出向いてワープの羽根で憑かれた人間ごと練兵場にワープさせた。

　アイギナ軍が到着した頃には、マロネイで憑かれている人間は一人残らず消えていたのだった。
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　街の中心部になだれ込んできたアイギナ軍。

　それを率いる中年男、アイギナ王国第一王子・総理王大臣、キモン・モ・アイギナ。

　そいつが馬の上に乗って、半ギレ状態で指示を飛ばしていた。

　兵があっちこっちに飛んでは報告に戻ってきて、そいつに殴り飛ばされている。

　７７７倍の聴覚が拾った会話は全部、どこにも暴動が起きてません、ふざけるなもっとよく探せ。の繰り返しだった。

　怒り心頭のキモンとアイギナ軍に怯おびえて、街の住民はほとんど建物の中に引きこもっている。

　おかげで街中アイギナ兵だらけだった。

　しかし、訳の分からん肩書を持っている奴やつだな。

（貴様ほどではない。魔剣使いの五爵ごしゃく様）

「それは別におれが名乗った訳じゃない」

　魔剣使いの五爵様。

　エレノアの使い手にして、この世界にある五大国全部から爵位をもらってるおれに、いつの間にかついた呼び名だ。

（貴様ももっと肩書を増やしてみるか？）

「いらん」

（名乗る時に格好いいぞ？）

「格好いいのか？　それ」

　よく分からん。

「そういうのは本当にいらん。百歩譲って〝魔剣使い〟だけでいい」

　ひかりがいるからな。

　そんなふうにエレノアとどうでもいいお喋しゃべりをしながら、しばらく様子見した。

　マロネイにいる感染者はおれが一人残らずレイウースに連れていったから、この街にはもう暴れている奴は一人もいない。

　いくら探しても、暴動なんて見つからない。多少の乱闘の痕跡はあるが、それをやっている人間はもういない。

　兵が戻ってそう報告する度に、キモンの顔が怒りにゆがんでいくのが分かる。

　そんなはずはない、もっとよく探せ、って、その度にわめいている。

「そんなはずはない、か」

（この暴動を仕掛けた張本人だものな。信じられまい）

「ああ、デルフィナの話を聞いた時は半信半疑だったけど、あの反応なら本当にそうみたいだ」

（間違いないだろうな）

「エレノア。あれは人間か？」

　コモトリアの一件があったから、おれはそこが気になった。

　アウラの父親、コモトリア王の側室に化けていたトカゲ女。

　今回の人間に取り憑ついていた黒い物はあのトカゲ女が使ってた物と似ている。そして仕掛けたのはキモンでほぼ間違いない。

　もしかしたら、こいつも人間じゃないかもしれないと思った。

（見ただけじゃわからんな）

「戦やってみないとってことか。ま、そうだな」

（やるのか？）

「ああ」

　見つめる先にデルフィナが現れて、キモンをやり込めているのが見えた。
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　交渉の結果、キモン率いるアイギナ軍はすごすごとマロネイから退散した。

　二千人という兵を動かしてマロネイ入りしたが、そこに暴動がなければキモンには何もできない。引き揚げざるを得ないのだ。

　そのままそこにいればデルフィナにつけ込む口実を与えてしまうし、何よりも──。

「くそっ！　これではいい笑いものだ！」

　軍勢の中ほどに守られている、馬上のキモンが忌々いまいましく吐き捨てた。

　そう、キモンが気にしているのは何よりもそれだ。

　アイギナ王国第一王子、総理王大臣。

　老齢の国王に代わって政務を取り仕切る第一王子、実務上、肩書はそれだけで充分だった。

　しかしそこに「総理」、更には将来の「王」とつけたのは本人の見栄っ張りな性格からくるものに他ならない。

　それだけであればまだ野心家として一種の傑物にもなり得たのだが、生来の小心者ぶりは隠せず、国王に異心がないことを示すために、最後に臣下であることを示す「大臣」とつけた。

　そうしてできたのが、総理王大臣という前代未聞のワードだった。

　つまりそれは、彼の複雑な心理をひとまとめにしたもの。

　自分を実力以上に見せたがる人間は往々にして大仰な肩書をつけるものだ。キモンも例に漏もれずそういう人間だということだった。

「おい！　これはどういうことだ！」

　キモンが叫ぶと、周りの空気が一変した。

　そこに男が現れた。

　青と黒の中間にある肌の色、鋭い牙に側頭部から生える角。

　明らかに人間ではないものが、人間ではありえない現れ方をした。

「ケケケ、荒れてるなあおい」

「ごまかすな！　これはどういうことなのかと聞いている」

「まあそういきり立つな。匂においは残ってたんだ。それに、騒ぎの跡もあったんだろ？」

「ああ。兵からはそう報告を受けた」

「なら誰かがおれ達の動きを知って片付けたってこった。騒ぎの原因を片付けたはいいが、後始末まで手が回らなかった。要するにギリギリだったんだよ、向こうもよお」

「ホメーロス金の亡者か。ふん、豪腕のヤツが無理矢理片付けたのか」

「そういうこった。次はもっと早く駆けつければいいだけのこった」

「次の大量感染はいつ頃ごろになる」

「ケケケ、種は蒔まいてるんだ、次はもっと早ぇ。三日後ってところだな」

「ふむ。前もって兵を動かしておくことにするか」

「それがいいんじゃねえか。ケケケ」

　キモンは馬に乗って考え込んだ。

　確かに空振りをしたことに腹は立ったが、状況からして相手もギリギリに見えた。次早めに動きさえすれば、今度こそ目的を達成できるだろう。

　彼が思考に耽ふけっている間、呼び出した者は隣を歩いていた。

　人間ではない者が並走しているのにもかかわらず、兵士は誰一人としてその者を見ない。

　見て見ぬ振りをしているのではない。

　兵士達はいたって普通に、集中力が自然とばらけている。

　そこには何もない。異質な者など何も見えない、といわんばかりの反応をしている。

　その反応は、しかし別の者に破られる。

　進軍が止まった。前方で騒ぎが起きる。

「なんだ、どうした？」

「ご、ご報告申し上げます！」

　一人の兵が慌あわてて、半ば這はうようにして前方からキモンのところにやってきた。

「敵襲です！」

「敵襲だと？　賊か？　数はどれくらいだ」

「ひ、一人です」

「はあ？　何を言っている」

「一人です！　敵は一人です！」

　絶叫しながら一人だと繰り返す兵士。

　キモンは前線を見た。

　馬に乗った高さから見下ろす。

　見えたのは、一つの異質な存在。

　漆黒しっこくのオーラの立ちこめる存在。

「なんだあれは」

「ケケケ、まじいなこりゃ」

「知ってるのか？」

「ありゃあ魔剣使いだ」

「魔剣使いだと!?」

　驚愕きょうがくし、更に前線を凝視。

　血風に舞う漆黒。おぼろげに見える男の手に、禍々まがまがしい姿の魔剣があった。

　魔剣エレノア。この世界でおそらくもっとも有名な造形物。

　もともと有名だったのが、近頃そのレプリカが出回って、ますます有名になっていた。

「本物……なのか？」

「間違いねえ、ありゃあ本物だ」

「くっ、なんで魔剣使いが。いや待て、一人だと？　敵は魔剣使い一人だというのか！」

　兵士に怒鳴りつけるように尋ねる。

「は、はい！」

「なら潰せ！　こっちには二千人いるのだ。魔剣使いといえど相手は一人、ならば数で押し潰せ。全軍に伝えろ、魔剣使いの首を取ったものに男爵……いや子爵の位を与えるとな」

「──はい！」

　早速兵士が伝令に走った。

　公侯伯子男。爵位は五等級に分かれていて、キモンはいきなり下から二つ目の爵位を今回の褒賞に定めた。

　それが瞬く間に広がる。士気が一気に高まった。

　さっきまで徐々に広まっていた動揺が吹き飛び、兵が我われ先にと魔剣使いに向かって殺到する。

「……」

「どうした、いきなり黙り込むとは」

「ケケケ、ここでおさらばだな」

「なんだと？」

「魔剣使いが出てきたんじゃもう無理だ。おれ様はここで手を引くぜぇ」

「何を言っている。魔剣使いだからなんだというのだ。あんな剣士一人、この兵力の前ではひとたまりもないはずだ!!」

「悪いな、さすがに魔剣使いが出てきたんじゃもう関われねえ。力は引き上げる。悪く思うなよ」

「なっ、待──」

「じゃあな」

　キモンの身体をこれまでなかった虚脱感が襲う。

　身体の中から何か大事な物が抜き取られた、そんな感覚だ。

　思わず馬から落ちそうになる。

「ケケケ、じゃな──」

　後始末を終えた人外の者が姿を消そうとした。

　その、瞬間。

「なっ！」

　その目の前に、一人の男が現れた。

　自信に満ちた瞳。全身に漆黒のオーラを纏まとい。

　ついさっきまで血風を巻き起こしていた、両手に魔剣を持つ男。

　男はいきなりアイギナ軍のど真ん中に出現した。

「ビンゴだな」

　にやりと嗤わらう男、その姿は。

「ま、おう……さま？」

　人外の者さえ圧倒するほどだった。

「違った、魔剣使いか！　くそ！　逃げねぇと」

「逃がすわけないだろ」

　オーラが腕のように伸び、人外の者の頭をわしづかみにする。

「洗いざらい、喋しゃべってもらうぞ」

　敵軍の中心に立ちながらも、男は全てを圧倒していた。
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　やる前に、おれはいったん屋敷に戻った。

　歩いて屋敷に戻って、正面玄関から入る。するとその音を聞きつけたのか、奥から足音が聞こえてきた。

　現れたのは獣人メイドのミウだ。たった一人の奴隷メイドとしてこの屋敷の仕事を一手に引き受けている。

　ミウはいつも通り、明るい笑顔でおれを出迎えた。

「お帰りなさいませ、ご主人様」

「ただいまミウ。ひかりはどこだ？」

　彼女を軽くもふもふしつつ、ひかりの居場所を聞く。

「ひかり様なら、今はご自分のお部屋にいらっしゃいますけど。お呼びしますか？」

「いやいい。おれが行く。この後ひかりを連れていくからな」

　一応ミウにそう言っておいた。この後ワープするから、ひかりがいなくなった、って騒ぎにしないためにだ。

「……わかりました。行ってらっしゃいませ」

「ん」

　最後に一もふしてから、ひかりの部屋に向かう。

　部屋のドアを軽くノックした。

「いるか、ひかり」

「おとーさん？」

「ああ。入るぞ」

　一言断って中に入る。

　広い部屋の中でひかりがチビドラゴンと遊んでいた。

　手を取り合って、ダンスっぽい何かをしている。

　とても楽しそうで、この後予定がなかったらこのままずっと見ていたいくらい可愛かわいい。

　だが、今はそうしている場合じゃない。

　チビドラゴンを抱き上げて、ぱたぱた走ってくるひかり。

「おかえりなさいおとーさん」

「ただいま。いきなりで悪いが。行くぞ、戦いだ」

「うん、わかった！」

　普通なら子供にする話じゃないが、ひかりはまったく疑問を持たず、無邪気な笑顔で頷うなずいた。

　抱きかかえたチビドラゴンを下ろし、頭を撫なでる。

「みゅー？」

「いってくるねおーちゃん。帰ってきたらまたあそぼうね」

「みゅ！」

　いつも通り会話が成立している様子で、チビドラゴンが笑顔で一鳴き。

　ひかりは最後に一撫でして、おれの方に振り向いた。

「お待たせおとーさん」

　こっちを向いた瞬間ワクワク顔になった。まるで今から遊園地に行こうと言われた子供みたいな無邪気な笑顔。

「ああ。行こう」

「うん！」

　目を閉じて、胸元で手を組むひかり。人型の可愛い女の子から、見るも恐ろしい魔剣の姿になった。

　それを手に取る。相変わらず手にしっかりと馴染む感触。

　まるで身体と一体化するかのように馴染む感触。

「行くぞ」

（うむ）

（うん！）

　魔剣の母娘が返事するのを聞いてから、ワープの羽根で練兵場に戻ってきた。

　そこでは奴隷兵がほぼ総出でマロネイの住民、取り憑つかれた連中を包囲して、拘束していた。

　連中も抵抗していたが、訓練された奴隷兵の前では全くの無力だった。

　暴れて襲いかかっては、返り討ちにされている。

　ちなみに奴隷兵が働いている中、指揮官のナナはほとんど見ているだけだった。

　剣を杖つえのようにして両手を置き、包囲した連中を睥睨へいげいしている。

（風格が出てきたな）

「もともとあっただろ」

（初めて会った時はただ強いだけの女だった）

「そうだっけ？」

　エレノアに言われて、ナナと出会った時のことを思い出す。

　メルクーリに抵抗する蛮族の戦姫せんき、ナナ・カノー。

　あの頃から強くて風格もあったと思うけど、エレノアから見たら違うのか？

（一本芯が通ったいい女になった。もし貴様がいなければ、あれの武器になって世界を与えてやってたところだ）

「英雄やら覇王やらのようにか？」

（うむ）

「面白おもしろそうな話だ。しかしあいつはやらんぞ。ナナはおれの女だからな」

（……お前も、くらい言えんのか）

　何かぼそっとつぶやいたエレノア。

　エレノアの声は直接頭の中に響くからか、聴力７７７倍の範囲外で、たまに聞き取れない時がある。

「なんか言ったか」

（な、なんでもないわ！　……どうせ貴様に邪魔されるからやれないと言ったのだ！）

　半ギレでエレノアが言う。

　ああ、なるほどな。うん、確かにおれが邪魔するだろうな。

　マリの一件の後、これ以上犠牲者が出ないように、唯一乗っ取られないおれがエレノアを管理している。

　それが不満ってことか。

「悪いが、手放すつもりはないからな」

（わかっている──）

「お前もなんだかんだでいい女だからな」

（……ふぇ？）

　ん？　なんだかエレノアらしくない間抜けな声が聞こえたぞ？

（い、今なんて？）

「お前もいい女だって言ったんだが？　ほら」

　意識をエレノアに通す。魔剣の力を引き出して、身体の外に放出する。

　黒いオーラが身体を包み、黒衣となって、腕になった。

「出会った時にはこんなことできなかったが、今はできるようになった。これだけでもお前はいい女だ」

（……）

　エレノアは黙ってしまった。

「どうしたエレノア？」

（な、なんでもないわ！）

　さっきと同じセリフを口にしたエレノアだったが、ニュアンスはさっきと微妙に違う気がする。

　テンションの起伏が激しいな、こいつ。何かあったのか？

　まぁいいか、それは後で考えよう。

「閣下！」

　オーラを出したおれに気づいて、奴隷兵第一小隊長ニキが小走りでやってきた。

　遠くでナナもおれに気づいたが、視線をちらっと向けてきただけで、すぐにまた男達の監視に戻った。

　仕事人、という言葉を思い出しつつ、ニキに言う。

「ごくろう。問題は？」

「ありません！」

「そうか、よくやった。今からおれがケリをつける。全員下がらせろ」

「はっ！」

　ニキはかかとを揃そろえて敬礼すると、元の場所に走って戻っていった。

　命令がすぐに伝達されて、奴隷兵は隊列を維持したまま後退を始めた。

　代わりにおれが前に出た。

「やるぞ、エレノア、ひかり」

（……ふん）

（ひかり、がんばる！）

　オーラを出して、取り憑かれた男達に近づく。

　憑いているものをオーラの腕でつまみ出して、握り潰す簡単な作業。

　数は多かったが、全部片付くまで十分も掛からなかった。





☆






　マロネイ郊外。撤退していくアイギナ軍を遠くから眺めていた。

　キロ単位で離れているアイギナ軍は、人というより一つの大きい塊に見えた。

「覇気がまったく感じられないな」

（意気込んでやってきたはいいが、何も得られず肩すかしを喰らったのだ。そうもなろう。それに）

「それに？」

（デルフィナにもさんざんやり込められたのだろうよ。優位に立ったあの女の交渉──いや恫喝どうかつか。相当エグいものだったと見た）

「……分かる気がする」

　想像してちょっとぞくっときた。

　デルフィナの交渉恫喝。

　なんかものすごいパワーワードに聞こえてくる。

（で、どうするのだ？　あやつらもついでにやってしまうか？）

「そうだな……デルフィナに聞いてからにするか」

（わかった）

「じゃあとりあえずマロネイに──」

　戻ろうとしていったん身を翻ひるがえしたが、パッと一瞬アイギナ軍の方を振り向いた。

（どうした）

「あれを見ろ」

（あれ？）

「見えないのか？　ほらあのど真ん中、指揮官っぽいのが馬に乗っているその横だ」

（貴様の目と一緒にするな。そんな遠くのものが見えるか」

（ひかりは見えるよー。なんか青い人が飛んでるね）

　無邪気な声で答えるひかり。

　ひかりはおれの娘で、能力を一部受け継いでいる。だから見えるんだな。

（青い？）

「肌が青くて、頭に角が生えていて、口に鋭い牙がある。人間じゃないなありゃ」

（なるほど。黒幕くさいな、それは）

「気が変わった。あれを捕まえるぞ」

（そうだな、目の前にいるならそうした方がいいだろう）

「行くぞエレノア、ひかり」

（ああ）

（がんばる）

　魔剣の母娘を握り締めて、おれは二千人のアイギナ軍に向かっていった。
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「なんだお前は──ぐわっ！」

「どうした──へぎゃっ！」

　アイギナ軍の正面にワープして、エレノアとひかりで同時に先頭の兵士二人を斬り捨てた。

　鮮血が飛び散る。戸惑いが広がる。

　迷いと驚きがアイギナ軍の進行を止めた。

「だ、誰だお前は──」

「喋しゃべってるヒマがあったらかかってこい！」

　誰何すいかする兵士の首を斬り飛ばす。首から血が垂直に噴き出して、身体だけ崩れ落ちる。

　返す刀で三人、近くにいた奴らをついでに斬り伏せた。

　こっちに倒れてくる兵士の死体を蹴り飛ばして、それにぶつかって体勢を崩した別の兵士も腰から両断する。

　斬って、道を拓ひらいて、一直線に進む。

「敵襲、敵襲！」

「相手は一人だ。かかれー！」

　ようやくまともな反応が来た。

　隊長らしき兵士の号令で、他の兵士が一斉に持っている槍やりで突いてきた。

「長いな！」

　ここでそのことに気づいた。

　アイギナ兵が持っている槍は長かった。他の国の兵のものに比べて二倍近く長い。

　当然、攻撃範囲も広い。兵士は隊長の号令と共に距離を取ると、遠巻きにしておれを突く。

　そんな中でエレノアを振る。集中攻撃してくる矛先を一気に払った。

　金属製の矛先が斬りおとされ、驚きが波打つように更に広がる。

（遠いな）

　槍が長い分相手までの距離が、反撃までが遠い。

「なら縮めるだけだ！」

　ぐっと踏み込んで、前傾姿勢で兵に向かって斬り込む。

　通常の倍の間合いを一瞬で詰めて、魔剣で兵を斬り刻む。

　首を飛ばし、心臓を串刺しにし、肩から袈裟懸けさがけで真っ二つに。

　一撃一殺、兵士相手に無双していく。

（じゅーに、じゅーさん、じゅーよん、じゅう……）

（ひかり、何を数えているのだ？）

（おとーさんが、ひかりを使って斬った数だよ）

（ほう、そんなものを数えていたのか。面白おもしろそうだな、我われもやってみるか）

（おかーさんもいっしょにする？）

（せっかくだ、競争しようか。どっちがより多く数を積み上げられるか。娘だからといって手は抜かんぞ。魔剣として負けられん）

（ひかりだって魔剣だよ？　だからひかりもおかーさんにはまけないよ？）

（くく、では勝負だな）

（うん！　あっ、十五、十六、十七、十八──）

（一つ、二つ、三つ）

　楽しそうにカウントを進めるひかり、人数じゃなくて個数で数えるエレノア。

　母娘魔剣が想像もしなかったことを始める中、おれは構わず兵士を斬り続けた。

　人体のパーツが飛び散る。鮮血の雨が降る。

　兵士が次々とかかってきては、それを一人残らず斬っていった。

「化け物め！」

「ひるむな！　相手は一人だ！　一斉にかかって押し潰せ！」

　敵兵の士気は高いままだ。数の差と褒賞が効いてるんだろう。
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　数だけでも二千人いる。こっちはたった一人だ。強気なのは当然だな。

（よんじゅうよん、よんじゅうご、よんじゅろく──）

（二十と一、二十と二、三。二十と四）

　おれが盛大に暴れ回っても、まだ全体の一割も減らせてない。それほどの数。

　だけど。

「いいぞ、実にいい。楽しくなってきた！」

　興奮気味に言った。両手の魔剣が更にうなりを上げた。

　鮮血の嵐の中を縦横無尽に動き回る。

（くく、悪い顔をしている）

（おとーさんかっこいいね）

（そうだな。悪くない。魔剣われの使い手にふさわしい）

（うん！）

（──おい！）

　母娘の会話から一転、エレノアはおれに呼びかけた。

　意識の方向も変わった。その方向に視線を向ける。

　バタバタと倒れた兵士、割れた人垣からそいつの姿が見えた。

　馬に乗るアイギナの第一王子、そしてその隣にいる異形の男。

　距離はざっと百メートル。王子が馬に乗って高い位置にいるからギリギリ見えた。

（いたな、ワープで詰めろ）

　エレノアの声に、反射的に異次元倉庫を開きかけた。

　が。

「いらん！　黙って数を数えてろ！」

　伸ばした手を止めた。ワープはしなかった。

　せっかく魔剣の母娘が楽しんでるんだ。まだまだ楽しませてやろうと思った。

　ワープをしないで、さっきと同じまま斬り進んでいく。

　それに気づいているのかいないのか。母娘は何も言わずにカウントを再開した。

（ごじゅう！）

（三十と五。おい貴様、ひかりばかり使ってないか？　もっと我も使え）

（くふふ～。ひかり、おかーさんにかっちゃうね）

（まだまだ！　本物の魔剣というものを教えてやるわ）

　二人の声はさながら戦場音楽。昂たかぶるおれの気分を更に高揚させてくれた。

　血の臭いよりも、斬った感触よりも。

　母娘のカウントはおれを昂たかぶらせた。

　惨殺のカウントが加速していく。

（六十と一──もはや人間の顔をしてないなこやつは）

（おとーさんやっぱりかっこいい！　ななじゅうなな!!）

　やがて、道が完全に切り開かれる。

　ぐっと踏み込んで、一気に突進。

　何故なぜか呆然ぼうぜんとしている異形のものを、オーラの腕でわしづかみにする。

「て、てめぇ!?」

「お前が元凶だな。とりあえず大人おとなしくしてもらおうか。もうちょっと──」

「──舐なめるな！　人間ごときがよ！」

　そいつはおれを振り払うと、飛び退のいた。

　そして着地するやいなや、近くにいる兵士を殺した。

　手を振り下ろして、手刀で縦に真っ二つにする。

　一人だけじゃない。そいつは更に兵士を殺した。まるで何かに取り憑つかれたかのように、兵士の虐殺を始めた。

「何だこいつ。仲間割れか？」

（……いかん！　すぐにここから離れろ）

「は？」

　何を言ってるんだエレノアは。ここから離れるって──むっ。

「身体が──重い？」

「ククク……」

　異形の男が嗤わらった。口の端を器用に片方だけ吊つり上げて嗤った。

　その足元が光っていた。

　いや、足元だけじゃない。いつの間にか地面が魔法陣で塗り潰されていた。

　見たことのない魔法陣。それが辺り一帯の地面に描かれていた。

「なん、だ。これは」

「動きを縛る結界よ」

「結界、だと？」

「おうよ。人間の血肉が大量に必要な結界だが、発動さえできたらそれまでよ。この中にいるてめえは力が十分の一に制限されるからな」

　そいつは得意げに、胸を張って語った。

　十分の一、だと？
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「そうだ。ケケ、いくらてめえでも、噂うわさの魔剣使い様でもよお。力がこうして十分の一に制限されてたら今までみたいにはいかねぇだろ。んん？」

　悪人面を更に悪そうにゆがめて、得意げに言い放つ。

　勝ち誇った、勝利を確信して疑わない表情だ。

　剣を持ったままの手を試しににぎにぎしてみた。足も上げ下げしてみた。

　確かに身体がいつもより重く感じる。両手両足に人間が一人ぶら下がったくらいの重さを感じる。

　足元で明滅を繰り返している大規模な魔法陣が効いているようだ。大量の肉と血を生いけ贄にえに捧げたそれは、使い手の見た目通り多分禁呪の類たぐいなんだろうな。

　効果ははっきり出ていた。

　だが。

「十分の一程度じゃあな」

「何ぃ？」

「十分の一程度じゃ、まだまだ77倍なんだよな」

「何を訳の分からねえことを。強がりか、強がりなんだな？　はっ、今すぐその自信を打ち砕いて──」

　青いヤツが腕を伸ばす。指先を揃そろえて突いてきた。

　鋭い爪が空気を引き裂いて、まっすぐおれの心臓をめがけて飛んでくる。

「ふっ！」

　気合一閃いっせん。エレノアを斜めに振り下ろして、腕を肘の辺りでスパッと斬った。

　宙を舞う青い腕。返す刀でみじん切りにする。

　青い血をまき散らしながら、そいつはわめいた。

「なんだと!?　なんだとおおお!?」

「ああでも、やっぱり力は落ちてるな」

（くくく、全力でその程度だものなあ）

（おとーさん……大丈夫？）

　楽しげなエレノア、心配してくれるひかり。

「そうだな……」

　対照的な二人を握ったまま青いヤツを見る。周りにいるアイギナ兵を見る。

「ここにいる奴やつらを皆殺しにするぐらいなら問題ない」

　おれは笑った。何故なぜかわからないが笑った。

　なんだろうなこれ。ああ……分かった。

　楽しいんだ。楽しいからなんだ。

　楽しいから……久しぶりにやりがいのある戦いだと感じられたから。

　だからおれは笑ったんだな。

「くそっ、強がりやがって。効いてねえはずがねえんだ！　一人が無理なら全員でひねり潰しゃ問題ねぇだろ。おい！」

「な、なんだ」

　アイギナ王子──キモンが反応した。

　おれが突っ込んできてからずっと、呆然ぼうぜん自失だったそいつが我われに返った。

「なんだじゃねえ。やれよ！」

「はっ──、わ、わかった！」

　キモンは手を上げると、おれに向けて振り下ろす。

「全軍かかれ！　相手は一人だ！」

　総司令官の号令。

　遠巻きにしていた兵士がそれを見てやる気を取り戻すと、全力で襲いかかってきた。

「いいぞ、来い。もっとかかって来い！」

（まったく、この男ときたら……六十と二）

（ななじゅうはち）

　近くにいる槍兵そうへいの二人の首を同時にすっ飛ばした。

　直後、巨大な盾を構えた兵が大勢突っ込んできた。長い槍やりを持っている奴らと違う兵種だ。

　そいつらはくるりとおれを取り囲む。周囲を三百六十度囲まれた。

　その後ろに光を反射するものが見える。盾の裏に武器が隠されているようだ。

「はあっ！」

　真っ正面の一人を盾ごとエレノアで真っ二つにする。すかさず両横の二人が盾を使って振り下ろしたエレノアを押さえてきた。

　押さえる動作の流れのまま、持っている手斧ておので斬りかかってくる。

（六十と三。見事なコンビネーションだ）

「だが遅い！」

　ひかりで二人ののど元を突いた。切っ先が延髄ごと貫通して、盾兵がほぼ同時にくずれ落ちる。

「「「うおおおお！」」」

　間髪入れず、他の盾兵が一斉に押し寄せてきた。

　押し潰すように、盾でおれを押さえつけて動きを止めようとする。

「こんなもの！」

（おとーさん、上！）

　盾兵を一気に振り払った直後、頭の中でひかりの警告が聞こえた。

　パッと上を向く。黒光りする魔法の矢が放物線を描いて飛んできていた。

　矢は優に百本を超えている。

「うおおおおおお！」

　二振りの魔剣を振るって乱舞する。降ってくる魔法の矢を一本ずつ、手数で打ち落とす。

　矢が魔剣に当たって、次々にはじけ飛ぶ。

（よけろ！）

（おとーさん！）

　一本の矢が乱舞の網をすり抜けてきた。母娘の叫びが聞こえる。

　目の前に迫る。もう避けられない。

「ふん！」

　だが、おれは避けなかった。

　へその下にぐっと力を入れて、飛んでくる矢を身体で受ける。

「「「おおおおおお！」」」

　アイギナ軍に歓声が走る。俄然がぜん士気が上がっていく。

　ファーストアタック。初めておれに当たった攻撃。

「そうだ、数で押せばいけるぞ！」

　王子の声に兵達が即座に反応する。

　更に魔法の矢が飛んできた。

　空を覆い尽くすほど大量の矢。

「甘い、甘いぞ！　はっ！」

　横薙なぎ一閃。エレノアで虚空を斬った。

　切っ先が通り過ぎた後の空間に、黒いつぶつぶが無数にできた。

　それが徐々に大きくなって、漆黒しっこくの矢となって空に飛んでいった。

　矢が矢とぶつかった。同じものが真っ向からぶつかり合って、連装花火のごとくはじけ飛んだ。

「な、なんだと」

「ばかな。魔剣使いは魔法も使えるってのかよ！」

　キモンと青いヤツが驚愕きょうがくする。

（久しぶりに魔法を使ったな）

「77倍に制限されていても、魔法は覚えられるようだな」

　この世界では、素質さえあれば、一度喰らった魔法が使えるようになる。

　くじ引きで全能力がアップしたおれは、当然ベースになる素質もアップしている。

　普段はその素質も７７７倍だが、今は魔法陣の制限で77倍。

　それでも普通の人間の77倍。喰らった魔法をすぐに覚えて、それをやはり77倍の魔力で一気に撃った。

　飛んでくる魔法の矢を全部撃ち落とした。

「なんという……なんという強さだ。これが噂の魔剣使いだというのか」

「くそ！　だから魔剣使いには関わりたくなかったんだ！　おいてめえ、どうしてくれるんだよ！」

「ええい離せ！　お前には要求された以上の報酬を前払いしてある。たらふく食っただろう。だったらこの状況を少しでも何とかしろ！」

「何とかって！　あんなのをどうすりゃいいんだよ！」

　わめく二人をよそに、兵を次々斬っていく。魔法で撃ち抜いていく。

　母娘のカウントがおれを昂たかぶらせた。魔法陣の拘束を引きちぎる感覚が気持ちよかった。

　かつてない高揚感を覚えながら、アイギナ兵を倒していく。

「くっ、こうなったら一時撤退だ」

「おれもとんずらこくぜ」

「甘い！　ここまで来て逃がすと思うのか？」

「何!?」

「……ふっ！」

　目を閉じて、魔剣の力を意識する。

　昂ぶった戦意、それに比例して湧き上がる力。

　魔剣の力を限界まで引き出して放出する。

　それがオーラになって、場を取り囲んだ。

　まるで──檻おりのように。

　青いヤツが飛び上がると、檻の天井にぶつかって、跳ね返された。

「ばかな、出られねえ！」

「おい！　なんとかしろ貴様！」

「知るか！　おれも出られねえんだ！」

　ついに仲間割れを始めた二人。そいつらを放置して、残ったアイギナ兵に向かっていく。

　こいつらはいつでも片付けられる。今はまず、残った兵達だ。

（くくく、悪い顔をする）

（おとーさん頑張れ！）

　悪いが、魔剣の贄になってもらうぞ。
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「……ふう」

　肺の中に溜まった空気をまとめて吐き出した。

　一仕事終えた後の新鮮な空気を求めて深呼吸したが、辺りからは血の臭いしかしなかった。

　そのせいか、やたらと昂たかぶって仕方がない。

　もっと。

　……もっと。


　…………もっと！



　戦いは終わったのに、頭の中で「もっと」という言葉だけ響いて、気持ちが昂ぶったまま。

　昂ぶったまま、振り向く。

　二千人の死体の山の中に二人、死んでない奴やつが倒れていた。

　アイギナの王太子キモンと、名前も聞いてない悪魔のような見た目をしたヤツだ。

　二人は逃げだそうとしたり、挙げ句の果てにおれに襲いかかってきたから、剣の腹でぶっ叩たたいて気絶させた。

　そいつらの首根っこを捕まえて、ワープの羽根を取り出して飛んだ。

　飛んだ先はレイウースの屋敷、その離れの練兵場。

　そこでは奴隷兵達がまだ表にいた。

「閣下！」

　早速ニキがおれを見つけて、小走りでやって来た。

　いつもながら「兵」としての彼女は堅苦しくて、おれの前でかかとを揃そろえてまるで軍人のように一礼する。

「ナナはどうした」

「閣下のお屋敷に行っております。メイドの方が呼びに来られましたので」

「ミウが？」

　なんだ？　ミウがナナを呼ぶなんて珍しいな。

　普段あまり接点のない二人だが、なんだろう。

　まあいい、どうせこの後戻るんだ。会って直接聞けばいい。

　それよりも、とおれは拘束した二人を地面に放り出した。

「こいつらを監禁しておけ。逃げ出さないようにしっかりな」

「承知いたしました！　お任せを」

　ニキはまた敬礼して、応援の奴隷兵を呼びに行った。

　第一小隊がまとめてやって来ると、二人を連れていった。

　ドクン。

　彼女達が近づいてきた瞬間、心臓が大きく跳ねた。

　妙な昂ぶり。身体の中から大きな何かがあふれ出すような感覚。

　なんだ……これは。

　首を傾かしげながら、屋敷の方に向かって歩いていく。

（結局我われの勝ちだったな）

（うぅ、まけちゃった。でもやっぱりおかーさんだね）

（くくく、さもありなん。魔剣としてのキャリアが違うのだ）

（ひかりももっとがんばるね、魔剣として）

（うむ、頑張るが良いぞひかりよ。世界で二番目の魔剣になれるとこの我が保証してやろう）

（二番目？）

（一番はこの我だからな）

（そっかー。うん、ひかりは二番をめざすね）

（うむ、ひかりは二番でよいのだ）

　魔剣の母娘がのんきにお喋しゃべりしていた。

　その間も、おれは襲い来る昂ぶりと戦っていた。

　心臓が早鐘を打つ。暴れたくて仕方がない。

　何かをぶっ壊したくて、吐き出したくて。

　その分、逆に無口になっていく。

（……さてひかりよ、オリビアと遊んでくるがよい）

（いいの？）

（うむ。ことは終わったのだ）

（うん！）

　ひかりはそう言うと、楽しそうに人の姿に戻った。

「ひかり、先に戻ってるね」

　とだけ言って、屋敷に向かって駆けていく。

　それを見送ったおれ。そしてエレノア。

（さて、貴様のそれを片付けるか）

「え？」

（何を呆ほうけておる、女を抱きたくて仕方ないのだろう？）

「……ああ」

　指摘されて、おれはようやくそのことに気づいた。

　そうだ、そうだった。

　この昂ぶりはそれだ。

　性欲。

　戦いの後に決まって昂ぶる欲望なのだ。

「普段来るのと違うから気づかなかった」

（それはあの結界のせいだな。あれに抑え込められたせいで、解放された瞬間、貴様の性欲は逆に今までの十倍にふくれ上がったのだ。普段の戦いの後のそれの、更に十倍だぞ。それで普段のものと違って分からなかったのだろう）

「……ああ、なるほど」

（どうする？　暴れて発散するのなら、我が相手をしてやってもよいぞ）

「そうだな……」

　どうするか考えた。

　エレノアの提案も悪くない。この行き場のない、今にも身体を食い破って出てきそうなあふれんばかりの力を乗せて、衝動に任せてエレノアで暴れ回るのも悪くはないかもしれない。

　……普段の10倍ともなると女達を壊しかねないからな。エレノアなら壊れる心配もない。

　そうだな、その方がいいかもな。

　そんなことを考えているうちに屋敷についた。

　扉の前に立つと、それが勝手に開いた。

「お帰りなさいませ、ご主人様」

　開けたのはミウだった。

　ドクン──再び心臓が跳ねてめまいを運んで来た。

　ミウの姿。漂ってくる女の匂におい。それにやられそうになった。

　ああ、やっぱりこっちの方がいい。

　エレノアも悪くないが、今はこっちのがいい。

　壊さないようにセーブすれば良いだけだ。

「ミウ、悪いけど相手してくれ」

「はい！　皆さんもお待ちです」

「皆さん？」

「こちらです」

　ミウが歩き出す。その後についていった。

　彼女に連れてこられたのは、おれの寝室。

　中に入ると、そこにはみんながいた。

「お帰りなさいませ、カケル様」

　メルクーリの美姫ヘレネー。

「準備はできてるぞ、カケル」

　その妹のイリス。

「頑張ってお相手しますね！」

　Ａランク冒険者、噂うわさの大魔道士イオ。

「本当に苦しそうだね」

　ソロン教の象徴、不死の聖女メリッサ。

「ミウの言った通りだわ」

　大賢者オルティア、ただのオルティア。

「今こそ主の力になろう」

　地上最強の女、ナナ。

　六人が、揃いも揃って寝室の中で待っていた。

「これは？」

「多分必要かなと思って、みんなにお願いして来ていただいたんです」

　答えるミウ。尻尾しっぽが微かすかに揺れている。

「多分必要って……どうしてそう思ったんだ」

「その、ひかり様を連れて行く時、ご主人様のお顔が、えっと……楽しそうでしたから」

「楽しそう？」

「はい。大きな戦いに向かわれる時のご主人様の顔でした。それで、必要になるんじゃないかって思って──」

　そんな些細ささいなことから読み取ったのか。

（まったく、有能なメイドだな）

　だから他のメイドを入れないで、屋敷を全部任せてる。

　ミウに向き直って、まっすぐ見つめた。

「ありがとうミウ。助かったよ」

「私はご主人様のメイドですから──ひゃ！」

　膝ひざの裏に腕を回して、お姫様抱っこでベッドに運ぶ。

　ベッドに下ろして、いきなりのことにおろおろする彼女の口を塞ふさぐ。

　唇を割って、舌をねじ込んで絡ませる濃厚なキスで。

「ご、ごごご主人様？」

「よくやったミウ。ご褒美にお前が最初だ」

「えっ──はい！」

　一瞬だけきょとんとして、大きく頷うなずくと、満面の笑みを浮かべるミウ。

　可愛かわいかった。もう我慢できなかった。

　彼女のメイド服を一気にはぎ取って、ベッドの上に組み敷く。

　それを見て、女達が集まってきた。

　ヘレネー。

　イリス。

　イオ。

　メリッサ。

　オルティア。

　ナナ。

　そして、ミウ。

　いい女達が放つ濃厚な匂いに、おれはますます──脳がくらくらするほど昂ぶった。

　次の日、夜になっても誰一人ベッドから起き上がれないほど、全員抱いて、欲望をその身体に吐き出したのだった。
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　ミウ・ミ・ミューはベッドから身体を起こした。

　女の嬌声きょうせいが静かに響く中、主の邪魔にならないように、そっと、そっと……。

　その少し離れたところで、主のカケルがナナを組み敷いていた。

　七人の女に五十回以上溜まったものを放った後、落ち着いたカケルはやり方を変えた。

　女を抱き締めて、耳元でささやく。

　お前はいかにいい女なのかを、延々と甘い口調でささやいた。

　身体と心、両方からの責めに女達は次々に骨抜きにされた。

　それがお世辞じゃないのが、たちの悪いところだ。

　カケルは本気でこの場にいる女達を「いい女」だと思っていて、それを誇っている節がある。そして今、それを言葉にして口に出していた。

　つまりその「自慢」を、本人相手にこんこんと話しているのだ。

　女達はそれにやられた。ナナなどは本番の行為以上に、ささやきで骨の髄まで蕩とろかされているような様子だった。

　それを尻目しりめに、ミウはそっとベッドから降りると、気配を殺して寝室の外に出た。

　途中で拾い集めた自分のメイド服は、後ろ手でドアを閉めた後、部屋の外で着た。

「うん、よし」

　夜の窓ガラスを鏡にして、メイドとしての身だしなみを整えるミウ。

　一瞬だけ下腹部を押さえて、嬉うれしそうな笑顔を浮かべると。

　あっという間に、普段通りのケモミミメイド姿に戻った。

　主の寵愛ちょうあいを受けたメイドは、まるでこの世の全ての幸せを手に入れたかのような至福の表情を浮かべていた。

「お仕事しなきゃ。ご主人様と皆様にお食事を──」

　メイドが動き出そうとした瞬間、部屋のドアがガチャ、っと開いた。

　ミウはびくっとした。もしかしてカケルの邪魔をしてしまったのではないか。

　そう思っておそるおそる振り向くと、現れたのはイリスだった。

　下ろした髪。一糸纏まとわぬ裸体の、無駄のないプロポーション。

「イリス様？　どうしたんですか？」

「いや……その、な」

　ドアを静かに閉めたイリスは、何故なぜか歯切れが悪かった。

　ミウを見つめて、眉まゆをしかめて。

　何かを言おうとして、しかしなかなか切り出せないでいる。そんな様子だった。

「何かお手伝いが必要ですか？　あっ、もしかしてお身体の具合が──」

「いや、それは大丈夫だ。カケルはなんだかんだで優しくしてくれたからな」

「そうですよね！　傍はたから見てるとすごく荒々しいようなのですけど、ご主人様、すごく優しくしてくださるんです！　こう、見えないところで気を使ってくださるというか、可愛かわいがってくださるというか」

　軽く握った両拳を上下に振って、力説するミウ。

　一緒に尻尾しっぽもパタパタと揺れていて、喜びが手に取るように分かる。

「ああ、そこは本当に意外だった。イメージでは荒々しいだけの男、だったのだ」

「そんなことないです、ご主人様は──」

「いや分かっている、あくまでカケルのものになる前のイメージ、という話だ」

「あっ、はい！　すみませんでした。私ったら早とちりを」

「いやいい。……いいんだ」

　イリスはまたしてもミウを見つめた。

　何も言わず、ただ、じっと。

「……あの、本当にどうしたんですかイリス様」

「今日ようやく理解したよ、何故、ミウとデルフィナを参考にすべきなのかを」

「え？　私とデルフィナ様を参考に？　って、えええ？」

　慌あわてふためくミウ。

「そんな、私なんかにイリス様が参考にされるようなところはありません。ただのメイドですし！」

「いや、随分参考になった。ミウは本当に素晴らしいな。カケルのモノじゃなかったら、この場で私のメイドにスカウトしてるところだ」

「スカウト……」

「どうした」

「い、いえ。前にデルフィナ様にもスカウトされたことを思い出しただけです。やっぱりご主人様のメイドだと仕事ができるように見えるのかな、って思って」

「……なるほど、スカウトもデルフィナに対して周回遅れということか。いや、周回遅れくらいでも妥当なのか？　デルフィナはあれほどの女傑なのだからな」

「え、え、えええ？」

「あぁ、なんでもない。すまないな。変なことを言って困惑させて」

「いいえ！　とんでもないです！」

　イリスの「すまない」に反応して、恐縮して手と首を全力で左右にぶんぶん振るミウ。

「すまないついでに、一つ頼めるだろうか」

「はい！　なんでもおっしゃってください」

「これから時々、この屋敷に遊びに来てもいいか」

「え？　はい、それはもちろん。イリス様はご主人様の──」

「そうじゃない。ミウに会いに来たいのだ」

「私に!?」

「ダメか？」

「いえ、そんなことないです！　ないですけど……えっと、どうして、ですか？」

「学びたいのだ。色々と」

「私に学ぶ……？　イリス様はメイドさんになりたいんですか？　お姫様なのに!?」

　盛大に驚くミウ。

　そんな彼女の反応に、イリスはくすっ、と口を押さえて笑った。

「そうだな、それもいいかもしれない。カケルのメイドになる。というのもアリなんじゃないのか？」

「！　そうですね、ご主人様のメイドなら」

　王女なのにメイドになるのもいいかもしれないと言い出したイリスにびっくりしたミウだが、仕える相手がカケルならばと即座に納得した。

「どうだろうか。会いに来て、色々教わっても？」

「はい！　そういうことならいつでも!!　……お役に立てるかどうかは分かりませんけど」

「もちろん立つさ。ありがとうな、ミウ」

「はい、イリス様！」

「イリスでいいぞ」

「えええ？　そ、それはダメです。私なんかがイリス様を呼び捨てにするなんて」

「そうか、うむ、なるほど。立場に合った敬称は大事だな」

「はい！」

「なら私はミウ先生と呼ぶことにする。よろしくな、ミウ先生」

「えええええ!?」

　ほとんど悲鳴のような声を上げるミウ。

　それを微笑ほほえみを浮かべて見つめるイリス。

　女達は徐々にハーレム内でも関係を変えていき、カケルの女にふさわしい、彼がささやく「いい女」に少しでもふさわしくなろうと、自らを成長させていく。

　そしてそれをさせるのは、結城ゆうきカケルという男の大きさであった。
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　レイウースの街。

　別名五爵ごしゃく邸別館とも呼ばれている奴隷部隊の一室。

　奴隷兵の部屋だったそこは、急遽きゅうきょモノが運び出されて、二人の男を監禁する場所となった。

　一人はアイギナ王太子、総理王大臣、キモン・モ・アイギナ。アイギナ王国で王に次ぐ地位にあり、実質トップにある人間。

　もう一人は青い肌に頭から生える角という特徴的な見た目の、人間とは明らかに異なる存在。

　名前はダモス。キモンに協力して、力を与えた者だ。

　二人は部屋に監禁され、表を奴隷兵が厳重に見張っていた。

「出せ！　ここから出せ。私を誰だと思っているのだ！　アイギナ王太子にして総理王大臣なるキモン・モ・アイギナだぞ！」

　運び込まれた時は気絶していたが、起きるなり大声でわめくキモン。

　声は大きいが、それだけだ。両手両足を頑丈な鎖に繫つながれて何もできないでいる。

　だが、それでもわめき続けている。運び込まれてからほぼ一日わめき続けたキモンは声がかすれてきたが、それでもまだわめいていた。

「いーかげんにしろよ」

　ダモスがうんざりした声で言った。

　人ならざる者も鎖に繫がれていたが、こっちは比較的落ち着いていた。

「何をのんきなことを！　貴様が魔剣使いをなんとかしなかったからこうなったのではないか！」

「知るかよそんなの。もともとおれは気が進まなかったんだ。くそ！　上の言うことは本当だったぜ。魔剣使いなんかに関わるべきじゃなかったんだ」

「今更何を言っても無駄だ。いいからとにかく何とかしろ！」

「知るか。適当にわめいてろ」

　鎖に繫がれたダモスはゴロン、と寝っ転がった。

　キモンに付き合って無駄にわめきたくないということだ。

「出せ！　私を出せ！　ユウキ卿を呼んでこい！　爵位を与えてやった恩を忘れたか！」

　キモンは更にわめいた。

　やがてわめき疲れたのか、壁に背をもたせかけて、そのまま寝入ってしまった。

　高かった日が落ちて、夜がやってくる。

　不意に空気が変わった。

　突然、ドアの外で奴隷兵が気を失って倒れた。

「よーやく来たか」

　ニヤリ、と口の端をゆがめるダモス。

　人間が「瘴気しょうき」と呼ぶそれは、彼からすれば慣れ親しんだまさに新鮮な空気。

　同時に、同胞が来たということを示していた。

　何もない空間から現れた者は黒装束しょうぞくで、頭からつま先まで黒い布ですっぽり覆っていた。

「遅ぇぞ、助けに来るのが」

「大声を出すな、気づかれる」

「なーに言って──」

「魔剣使いは地獄耳と聞く。死にたいのならもっとわめけ」

　魔剣使い、というワードを聞いたダモスは即座に口を閉ざした。

　今やそれは警戒を通り過ぎて恐怖の対象になっていた。

「わ、わぁったよ、早くここから出してくれ」

「よかろう」

　黒装束の男は手を伸ばして、ダモスに触れた。

「なんだこれは」

「力を与えた。人間の命が一人分あれば、ここから抜け出せる力を得られるだろう」

「人間一人？」

　黒装束の男がちらっとキモンを見た。ダモスははっとして、にやりと笑みを浮かべた。

「ケケケ、そういうことかい。まっ、口封じは大切だよなあ」

　全て理解したというような顔で、ダモスはキモンに近づく。

　二人とも鎖で繫がれているとはいえ、ぎりぎり触れられる距離にいる。

　ダモスはキモンに触れた。

　みるみるうちに、キモンの肌がしなびていった。

「な──が──」

　キモンが異変に気づいた時にはもう手遅れだった。圧倒的な速さで生命力を吸われて、キモンはミイラのようになっていき、そのまま絶命した。

「はっ！」

　力を取り戻したダモスが気合を入れると、鎖はバキンと音を立ててちぎれた。

　キモンの生命力を吸い取ったからか、全身の筋肉が盛り上がってムキムキになっている。

「へへへ、こんなもんだぜ。よし、このままとんずらしよう。外の奴らは眠らせてるよな」

「……」

「おいどうした」

「言付けだ。魔剣使いに関わるな、そう言ったよな」

「いやそれは──」

「安心しろ、直接手は下さん」

「出来心で──へ？　び、びっくりした。おれを始末するんじゃねえのか？」

「……」

「は、はは。驚かせんなって。そんなはずがぐげえええ！」

　瞬間、ダモスの身体が形容できないような軋きしみ方をして、頭がはじけ飛んだ。

　ムキムキの身体だけを残して絶命した。

「脱出しようとしてキモンの命を吸い取ったはいいが、吸い過ぎて負荷に耐えられなくなってはじけ飛んだ」

　誰に言うでもなく、つぶやく黒装束の男。

「残念だ、助けに来るのがもう一足早ければな」

　と、白々しく言い放った。

　その身体がまた闇に溶ける。現れた時と同じように、そのまま消えていく。

　──はずだった。

「何!?　何故なぜだ、何故戻れない」

　頭まですっぽり黒装束で隠れているから顔は見えないが、明らかにうろたえる男。

　慌あわててもう一度同じことを試す。闇に溶けてこの場から立ち去ろうとするが、まったく上手うまくいかない。

「何故だ！　何故こう──これは！」

　彼はハッとした。

「瘴気の中に──違う闇のオーラが混じっている？　これはまさか!?」

「やっぱり来たか」

　そこに男が現れた。

　二振りの魔剣を携えると、瘴気よりも圧倒的なオーラで周りを支配する。

　絶対なる自信とそれを支える力を持つ男。

　魔剣使い、結城ゆうきカケル。

　彼が、悠然とこの場に現れた。

　一瞬で、場の全てを支配して。

「さて、話を聞かせてもらおうか」

　黒装束の男は死を覚悟した。
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「魔剣使い……」

　目の前の男が血を吐きそうな勢いで、忌々いまいましげにつぶやいた。

　にしても、面白おもしろい格好だな。

　全身をすっぽり覆う、だぼついた黒装束しょうぞく。

　顔までしっかり隠されていて、妖あやしげな光を放つ瞳だけが見える。

　いかにも忍び、いや暗殺者って感じの格好だ。

　そいつの足元に、おれが捕まえた青いヤツが首がはじけ飛んだ状態で転がってる。そこから更に離れたところには……ミイラ？

（王太子だろう）

　そういえば服が同じだ。

（貴様がもたもたしてたから、見事に消されたな）

「逆だ」

（む？）

「泳がせておいたんだよ。裏がなきゃこいつらから話を聞いたんだが、こうして口封じされたってことは、やっぱりこいつらは下っ端も下っ端、上にはまだ何者かがいるってことだろ」

（……うむ）

「で、そこに繫つながってるのがこいつってことだ」

　黒装束を指す。

　気配が揺れた。息を呑のむ音がはっきりと聞こえた。

　おいおい、動揺がわかりやすすぎるぞ。

　一方、エレノアからは楽しげな感情が流れてくる。面白がってる感じだ。

（悪い男だな。わざわざ捕らえた人間が消されるのを待ってたということか）

「久しぶりだな」

「……」

　黒装束の気配が揺れた。

　こいつと会うのは二回目だな。

　前は……シラクーザの時、蛮族王の後始末をしに来た時だな。

「今回も後始末か。芸がないな」

「なんのことか知らんな」

「あの時は取り逃がしたが、今回はそうはいかないぜ。詳しく話を聞かせてもらうぞ」

「……」

「さて、芋づる式に刈り取る時間だ」

　黒装束が「くっ」っと呻うめいた。

「ダモスめ、だからあれほど魔剣使いに関わるなと言ったのに」

「へえ？　そりゃどういう意味だ？」

「……話すと思うか？」

「素直に話すことはないだろうな」

「もはや死ぬ覚悟はできた。何も話すつもりはない」

「あくまで話すつもりはない、か。いいだろう。ならこいつらから聞くまでだ」

　と言って、床に転がっている二つの死体を指す。

「なんだと？　何をするつもりだ」

「おれのことを魔剣使いと呼ぶくせに、そんなことも分からないのか」

　エレノアを見せびらかすように掲げて、言う。

「こいつは魔剣エレノア。死霊の軍勢で世界を好き勝手にした剣だぞ」


「──っ！」



　また息を呑んだ。はっとして思い出したみたいだ。

「死体を操あやつるのはお手のもの。死んだら死んだで都合がいい。死人にも口ありだ」

「くっ」

「エレノアで操って喋しゃべらせるさ。ついでにお前もな」

「……そこまで魔剣を自在に操れたのか。うかつだった」

（失敬な男だ。我われは誰にも操られてはいない。自分の意思でやりたいことをやっているのだ）

「自分の意思だと？　やらないのかお前」

（だ、誰もやらないとは言ってないだろ。操られてなどいないと言っているだけだ。じ、自分自身の意思で力になってやると言っているのだ）

　はいはい伝統芸ツンデレ伝統芸ツンデレ。

「って、ことだ」

　エレノアとひかり。二振りの魔剣を構える。

　黒装束をじろっとにらみつけて、魔剣の前にまずは言葉を突きつける。

「お前にできるのは、素直に喋るか、倒された後に拷問されて喋るか、死んだ後にエレノアの命令で喋るか」

「……」

「そのどれかだ」

「くっ……」

　黒装束は腰を落として構えた。

　雰囲気が変わった。抵抗する気だな。

　胸の辺りで腕をクロスさせると、握った拳から鋭い刃が飛び出す。

「素直には喋しゃべらないか」

（当然だろうさ）

「仕方ない。やるぞ。エレノア、ひかり」

「うおおおお！」

　雄叫おたけびを上げながら黒装束が突進してきた。握った拳の先から生える刃を振り回して斬りつけてくる。

　ガキーン！

　エレノアで受け止める。つばぜり合いをして──ひかりで斬りつける。

　二本の刃をクロスさせて受けた。そのままはじき飛ばす。

「くっ、重い！」

　飛び下がった黒装束が呻く。そいつに向かって投げつけた──。

　エレノアを。

　伝説の魔剣を投げつけた。エレノアがまっすぐすっ飛んでいく。

　黒装束は慌あわてて避けた。切っ先が頰をかすめる。

（ええい！　我を投げた上に外すなどと！）

　抗議するエレノアを無視して、ワープの羽根で飛ぶ。

　黒装束の真横に。

「なっ！」

　ワープで追いついたエレノアをつかんで、今度はぐるっと水平に薙なぎ払う。

　金属音が響き渡る。建物全体が震える。

　更にはじき飛ばされる黒装束に──もう一度エレノアを投げる。

（だから我を投げるなと！）

「くっ！」

　飛ばされた黒装束は空中でぴたっと止まると、着地してエレノアと打ち合う。

　そのまま構える。エレノアをじっと見つめて次の攻撃に備える。

　更にワープした。今度は黒装束の背後にワープした。

「魔剣をおとりに──!?」

「魔剣は一本じゃないんでな」

　ひかりを振り下ろす。

　ズバッ！

　袈裟懸けさがけに男の背中をばっさり切った。

　手応えはあった──だが奇妙な手応えだ。

　初めての感触。

　確実に手応えはあったが、人間のものともモンスターのものとも違う感触だった。

　転がって距離を取る暗殺者。

　斬られた背中からシュウウウウ、と擬音が聞こえそうな黒い空気が漏もれ出す。

　瘴気しょうき。なんとなくその二文字が頭に浮かんだ。

　受け止められたから勢いを失って、地面に落ちそうになったエレノアをつかんで更に投げる。

　構える黒装束。

　今度は受け止められる前にワープして、途中でつかんで斬り下ろす。

　バキーン！　黒装束の刃が二本とも音を立てて折れてしまった。

　更に投げる。更にワープする。

　無防備の真上からひかりを振り下ろす。

　拾って、投げて、飛ぶ。

　二振りの魔剣の回転斬り、片腕をすっ飛ばした。

　投げるとワープを繰り返して、上下左右、四方八方から黒装束を攻撃する。

　全方向から攻撃を受けた男は次第に部屋の中央に押されて、そこから動けなくなった。

　いったん攻撃を止めて、元の場所に戻る。

　エレノアを突きつけて、尋ねる。

「どうだ、喋る気になったか？」

「……」

「これでもまだ喋る気にはならないか」

（あやつにはまだ勝算があるのではないか？　見ろ、斬られたところが再生を始めている）

　エレノアの言う通り、黒装束は再生しているみたいだった。

　斬られたところから漏れ出す瘴気が徐々に少なくなっていって、すっ飛ばされた腕も刃ごと完全に再生していた。

　その姿は攻撃を始める前とほとんど変わらない。強いていえば妖しげな光を放っていた目が禍々まがまがしく、赤く爛々らんらんと輝くようになったことくらいか。

「調子に乗るな！　たかが人間の分際で」

　黒装束の反撃。

　それまで一方的にやられていた黒装束の方から飛びかかってきた。

　再生した腕と刃、それを振りかぶってくる。

　エレノアで受けた。それなりに重さのある一撃。

「この程度か」

「かかったな」

「む？」

　言葉とともに変な生臭いような臭いが鼻の奥につーんと来た。

　直後、黒装束の刃がエレノアを侵食しだした。

　肉のような何かが、青筋をひくひくさせて侵食してくる。

「これで！」

（舐なめられたものだな）

　笑いとワンセットの声。だがまったく笑っていないようなエレノアの声。

　おれは何もしていない。が、侵食が止まった。

　刹那、エレノアの刀身を覆おうとした肉っぽいのがはじけ飛んだ。

「なっ。これが通じない……だと？」

（この我にそんな身の程知らずなことをしてくるとはな）

　冷笑するエレノア。

　多分エレノアを侵食して取り込むか、操ろうとしたんだろうなあ。

　完全に釈迦しゃかに説法だが。

（おい、貴様。少しお仕置きをしてやれ）

　大分頭にきてるな。エレノアがわめくでもなく冗談でもない注文を付けてくるのは珍しい。

　おれはエレノアを振り上げた。

「くうっ！」

　黒装束は床を転がると、青いヤツと王太子の死体のそばに移動した。

　そうしてエレノアにやろうとしたことを二つの死体にやった。

　死体はあっという間に侵食されて、動き始めると──起き上がった。

　首なし死体とミイラ。死霊の軍勢を彷彿ほうふつとさせるそいつらがおれに向かってくる。

「お前そっくりだな」

（あんなのと一緒にするな！）

　わめくエレノア。ちょっとだけ元に戻った。

　攻撃してくる首なしとミイラ。両方の攻撃を二振りの魔剣で受け止めた。

　直後──二体の身体がぱっくり裂けた。

　裂け目から銀色の光──黒装束の刃が襲ってきた。

「これでぇ！」

　死体は捨て駒、いや、カモフラージュだった。

　おれが攻撃を受けたところに、死体ごとおれを貫く算段だったか。

「無駄だ」

「それはどうかな」

　断言すると、黒装束が嫌らしい笑みを浮かべたように見えた。

　腕が動かない。よく見たらエレノアとひかり、二本ふたりの刀身にまた侵食が始まっていた。

「一瞬動きを止めさえすれば！」

「むっ」

　魔剣が動かなかった。侵食してきたのをはじくまでコンマ何秒間のタイムラグが生まれた。

　それが狙ねらいか。黒装束は二本の刃を真っ向から突いてきた。

　死体を操ったのも、その先の侵食も。

　二重のおとりから繰り出される本命の一撃。

　さすがに意表を突かれた。裏の裏を搔かれた気分だ。

「だからってどうってことはないがな」

「なっ！」

　驚愕きょうがくする黒装束。

　エレノアとひかりを手放して刃を受けた。

　真剣白刃取り。７７７倍の動体視力でそれをやった。

「ばかな……魔剣使いが二本とも魔剣を手放すなど……」

「魔剣使い魔剣使いって言うが、根本的に勘違いしてるな、お前は」

「何？」

「魔剣に使われてるんじゃない、魔剣を使ってるんだ。おれは」

　バキン！　黒装束の刃を白刃取りのままへし折った。

　折った刃を投げ捨てて、アイアンクロー気味で頭をわしづかみにして、身体ごと持ち上げる。

　男は足をじたばたさせて、必死にもがいた。

「ついでに一つ教えてやる。侵食ってのはこうするものなんだ」


「──っ！」



　地面に縦に突き刺さったエレノアに触れて、そう言った。

　おれはできない。侵食はできない。

　が、エレノアにはできる。息をするように簡単にできる。

　そして、きっと。

　今まさにそれをやりたいと思っているはず。

（……）

　エレノアが頰を赤らめているような気がした。

　おれの腕から黒いオーラを出して、黒装束を覆っていく。

　抵抗は、一秒も持たなかった。
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「話してもらおうか、お前らは何者だ」

　オーラの腕で顔をつかんで持ち上げたまま、黒装束に聞く。

　魔剣の力が完全に男を支配した。男は感情の感じられない声で答えた。

「我われらは調律者」

「調律者？」

「世界の秩序と混沌こんとんを管理し、あるべきバランスに保つ者」

「秩序と混沌を管理って、えらい大げさな話だな。それで、その集団の名前は？」

「……」

　一瞬黒装束しょうぞくの覆面の下の口が動いたが、そのまま固まった。

　質問に答えない。もう一度尋ねる。

「答えろ」

「……」

「おい、こいつなんで答えない？　ひょっとして手を抜いてるのか」

（単に知らんのだろう。そもそも集団に名前がない可能性もある）

「ないって、そんなことがありえるのか？」

（貴様の女を捕まえて、所属する集団の名前を問うた場合どうなる？　魔剣使いと愉快な仲間達とでも答えるのか）

「……それはそうか。知ってるのに話さない可能性は？」

（ありえんな）

　エレノアが冷笑する。

（我が操あやつれない奴はこの世でたった一人しかいない）

　おれのことか。

（ならば、どうしてこいつらを始末しようとするのか聞いてみるのはどうだ？）

「それもそうだな。おい、どうしてこいつを始末しに来たんだ。仲間だろ？」

「魔剣使いと関わったからだ」

「おれと？」

「カランバの宦官かんがん達、コモトリアの王妃、僭王せんおうチオザ。今までそうしてきたように、魔剣使いと直接接触をした者は口封じをしなければならなかった」

「おれと接触した者に口封じ──待て」

　……。

　こいつ今なんて言った？

　カランバ？

「カランバの宦官達ってどういうことだ。奴やつらが牢の中で死んでいたのもお前の仕業なのか」

「そうだ。命を受け、我がこの手で始末した」

「おいおい」

（衝撃の新事実だな）

「まさかあいつらのことにまで関わってたなんてな」

　カランバの三宦官。リカを操り人形にしてカランバ王国を操っていた連中。

　リカに協力してそいつらを牢屋にぶち込んだけど、いつの間にか死んでうやむやになってしまった。

　あれにも……いやあの時からこいつらが絡んでいたのか。

　コモトリア、シラクーザの時だけだと思ってたが、そうじゃなかった。

　カランバの時からだったのか。

　そして、このアイギナか。

　この世界にあるほとんどの大国に入り込んでいるじゃないか。

「しかし、なんでおれと接触したら消さなきゃならんのだ」

「魔剣使いは危険過ぎる、と判断された」

「危険過ぎるだと？」

「悠久ゆうきゅうの歴史の中で唯一、魔剣エレノアを屈服させ、完全に支配下においた男。天秤てんびんの一方を傾け、混沌を加速させる男」

（我は屈服などしてないぞ！）

　抗議するエレノア。

　普段ならいじるところだが、今は無視した。

「だから接触させないようにするのか」

「魔剣を完全に屈服させるような存在は危険すぎる。正面から相手をすれば、我らといえどただではすまない。だが」

「だが？」

「魔剣使いといえど人間。ならば死ぬまで待てばいい。人間の生涯など我らからすれば取るに足らない時間。だから、僭王が倒れた後、関わらないように放置しておこうと決めた」

（なるほど、上手い手だな。敵わないから寿命を迎えるまで待つ。くく、いい手だ）

「お前が感心してどうする」

（こやつの言う通り、貴様といえど寿命はあるのだろう？）

「……どうだろうな」

　これまでにもちらっと考えたけど、結論を先送りにしてきたことが一つだけあった。

　寿命のことだ。

　この世界のおれの寿命がどうなってるのか、それが分からん。７７７倍の影響を受けているかもしれないし、受けてないかもしれない。

　体力、いわゆるＨＰ的なことなら確認できるが、寿命だけは検証のしようがない。

　ないが、こいつらがそう考えるのは分かる。

　おれは人間、普通なら寿命は数十年。

　こいつらの寿命は知るよしもないが、転がっている青い肌のヤツ、悪魔っぽい見た目のそいつを見ると、普通に人間よりも長生きなんだろうなってことくらいは分かる。

　だからおれが死ぬまで待つのは戦略としてはアリだと思う。

「おれに関わらないつもりなら、こいつはなんで出てきたんだ。僭王ってシラクーザのことだろ。その時そうに決めたんなら、何故なぜ」

「キモンの口車に乗せられた跳ねっ返りだったからだ」

（くく、組織の下っ端まではコントロールできなかったようだな。他山の石だ）

「どういうことだ」

（そのうち分かる）

　何が分かるってんだ？

　まあいい、そのうちならそうなった時に考えよう。

（これでおおよその話が分かったな）

「そうだな。最後にもう一つ教えろ、お前らのボスは誰だ」

「ソロン様」

「ソロン？　それがボスの名前か」

（ソロンだと!?）

「知ってるのか、エレノア」

　魔剣と魔族（多分）同士で繫つながりがあるのか。

（何を言う。貴様もその名前をよく知っているだろうに？）

「知ってるだと？　ソロンをか。そんな名前の奴は知らんぞ」

（呆あきれた男だな……）

「男の名前か？　ならなおさら覚えてないぞ」

（そうではない）

　はあ、とため息つくエレノア。すごく呆れてるみたいだが、なんだ？

（メリッサだ）

「メリッサ？　彼女はソロンって名前じゃ……ソロン教？」

　ハッとした。そういうことか。

　人名じゃないから気づかなかったけど、メリッサの名前を聞いてすぐ思い出した。

　不死の聖女、メリッサ。

　彼女が聖女と呼ばれているのは、ソロン教という宗教の人間だったから。

　ソロンと、ソロン教。

「偶然？」

（と切り捨てるのは危険だな）

　エレノアの言葉に、おれは静かに頷うなずいたのだった。
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　アイギナ王国、首都レティムに「夏の宮殿」と呼ばれる水と緑あふれる王宮がある。

　もともとは五代前の国王が愛妃のために建てた離宮だったのだが、国王が愛妃を喜ばせたいが為に増改築を重ねた結果、元の王宮より規模も豪華さも上回ってしまった。

　その過ごしやすさもあって、現在ではここを夏の宮殿、元のものを冬の宮殿と呼び、国王は季節ごとに住み替えて国政を執り行っている。

　その夏の宮殿の中の一室に、セレーネ・ミ・アイギナがいた。

　年齢は十六歳。現アイギナ王の一人娘で、花よ蝶ちょうよと育てられた少女である。

　誰にも叱られず、甘やかされ放題で育ったため、王族以外の人間を人間とも思っておらず、それどころか、たとえ王族相手であっても、長兄である皇太子キモンなどにはわがままを言いたい放題だった。

　そのセレーネが側近のアブラアムという男を呼び出した。

　国王の玉座よりも豪華に設しつらえた椅子いすに座るセレーネと、彼女にかしずくアブラアム。

　セレーネは黙っていれば可愛い顔に、わがまま娘特有の主張が強い表情を浮かべて、苛立たしげに言った。

「兄上はまだ見つからないの？」

「はっ。マロネイ郊外にて、皇太子殿下が率いて出撃した二千の兵が全滅しているのが見つかったのですが……」

「ふーん、兄上はその中にいたの？」

「はい。指揮をされていたと。ただ、その後の行方は未だ確認されておりません」

「でもさ、兵は皆殺しにされてたんでしょ？　兄上だけ生き残ってるってことはないわよね？」

「それは……その……なんとも」

「何よ、なんともって」

「その……いえ……」

「もっとはっきり言いなさいよ！」

　セレーネは立ち上がって、足を振り上げてアブラアムを蹴った。

　つま先が男の下あごにクリーンヒットする。たまらず身体ごとのけぞった。

　部屋の入り口に衛兵が立っていたが、いつもの光景なので表情一つ変えずに護衛を続けた。

　セレーネは椅子に座り直すと、アブラアムは血が流れるのも構わず、再び片膝ひざを突いて報告した。

「じょ、常識的に考えますと、お亡くなりになったか、捕虜になったものかと思われます」

「ふーん。捕虜になったらどうなるの？」

「その場合は、捕らえた勢力から何かしらの要求が来ると思われますが、現時点ではまだ何も来ていないため、捕虜になられている可能性はかなり低──」

「だったら最初から言うな！」

　もう一度アブラアムのあごを蹴り上げた。

　鮮血が飛び散って、高価なじゅうたんを汚す。

「兄上は死んだ。そう思っていいんだよね」

「……はっ」

「ふーん。兄上が死んだってことはさ、誰かが代わりにこの国を治めなきゃいけないのよね。父上は病気で休養していて、兄上に一任してたんだから、その代わりを誰かがさ」

「……おっしゃる通りでございます」

「よし、あたしがやるわ」

「せ、セレーネ殿下がでございますか」

「何よ。何か文句あるの？」

「いえ、滅相めっそうもございません」

　アブラアムは慌あわてて手を振った。三度目の前蹴りが飛んで来そうだったからだ。

　ただ、だからといってこのままセレーネが国政に手を出すのを見過ごす訳にはいかない。アブラアムはアイギナという国家に忠誠を誓った男であり、今でこそ子守で理不尽な扱いをうけているが、そのために忠誠を損なうことは一切いっさいない。
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　彼は必死に頭を回転させて、なんとかセレーネを止める為の方法を──理由を探した。

「……ですが、今すぐにというのは難しいかと存じます。ご存じの通り、キモン殿下は自らを『総理王大臣』と称し、その肩書をもって諸臣民を従わせてきました」

「ふーん。じゃああたしも総理王大臣を名乗ればいいってことよね」

「いえ。総理王大臣の『総理』は摂政、鎮国の宝クシフォスになぞらえた官吏かんり十七等級で最上位に位置するものでございます。現在王女殿下は無官。事実上の十八等級です。そこから三等級以上の特進は国王陛下のご命令がなければ許されません」

　アブラアムは有能に分類される男だった。頭の回転が速く、王国のあらゆる法律や制度に精通している。

　だから彼は一瞬で、合理かつ合法的にセレーネの思いつきを却下する理由を思いついた。

　普通ならばそれで良かった。

「父上の命令って、父上は今病気で寝たきりでしょ？　話すこともできないじゃん」

「であれば、摂政たるキモン殿下のご命令が」

「だから兄上は死んでんじゃん！」

　またアブラアムを蹴った。彼はそれを甘んじて受けた。

　あごへの蹴り一発……いや、何発かで国を守れるなら安いものだ。そう思った。

「申し訳ございません」

「なんとかならないの？」

「はい。国王陛下の命がなければ、なんとも……」

「むぅ……なんかムカつくわねそれ」

「……」

　アブラアムは黙った。なんとか姫がこのまま引き下がってくれることを祈った。

（大丈夫だろう。法で決まっているのだ。それに陛下は例え出せたとしてもご命令を出すことはないだろう。色々な意味で）

　彼はそう思った。

　本来ならば彼の判断はまったく正しい。

　だが、アブラアムはやはり常識人だった。

　そして、セレーネもまた、世間知らずのわがまま王女だった。

「ねえ、それってさ、例えばあたしが二等官吏を一等にすることはできるの？　それなら一階級の昇進で済むじゃん」

「はあ……それは……まあ、王女殿下のご命令でも、一階級でしたら」

　アブラアムは嫌な予感がした。が、まだ杞憂きゆうだと思った。

　二等官吏の顔ぶれを一瞬で頭の中に思い浮かべた。王女殿下の推挙で昇進したとして、誰が総理になってもセレーネ本人がなるよりは億万倍マシだった。

「三等から二等には？　もちろんできるよね」

「可能では……ございますが」

「むふ」

　アブラアムは嫌な予感がした。ものすごく嫌な予感がした。

「ねえ、一番下っ端の官吏、十七等級のヤツってどんな役職があるの？　適当に一つ挙げてよ」

「厩番うまやばん、でしょうか。殿下の馬を世話する係でございます」

「よし、じゃあ人事を発令しちゃう。セレーネ・ミ・アイギナの名において、セレーネ・ミ・アイギナを厩番に任命しちゃうわ」

「……今、なんと？」

　何を言われたのかわからなかった。その命令はアブラアムの想像を遥はるかに超えていた。

「だーかーら、あたしのことをその厩番とやらに任命するのよ」

「な、何故なぜにでしょうか」

「そこから昇進するために決まってんじゃん。一番下っ端から一つずつ昇進していけばいいんでしょ。あたし厩番がそこで何か仕事して、あたし王女がそれを気に入ったら、一階級ずつ昇進させられるじゃん？」

「……」

　あぜんとするアブラアム。

　そんなのありか……ありなのか？

　いや、理屈としてはありだ、法的にも問題はない。

　問題があるとしたら、アイギナ王国第一王女、厩番、セレーネ・ミ・アイギナという前代未聞の肩書が誕生することくらいだ。

　アブラアムはついていけなかった。もう止められなかった。

　こうして、アイギナ王国第一王女、厩番、セレーネ・ミ・アイギナは、一つずつ「功績」を積み上げて昇進していき、数ヵ月後には、「叩たたき上げ」としてアイギナ王国第一王女、総理王大臣、セレーネ・ミ・アイギナが誕生するのだった。
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　カーテンの隙間から射し込む朝日に起こされた。

　寝室のベッドの上に寝ていたおれの両横に、オルティアとイオの二人が寄り添っている。

　昨日はこの二人と寝た。もちろんただ寝るだけじゃなくて、夜中までじっくり可愛かわいがった。

　ソロン教のことでオルティアに聞きたいことがあったからオルティアを呼んだが、あまりにいい女だったから、思わずむらむらした。

　そこにイオも通り掛かったから、二人まとめてベッドに引きずり込んで……そのまま一晩明かしてしまった。

　さて、今日こそオルティアに話を聞かなきゃな。

　そう思って起きようとしたら。

「オルティア様、ちょっといいですか」

　イオがおれ越しにオルティアに話しかけた。イオがオルティアと何を話すのか興味があったから、そのまま寝たふりをすることにした。

「オルティア、と呼んでくれるかしら」

「よ、呼び捨てですか!?　伝説の大賢者様にそんな失礼はできませんよ！」

　あわあわ慌てるイオ。ふむ、やっぱりオルティアってすごいんだな。

　そりゃそうか。大陸五大国から、さらっと全部爵位しゃくいをもらってくるくらいだからな。

　現代人のおれの感覚でいえば、日本とかアメリカとかロシアとか、上位五大国から同時に大臣の椅子いすをもらってくるようなものか。

　大賢者オルティア、改めて考えるとすごい女だ。

「そんな風に思うことはないのよ。私はオルティア、ただのオルティアだから」

「──ただの、オルティア？」

　おれの上を柔らかい手が通り過ぎていった。オルティアの手だ。

　彼女はイオの手を取って、自分の胸に導いた。

「着ているものを全部脱ぎ捨てた一人の女、ただのオルティア。こうして彼の腕の中にいる時は、あなたと同じ、ただの女」

「そ、そうなんですか？」

「それとも、あなたは彼の前で裸になっても、自分のことを『Ａランク冒険者、千雷のイオ様とお呼び！』って主張するのかしら」

　どんなキャラだよそれ。

「そ、そんなことしません！　私はカケルさんの女、ただのイオです」

「それと同じよ。私もただのオルティア。だから呼び捨てにしてくれると嬉うれしいわ」

「えと、その……さんづけ、じゃだめですか？　年上の人を呼び捨てにするのは」

「ふふ、いいわ。それで。なら、私は年下の可愛い仲間を呼び捨てにしてもいいのかしら」

「はい！　それでお願いします!!」

　おれを挟んで、いつの間にか女同士で友情が芽生えていた。

「それで、何か用事だったかしら」

「そうでした！　オルティアさん。オルティアさんって魔法について詳しいですか？」

「知識だけなら。この世界に存在するありとあらゆる魔法を一通り知識として覚えているわよ。隆盛を誇ったけど失伝したものから、編み出されたはいいけどたった一度しか行使されなかった伝説の秘法まで。……全部、知識だけならね」

「すごい……」

　同感だ。

　さすが大賢者、知識の量が半端ないな。

「それがどうしたの？」

「その……私、もっと魔法を覚えたいなって。もっともっと覚えて、もっともっとカケルさんのお役に立ちたい……ううん」

　深呼吸して、言い直す。吐息が脇腹をくすぐった。

「もっと、カケルさんにふさわしくなりたいんです!!」

「だから私に、あなたに合う魔法がないか聞きたいのね」

「はい！　お願いします！　オルティア様──さんに何かを教えてもらう時にはものすごい代価を差し出さなきゃいけないっていうのは知ってます！　それでもお願いしたいんです！」

「ふぅん？　その代償がなんなのか、ちゃんと知ってて言っているのかしら？」

「いえ、それはわかりません。でも──」

「一番最近の代償は──確か両親を殺してきてもらうことだったかしら」

　おいおい、とんでもない代償だな。まるで悪魔みたいなやり口じゃないか。

「それでもやる？」

「それは……」

　ぎゅっと腕をつかまれた。イオの指がおれの肌に食い込んだ。

　ちょっと痛い。すごく真剣に悩んでいるのが伝わってくる。

「そうね、あなたなら、あの二人を殺してきてもらうことにしようかしら」

「あの二人……アグネとジュリア!?」

　それに気づいてハッとするイオ。

　なるほどそうきたか、オルティア。

「それ、は……」

　さっきまでの勢いはどこへやら、イオははっきりわかるくらいシュンとしてうつむいた。

「ごめんなさい……私まだ、覚悟が足りなかったみたいです」

　いや、そんな覚悟別にいらないけどな。

「ふふ。意地悪が過ぎたみたいね。そんな覚悟なんていらないわ」

　へえ？

「え？」

「あなたにそんなことは言わないわ。言ってしまったら嫌われてしまうもの──彼に」

　オルティアはおれの胸に指を這はわせた。細くて綺麗きれいな、艶つやと張りのある指先がおれの身体をなぞる。

「それじゃ、何をすればいいですか!?　他のことならなんでも……！」

「何もしなくていいわ」

「え？　でも……」

「私はオルティア、ただのオルティア」

　まるで呪文のように、歌い上げるように。

　……おれの耳元でささやくように、オルティアは言った。

「こうしてここにいる限り、あなたと同じ彼の女。いわば同士、あるいは姉妹のようなもの」

「姉妹……」

「彼はどうやらできる女性がお好みらしいわ。だからイオには全部教える。あなたの素質で、覚える可能性がある魔法を、全部」


「──っ！　ありがとうございます！」



「礼はいいわ。彼の女同士、そんな言葉がいると思う？」

「えっと、それはいると思います！　同じカケルさんのものとか関係なく！」

「……」

　オルティアは虚を突かれたように黙り込んだ、びっくりしているのが気配で伝わる。

「ありがとうございます！　オルティアさん！」

　そこに追い打ちをかけるイオ。

　あまりに楽しくて、彼女にしている腕枕うでまくらの腕に、思わず力が入りそうになった。
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　屋敷そばの訓練場。朝礼台の上に置いた椅子いすに座って、ナナが奴隷兵達の訓練をつけるのを見ていた。

　隣にはオルティアが立っている。フードを被って出会った時とまったく同じ格好で隣に立っている。

「最初の頃ころとはまるで違うわね」

「そうか？」

「わからない？　彼女達、あなたがここにいるのに、あなたのことをまったく気にしていないわ。訓練を始めた直後はいいところを見せようとしてたみたいだけど、集中しだしてからはまったく違う動きになったわ」

「ナナのおかげだな。あいつが上手うまく監督してるから」

「それが半分ね」

「もう半分は？」

　オルティアは答えない。黙ったまま、奴隷兵が訓練するのを見ていた。

　頭のいい女はよくこういう思わせぶりな会話をする。そして、本当に頭のいい女は思わせぶりだけじゃなく、ちゃんとそうする理由を持っている。

　その理由を考えるのは割と楽しいことだ。

　答え合わせをするかどうかは別として。

「実際、どれくらい成長してると思う？」

「小隊長は他国の副将クラスまで成長しているように思うわ。特にニキとネオラ、この二人になら一軍を与えてやってもいい、と言う君主もいそうね」

「へえ」

　オルティアがそこまで褒ほめるなんてすごいことじゃないか。

「でも、それよりも彼女ね」

「彼女？」

　聞き返すと、オルティアが手を伸ばした。

　全身をすっぽり覆うマントの下から出てきたのは、艶つやと張りのある瑞々みずみずしい白魚のような美しい指。

　その指で奴隷兵達を監督するナナを指した。

「ナナ・カノー。一敗の戦姫せんき。彼女には桁違いの風格、いえ貫禄が出てきたわね。ただ立っているだけでも他とは明らかに存在感が違うもの。あれはもう……覇王級ね」

「当然だ」

　何を今更、と思った。

　おれの女の中でも、ナナは頭二つくらい抜きん出ているいい女だ。

　強いし、綺麗きれいだし、格好いいし。

　オルティアはニキとネオラに一軍を任せる君主がいるかもしれないと言ったが、ナナだったらおれだって、世界征服を考えた時に総大将にするだろうな。

　プライベートだと生活能力がないとか、細かい弱点もあるみたいだけど、それがまったくマイナスにならないくらいいい女だ。

　正直なところ。

「もう一回敵同士になってみたいな。本気で」

　ナナとはもうそんな関係にはならないだろうけど、そうなったら絶対に楽しいだろうな、と思う。

　ああ、楽しそうだ。絶対に楽しいよな、ナナと敵同士になって全力で戦えたら。

「そして、彼女の一番恐ろしいところは」

「うん？」

「あなたにそんな顔で、そんな言葉を言わせるところだわ」

「そんな顔ってどんな顔だ？」

　べたべたと自分の顔を触ってみた。

「初めてオモチャを手に入れた子供のような顔よ」

「例えがよく分からん」

　わからんが、オルティアのような女なら、その例えにもちゃんと意味があるはず。

　その意味を何となく考えながら、訓練を眺めた。

　眺めつつ、オルティアをここまで引っ張り出した本題を切りだした。

「……ソロン教のことを教えてくれ」

「それが今日の本題なのね？」

　こっちを向くオルティア。フードを頭から被かぶっているせいで、表情がよく分からない。

「そうだ」

「何故なぜメリッサに聞かないの？」

「まずは外からだ。外部の人間だとお前が一番詳しそうだからな」

　誰からも大賢者オルティアって呼ばれているくらいだからな。

「そうかもしれないわね。それで、ソロン教の何が知りたいの？」

「そいつらのボスのことだ」

「人間の？　それとも神の？」

「いるのか？　神が」

「そういう者が存在するわ。本当の神なのかは見解次第によるでしょうけど」

　オルティアの話をまとめるとこうだ。

　ソロン教はソロンという、世界でたった一人の神を信仰する宗教だ。

　ソロンは空想上の存在ではなく、年に一度「降臨の日」に現れて様々な奇跡を起こしていく、慈しみの化身にして絶対神。

　実際に神の奇跡で救われた信者は数知れず。

　他の宗教と違って「神が降臨して奇跡を起こす」現象がはっきり確認されているから、信徒の数と勢力が他とは段違いで、世界で一番巨大な宗教──らしい。

「本物の神なのかどうかは見解によるって言ったな？」

「ええ」

「だったらお前は？　お前はどう思うんだ？」

「不老不死級の魔法使い、あるいは奇術師の手法に長たけた魔族、と思っているわ」

「そうか」

「……後者なのね？」

「むっ」

「あら、当たったわ」

　ちょっとだけびっくりした様子でオルティアが言う。やられたな。

　さらっとカマをかけられるとは思ってなかった。つい顔に出てしまったみたいだ。

　まあいい。オルティアに知られて別に困ることもない。

　それよりも、顔という言葉で思い出した。

「なあオルティア、なんでフードを被ってるんだ？　今若返ってるんだろ」

　そう言って彼女の手を取った。

　さっきナナのことを指差した時とまったく変わらない、艶と張りがある美しい手。

　絶世の美女の手そのものだ。

「人前だからよ。この方が大賢者らしいでしょ」

「で、本当の理由は？」

　つかんだオルティアの手がびくっと震えた。

「……やっぱりな」

「カマをかけたのね」

「やり返しただけだ」

「憎らしい男だわ」

「で？」

「見られたくないのよ。大賢者オルティアの顔」

「ん？」

　やっとただのオルティアになれたのに、と小さく続けてつぶやく。

　蚊の鳴くような声。残念だが耳がいいから全部聞きとれた。

「オルティア」

　彼女の手をつかんで、引き寄せて、膝ひざの上に乗せた。

　そのままフードをめくって、絶世の美女の顔をさらす。

「話はしまいだ」

「……そうね」

　ただのオルティアになった彼女は、そのままの顔でおれに身体ごと預けて体重をかけてきた。

　オルティアを抱き留めて、頰と唇を撫なでてやりながら、奴隷兵の訓練を眺める。

　のんびりした、いい時間だった。

　しばらくして、屋敷の方からミウがパタパタ駆け寄ってきた。

　珍しく落ち着きのない、焦っている顔。

「ご主人様！」

「どうした」

「し、使者さまがいらっしゃいました」

「使者？」

「アイギナの……えっと総理王大臣様、からの使者です」
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　おれは眉まゆをひそめた。

　アイギナの総理王大臣って……キモンは死んだはずじゃ？

「用件は聞いてるか？」

「私はメイドですから詳しいことは──ご褒美と、ご命令があるとしか」

　まるでいい知らせと悪い知らせがある、みたいな話だな。

　行かなきゃならんか、と、おれは立ち上がって、屋敷の方に向かって歩き出したのだった。
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　屋敷には応接間が二つある。

　ミウが来る客によって、案内する部屋を変える。

　基準は割とはっきりしている。

　ミウが警戒するような相手かどうかだ。

　更に言えば、おれの敵かそれともそうじゃないか。それを基準に案内する部屋を変えている。

　そしてそれはよく当たる。何か判断基準があるのか、それとも獣人特有の第六感（そういうのがあるのか分からないけど……ありそうな気がする）からか。１００％に近い確率でよく当たる。

　今回は──警戒だ。

　警戒用の応接間に入ると、護衛二人に守られた男が立っていた。

　手を後ろに組んで窓の外を眺めていたが、おれが部屋に入るとゆっくりこっちを向いた。

　顔は笑っているが、その目は完全に相手を見下すものだった。

「貴公がユウキ男爵だんしゃくであるか」

「ああ」

「アイギナ王国国王、イオン・ヘラクレス・アイギナ陛下の勅命である。謹んで拝聴せよ」

　前に聞いたことのある名前だ。ヘレネーを含む五カ国の使者がまとめて来た時に聞いた名前。

　国王、つまりキモンの父親の名前だな。

　男は一通りそう告げた後、手のひらを上向きにして横に出した。

　護衛の一人が巻物を取り出して、厳粛な様子でそこに置いた。ものすごく丁寧に、壊れ物でも扱うかのような手つきだ。

　男は巻物を開くと、内容を奇妙なイントネーションで読みあげた。

　意味は……わからん。

　やたらややっこしい言葉で、内容があるように思えない。

　天と地がどうのこうので、悠久ゆうきゅうなるなんとかかんとかと言っている。

（この手のものの定型文だ）

　手紙で使う時候の挨拶あいさつみたいなものか。じゃあ完全に聞き流していいな。

　それは一分近くも続いた。

「カケル・ユウキを子爵に任命する。謹んで受けられよ」

　にも拘わらず、最終的に明らかになった用件はものすごくシンプルで、拍子抜けした。

「……はあ」

「どうした、不服か？」

「……いや」

　別にそんなことはない。それは噓じゃない。

　だって本当にどうでもいいから。男爵から子爵に上げるなんてどうでもいいにもほどがある。

　おれが反応したのは、長々と口上を並べた結果がそれだけか、って突っ込みたかったからだ。

　まあ、それを言ったところで意味はない。

「ありがたくもらっとく」

　男の眉まゆがピクピク痙攣けいれんした。顔は笑ってるけど、目は笑ってない。

　おれの態度の何かに反応して、内心怒ってる感じだ。

　それもまあ、どうでもいい。

　男は顔を引きつらせながら、更に言った。

「もう一つ。アイギナ王国第一王女、厩番うまやばん長、セレーネ・ミ・アイギナ殿下のお言葉である」

「うまやばんちょう？」

　ばんちょうって何だ？　ハマの番長みたいなものか？

「『顔が見たい、すぐに来なさい』。原文通りお伝えせよとのこと」

「はあ……」

　なんじゃそりゃ。

「何をしている。殿下の命である。すぐに旅立ちの準備をされよ」

「はぁ？　今すぐにか？」

　本当に「すぐ」だとは思ってなくて、ちょっとだけびっくりした。
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　子爵については心底どうでもいいけど、アイギナの王女のことは気になる。

　そんな彼女に会いに行くため、まずは名目上アイギナ領のマロネイに飛んだ。

　デルフィナ商会、デルフィナの部屋。

　飛んで来たそこにデルフィナはいなかった。

　部屋から廊下に出る。

「きゃ」

　悲鳴が上がって、誰かとぶつかった。

「お前は……」

　デルフィナの部下のメガネ美人だ。名前は……なんだっけな。

　思い出せないな。

「デルフィナ様は現在取り込み中です」

「取り込み中？」

「はい。アイギナから使いの者が来て、そのお相手を」

「へえ？　アイギナか。キモンの件かな」

「そこまでは伺っておりません」

「そうか」

　メガネの女は丁寧に頭を下げてから立ち去った。

　アイギナの使いか。

　なんの話をしているのか知りたいな。

　耳を澄ましてみた。建物の中にいるであろうデルフィナの声を拾った。

　見つかった。ついでに会話しているだろう相手の声も拾ってみた……見つかった。

　多くの声の中からそれだけを聞くように意識しつつ、廊下の壁に背中をもたせかけた。

『アイギナ王国第一王女、准武尉、セレーネ・ミ・アイギナ殿下のお言葉である』

　じゅんぶい？

　さっきは「うまやばんちょう」ってやつじゃなかったっけ。

（むぅ……）

「どうしたエレノア」

（いや、奇妙だなと思ってな）

「何がだ」

（我われの記憶が正しければ、アイギナの官吏かんり制度は上から十七等級あってな。厩番長は十六等級、准武尉は十五等級。どっちも下級官吏の名称だ。だからそれが王女の肩書につくのはありえない話なのだ）

「肩書の名乗り方は『総理王大臣』の時と同じなんだよな」

（そこはそうだな。名称は多少違うが、王族が宰相になることはままあることだからな）

「ってことは彼女の例は、会社の社長が、社長なのに格下の主任も名乗ってるようなもんか」

（その例えはよく分からんが……おそらくそれで大体間違いない）

　なるほど。それは確かに奇妙だ。

「おれの時は厩番長十七等級、今は准武尉十六等級か。出世しているな」

（一国の王女が下級官吏から出世ごっこか？　ありえん）

　エレノアは鼻で笑った。確かにありえないな。

　だが、ありえない話を気にしていてもしょうがない。おれは再び意識して、デルフィナ達の会話を拾った。

『ユウキ様の情報を？』

『うむ、包み隠さず全て話せと殿下は仰せだ』

『お前がユウキ子爵と深く関わっているのは知っている』

『ユウキ様には随分と儲もうけさせてもらってますわ』

『韜晦とうかいはいらぬ。お前と子爵がどのような関係であったとしても、この際不問にするとの仰せだ。情報さえ渡せばな』

『お言葉ですが、当方は商人でございます。商人から情報を引き出すのに、対価の一つもなしというのはいかがなものでしょう』

『何が欲しい』

『キモン殿下との密約。それをそのまま』

『この街の賃借権か。よかろう』

『即答されるのですね？』

『それさえ読んでいただろう。女狐めぎつねが』

『守銭奴しゅせんどとお呼びくださいな』

　皮肉だったら完全にデルフィナの方が一枚上手うわてだな。

　しかし、おれの情報か。

　すぐに会いに来いって言ったり、情報をデルフィナから仕入れたり。

　大分意識されているな。用心した方がいいかもしれん。

（単に惚ほれられただけかもしれんぞ）

　エレノアの変な茶化しは無視する。

『では、話してもらおうか』

『そうですわね。一言でいえば最高の殿方ですわ』

『ふむ？』

『空前絶後、前代未聞。最強にして至高の殿方。人類史上もっとも神に近い、完全無欠の方』

「……」

　なんというか、むむむ。

（大分惚れられているな）

「……」

　こっちの茶化しはスルーするのが大変だった。
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　アイギナの人間が帰った後、デルフィナがいる部屋に入った。

　部屋に入った瞬間、違和感で立ち止まった。

「どうかなさいまして？」

「この部屋なんかおかしくないか？　妙な違和感があるんだ」

「それは」

　デルフィナは婉然えんぜんと微笑ほほえんだ。

「わたくしが下になるように作られた部屋だからですわ」

「下に？」

「間取り、調度品、装飾、配置。建築的に、そして呪術的にわたくしを下に見せるように設計された部屋なのですわ。そうする必要のある相手に応対するための部屋ですの」

「そんな部屋があるのか」

「徹底的に持ち上げて相手が気をよくされれば、商談も上手うまくいきましょう？」

「へえ。色々やってるんだな。だが……」

　デルフィナをじっと見つめた。

　部屋には違和感があるが、そのせいでデルフィナが普段と違って見えるかと言われれば、そうでもない。

　普段通りだ。

「残念。カケル様には効果がありませんの」

「そうなのか？」

「そもそも、カケル様相手でしたら、少しでもわたくしを大きく見せるようにする部屋を使いますわ」

「手の込んだことをするんだな」

「えぇ。この部屋だけでカケル様のお屋敷十個分のお金が掛かっていますから」

「高ぇ！」

　さすが国に匹敵する財力を持つ豪商。やることが普通と違いすぎる。こんな部屋一つに屋敷十個分の金を掛けるとはな。

　そんなデルフィナの向かいに座った。

「マロネイはどんな感じだ？」

「あれ以来発症する者はなく、ほぼ普段通りに戻りましたわ。状況からして、やはりキモン殿下が元凶だったようですわね」

「そうか、よかったな」

「今となってはこんな街などもうどうでもいいのですけれど」

「ふむ？」

　どういう意味なんだそれは。

「それよりも、アイギナ王国でいくつか面白おもしろい動きがございますわ」

「どんなのだ？」

「まず、キモン殿下が体調不良だと発表されましたわ。同時に総理王大臣の返上についても」

「体調不良だと？　あいつは死んだぞ」

「あくまで表向きの発表ですわ。ほとぼりが冷めるのを待ってから、病で身罷みまかったと発表するつもりなのでしょう」

「へえ、なるほどな」

「その中で更に面白い動きを見せているのが、先ほど来た者の主。第一王女、セレーネ・ミ・アイギナ」

「丁度それを聞きたかったんだ。そいつ、変な役職に就いてなかったか？　しかも昇進？　してないか」

「子爵様のところに訪れた使者は？」

　おれの爵位しゃくいの件でこっちにも来たと読んだデルフィナ。

「厩番うまやばん長だった」

「少し前は厩番でしたの。そして今日は准武尉」

「厩番……厩番長の下か」

「ええ、一つ下ですわね」

「本当に一番下から昇進しようとしてるのか？　何のために？」

「それにつきましては、おそらく最終的に総理王大臣になることを狙ねらっているのでしょう。いくら王女とはいえ、国王以外に、無官から一気に最上位の役職に任命することはできません。一方で、少しずつ昇進させることは王女でも可能。つまり──」

「ああ、制度の抜け穴を突いたってことか」

「さすがカケル様、その通りですわ」

　そうだったのか。

「ですが、おそらくそれも難しいでしょう」

「どうしてだ？」

「本人の浅知恵か──」

　浅知恵だって言いきったよデルフィナ。

「──進言した人間がよほど愚かなのかは知りませんが、アイギナ王国で一定以上昇進するには、戦功を立てる必要があります」

「戦功……戦いの功績ってことか」

「ええ、ですので、いずれ行き詰まりましょう」

「そういうものか」

　面白いことやってるなあって思ったけど、今の話が本当なら肩すかしだ。

　ちょっとがっかりした。

「ですので──」

　デルフィナが続きを言いかけたところで、ドアがノックされて女が部屋に入ってきた。

　見慣れた顔。デルフィナの部下のメガネ女だ。

「デルフィナ様、アイギナ王国から連絡です」

「連絡？」

「マロネイ近郊に本拠を置くと思われる盗賊団、『赤いクチバシ団』の討伐をする為に兵を出すから、一切いっさいの邪魔をするな、とのことです」

「了解したと返事をしなさい」

「はい。それと……一つ気になる点が」

「何？」

「討伐軍を率いるのは飛鷹ひよう将軍イシゴニスですが……その、従軍に……」

「誰かいたのかしら？」

「……セレーネか」

　おれが言うと、デルフィナがハッとした。メガネの女が静かにうなずいた。

「第一王女、武尉、セレーネ・ミ・アイギナ殿下が同行するとの情報が」

「また昇進してるみたいだ。出世街道まっしぐらだな」

　なんだかちょっと面白かった。王女のくせに「出世」しているセレーネのことが面白かった。

　報告が終わるとメガネの女が出ていって、おれとデルフィナの二人きりに戻った。

「戦功を立てる必要があることを知ってるみたいだぞ」

「そのようですわね。しかし、盗賊討伐程度では到底足りませんわ。大きな戦いか、それに準ずる功績が必要ですの。例えばですけど、カケル様と戦闘してキモン殿下を助け出す、とか」

「……へえ。そんなのでいいのか」

「カケル様、何を企たくらんでますの？」

「どうして分かった」

「そんな悪い顔をされれば嫌でも分かりますわ。何をなさるおつもりなんですの？」

　おれはにやりと笑って、立ち上がった。

「面白そうだから、出世の手伝いをしてくる」

　そう言ってすぐに、ワープの羽根で飛んだ。
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　その場に残されたデルフィナは微苦笑を浮かべて。

「次の総理王大臣に取り入る準備をしなければなりませんわね」

　誰にも聞かれることなくつぶやいた。







[image: ]




　レイウースの屋敷に戻ると、まずはミウを探した。

　耳を澄ませて、ミウの立てる音をキャッチする。

「こっちか」

　屋敷の中に一つだけある物音がする方に向かっていく。

　やってきたのは応接間。部屋の中にミウはおらず、代わりにひかりとヘレネーがいた。

　ひかりはヘレネーの膝ひざの上に乗って、二人で楽しそうにお喋しゃべりをしていた。

「あっ、おとーさんだ」

「お邪魔しています、カケル様」

「来てたのか」

「はい。ちょうどレイウースに用がありましたので、立ち寄らせていただきました」

「そうか……ミウはいないのか？」

　耳を澄ませつつ、ヘレネーに聞く。

　屋敷の中では他に物音がしなかった。

「ミウお姉ちゃんはお買い物だよー」

「そうか。イオが来てたかどうか聞きたかったんだが」

「イオさんでしたら、数日は来られないかと」

「ん？」

　どういうことだ？　という目でヘレネーを見る。

「わたくしの依頼で、とある場所に向かって頂きました」

「ヘレネーの依頼？」

「はい。実力があって、信頼できる方が必要でしたので」

「なるほど。それでレイウースに来て、イオに頼んだってわけか」

　静かに頷うなずくヘレネー。

「でもそうか。ヘレネーに先を越されたか。それは何日もかかる依頼なんだよな」

「はい。カケル様もイオさんにご用事が？」

「あぁ。冒険者の振りをしてあるところに潜入したくてな。本職についてきてもらった方がそれっぽいかと思ったんだ」

「でしたら、イオさんを呼び戻しましょうか？」

「いやいい」

　せっかくのヘレネーの依頼だ。

　メルクーリ王女直々の依頼。それをちゃんとこなせれば、冒険者としても箔はくがつくだろう。

　呼び戻すよりも、今はそっちに専念させた方がいい。

「こっちはどうにでもなるからな」

「どこかに潜入されるんですか？」

「ああ」

　少し考えて、ヘレネーに詳しく話してやることにした。

　アイギナの王女が変なことを始めていて、それが面白おもしろそうだと思ったことを話した。

「そういうわけで、せっかくだから成り上がりの手伝いをしようと思ってな」

「ふふ。カケル様らしいお考えですわね」

「そうか？」

「はい」

　ヘレネーは頷き、穏やかに微笑ほほえんだ。

　この世界に来た直後に会った時からほとんど変わらない、綺麗きれいで、気品のある微笑み。

　いい女だ。最初からいい女で……完成しているいい女だと感じた。

　そんないい女をちょっと困らせてみたくなった。

「一緒に来るか？　ヘレネー」

「え？」

「一緒にアイギナ王女の成り上がりに協力してやろうぜ」

　あぜんとした表情で目を見開くヘレネー。

　もともとイオを連れて行こうとした。アイギナの人間じゃないけど、イオは冒険者だ。

　こういう話に絡んでも何もおかしくはない。

　ヘレネーは違う。彼女はメルクーリの王女、「テレシアの双花」と呼ばれる軍事の要だ。

　そんな彼女がアイギナの内政に干渉するのは、本来ありえないこと。

　その証拠に、ヘレネーはまったく予想もしてなかったって顔をしている。

　その顔には愛嬌あいきょうがあって、普段のヘレネーよりも数段可愛く見えた。

　この顔を見られただけでいじった甲斐かいがある。

　その上。

「ご一緒します」

　まるで子供のように、わくわくした悪戯いたずらっぽい顔で頷いたヘレネー。

　初めて見る彼女の無邪気な顔に、ますます話を振った甲斐があったとおれは思ったのだった。
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　アイギナ王国正規軍。

　千騎・飛鷹ひよう将軍イシゴニス率いる総勢五千の兵が、とある砦とりでを攻めていた。

　その砦は少し前から山賊の集団に占拠されていた。

　山賊の名前は「赤いクチバシ団」。

　さほど悪さをするでもなく、百人程度という小勢であることから放置されていた集団だったが、今回そこにアイギナ正規軍の五千名が押しかけた。

　五千人に守られたテントの中で、それを率いるイシゴニスがつぶやいた。

「この兵力差でここを攻めることになるとはな」

「何か言った？」

　イシゴニスのつぶやきに反応したのはこの場にふさわしくない妙齢の少女。

　アイギナ王女、セレーネ・ミ・アイギナ。

　彼女は武尉として従軍していた。

　……名目上は。

　こんなことをさせられる羽目になった原因のわがまま王女に、イシゴニスが極力感情を抑えた口調で答える。

「いえ、そろそろ斥候せっこうが戻ってくる頃ころか、と」

「ふうーん」

　全く興味なさげなセレーネ。

　しばらくして、イシゴニスの言い訳通り、斥候が報告のために戻ってきた。

　潜伏していたためにあっちこっち身体が汚れている男を、セレーネは眉まゆをひそめて見ないようにした。もちろんイシゴニスは普通に接する。

「どうだった」

「はっ。状況を確認してきました。敵の数は約二百、全員が砦の中に立て籠もっています」

「事前情報より増えたか。まあそれでも二百だが」

「バシリオス」

　イシゴニスが大声で呼んだ。外から一人の青年が駆け込んできた。

「はっ」

「全軍に総攻撃を開始させろ」

「全軍にですか？」

　若い兵士は「本気ですか」という目をした。

　イシゴニスはちらっと（相手には分からないように）セレーネを見て。

「勝利だ、とにかく必ず勝利するのだ」

　そう告げるとバシリオスが苦笑いした。

　将軍様も大変ですね、という表情をした後。

「わかりました。全軍を進撃させます」

　と言って出ていった。

「イシゴニス」

「はい」

「それで、あたしはここで何をすればいいの？」

「殿下はここにいらして頂けるだけでよろしいかと。わたくしもここにいます。指揮官たるもの、勝っている時はでーんと構えて。負ける時はさっさと逃げるものです」

「逃げるの？」

「ええ。総指揮官は捕まっても殺されても大事おおごとです。ですからその恐れがある場合には、全ての権限を譲渡して、さっさと逃げるのも仕事なのです」

「ふーん」

　セレーネはまたいかにも興味なさそうに返した。

　今の話にもおそらく関心なんてないんだろうな、とイシゴニスは思った。

　それでも構わない。どうせ王族の出世ごっこだ。

　大軍を出したのも、ごっこに付き合うことで兵を死なせたくないという思いから来るもの。

　結果、五千対百──二百になったが、この兵力差ならほとんど犠牲を出さずに済むだろう。

　遠距離射撃に徹すれば無傷での勝利もありえない話ではない。

（こんなことはさっさと終わらせたいものだ）

　そう思い、勝利の報告を待っていたイシゴニスだったが。

　あいにく勝利の報告はいつまで経たっても来なかった。

　戦闘の音が続いている──戦いが続いている。

　イシゴニスの予想を遥はるかに上回って長時間の戦いが続く。

　一体どうしたんだ？　と、訝いぶかしみ始めたその時。

「報告です!!」

　バシリオスが慌あわてて、転がるようにテントに駆け込んできた。

「どうした」

「第一陣の五百人隊、壊滅！」

「なんだと!?」

「何？　何が起きたの？」

　セレーネを無視して、バシリオスに尋ねる。

「どういうことだ。壊滅だと!?　何があった？　何をされた!?　魔法か？　罠わなか？」

「いえ、それが、真っ向からぶつかったにも拘わらず……壊滅させられました」

「真っ向から……？　まさか！」

　イシゴニスが血相を変えて聞く。

「あ、相手は？　……男か？　に、二刀流の男か？」

「わかりません！」

「それを探れ！　もし二刀流の男ならすぐ全軍撤退だ！　現場の判断で構わん。これは確認を必要としない最優先命令だ！」

「え？　し、しかし相手はたったの二百──」

「この状況で二刀流の男と聞いて想像もできないのか！」

　怒鳴るイシゴニス。

　さっきまでの余裕はもうなかった。

　そんなイシゴニスの形相に、青年バシリオスも顔が強こわばった。

「──魔剣使い!?」

「そうだ」

「わかりました！」

　バシリオスがテントから飛び出していく。

　しばらくして、バシリオスは再び報告に戻ってきた。

「将軍！　二刀流の男ではありませんでした。賊のリーダーは〝長い髪の女〟とのこと」

「そ、そうか……」

　見るからにホッとするイシゴニス。

　魔剣使いの男ではなかった。女というからには、魔剣使いの変装でもないのだろう。

　ようやく彼は胸を撫なで下ろした。

「一体どういうことなのよ！」

　さっきから無視される形になってわめき続けているセレーネ。

　敵が魔剣使いではないと知って、イシゴニスにもわがまま王女に対応する余裕ができた。

「申し訳ありませんでした殿下。最悪の事態かもしれませんでしたので」

「最悪の事態？　何があったのよ」

「相手が魔剣使いかもしれなかったのです。つまり我が国の子爵ししゃく閣下でもあらせられます、カケル・ユウキ様が、敵として我々の前に現れたのかと」

「子爵？　なんでそいつが。ってかそいつがいたらどうなるのよ」

「全滅します」

　イシゴニスがシンプルに言い放った。

　それを聞いて、きょとんとするセレーネ。

「は？　何を馬鹿ばかなこと言ってるのよ。こっちには五千人いるのよ？」

「一万でも足りません」

　イシゴニスが更にきっぱり言い放った。

「ご存じの通り、相手はレッドドラゴンを単身で討ち滅ぼすほどの力の持ち主。戦術を容赦なく踏みにじる戦略的な存在──」

「は？　レッドドラゴン？　何それ!?」

　そう話すセレーネを、イシゴニスは一瞬だけ蔑さげすんだ目で見た。一瞬でそれを引っ込めたのは、もう慣れたからだった。

（オリビア事件どころか、レッドドラゴンそのものさえ知らないのか）

　心の中で密ひそかにため息をつきつつ、表情と態度を取り繕つくろって言った。

「とにかく危険な相手ということです。しかし、そうでないのならなんの心配もいりません」

「ふーん。でも所詮しょせん子爵よね？」

「……左様でございます」

　呆あきれるイシゴニス。これ以上何を言っても仕方ないと思い、何も言わないことにした。

　しばらくして、またバシリオスがやってきた。

「報告。必死の抵抗に遭あっていますが、こちらがじわじわと押しております。もうしばらくで砦に突入、賊を殲滅せんめつできるかと」

「そうか。ふむ、そうなると五百を殺したその女が惜しいな。そのまま死なせるには惜しい」

「同感です」

「そして、可能ならこれ以上の損害は出したくないな。何かないか」

「お人が悪い。将軍様ご自身が既に一番いい方法を思いついていらっしゃるでしょうに」

「いや。色々な意見が聞きたいのだ。経験上、十人の部下に聞けば二回に一回は私よりもいい意見が出てくることを知っているのでな」

「十人いてようやく将軍様と互角ですか」

　バシリオスは苦笑いした。

「それでしたら、雑兵をいたずらに投入するよりも、名誉と地位をエサに、腕に自信のある人間を少数投入すべきかと。同時に降伏勧告もしてみましょう」

「ほう」

「そうすれば人材発掘にもなります。今回は特に新兵も連れてきていますので」

「そうだな、そうしてみようか」

「よろしいのですか？」

「私もほぼ同じ考え方をしていたところだ」

「光栄です」

　イシゴニスはセレーネに振り向いた。

「よろしいですな、殿下」

「何が？」

「……今の話です。出世をエサに相手を崩す志願者を募るという話なのですが」

「出世できるの？　じゃああたしが行く」

「お待ちください！」

　慌てて止めるイシゴニス。

　まさかそうくるとは思っていなかったという表情で、イシゴニスは思わず大声を出した。

「殿下がお出になられるほどのことではありません」

「でも出世できるんでしょ、あたしはそのために来てるのよ」

　そういえばそうだった、とイシゴニスは苦い顔をした。

　さてどうやって宥なだめるかと思っていると、バシリオスが代わりに口を開いた。

「僭越せんえつながら申し上げます。戦功の中には、起用や推挙で戦功を立てる手段もございます」

「起用？　推挙？　何それ」

「簡単に申し上げますと、有能な人間を見いだして推薦した者に与える功績、戦功です。指揮官、文官においては、むしろそちらの方が出世に対して重要です」

「へえ」

　そう言ったバシリオスと目が合った。イシゴニスは破顔した。

（うまいな）

　そう思い、その路線で話を進めることにした。

「推挙したものが立てた戦功は、ほとんど推挙した方のものになります。複数人を推挙して、それらが全員戦功を立てれば、一人で複数人分の戦功を得ることもできます」

「何それ。いいじゃん！」

「ですので、私どもが何人か候補を連れてきます。殿下は、その中からお眼鏡めがねに適った人を選んでいただければ」

「そっか、そうね。わかったわ」

　イシゴニスはセレーネに頭を下げると、バシリオスを連れてテントから出た。

「助かった。礼を言う」

「いえ。なんとかフォローできて私もホッとしています」

「しかし、殿下のお守もりは想像以上に大変だ」

「聞かなかったことにいたします」

「念の為に確認する。本当に魔剣使いではなかったのか」

「はい。それらしき男の姿はありませんでした、それにわずかですがこちらが押しているのも事実です」

「そうか。もし本当に魔剣使いがいたら、押せるはずがないものな」

「それほどの者なのですか、魔剣使いというのは」

「生涯敵としてまみえたくない相手だよ。あれは……トラウマになる」

「……二度とまみえることのないように祈ります」

　苦い顔のイシゴニス。ごくりと固唾かたずを呑のむバシリオス。

　二人は知らない。

　彼らが敵にしたくないと言った魔剣使いは──。

　今、まさに。

　彼らの真横にいるということを！
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　深夜。『赤いクチバシ団』が占拠している砦とりでから少し離れたところ。

　おれはヘレネーとナナと二人でその砦を眺めていた。

「あそこを落とせばいいのか？　ヘレネー」

「はい。可能であれば今夜中に。明日の朝には何事もなかったかのように中身が彼らから私達にそっくり入れ替わっているのがベストです」

「ということらしいが、ナナ？」

「お任せを。それで、占拠した後は如何いかがすれば」

　相変わらずの武人口調で、ナナはおれを見つめて聞いてきた。

　落とすのはたやすいが、その先は？　って意味だ。

「そのまま立て籠もって、盗賊団として振る舞ってください。数日のうちにアイギナ軍が討伐に来るはずです。その時にまた指示を出しますが、戦うことになると思っていてください」

「承知した」

　ナナは頷うなずき、ちょっと離れたところに待たせていた奴隷兵を率いて出発した。

　おれとヘレネーは二人でそれを見送った。

　一糸乱れぬ隊列で夜の闇に消えていくナナと奴隷部隊。

　しばらくして、ヘレネーが感嘆した。

「すごいですわ……。ほとんど足音が聞こえない。発たったところを見ていなければ、今そこにいるのも分からないほどです」

「どうやらそういう訓練もしたらしいぞ」

　前にナナからちらっと報告を受けたことがある。

　可能な限り物音を立てない進軍方法。それを彼女は奴隷兵に叩たたき込んだ。

　本気でそれをやった場合、おれでさえよほど集中して耳を澄まさければ察知できないくらい静かに進軍することができる。

　おれとヘレネーはその場に残ってしばらくナナ達を見守った。

　そうして、まるで忍者のように闇に溶けて進む奴隷部隊は、一時間も経たたないうちに盗賊団百人を殲滅せんめつして、砦を占拠したのだった。





☆






　アイギナ軍が砦を攻めるのを、おれとヘレネーは奴隷部隊が攻め込んだ時と同じ場所で見ていた。

　あの時とは違い、奇襲の夜襲じゃなくて、真っ昼間から力押しでの攻撃だ。

「誤算です……」

　つぶやくヘレネー。上品な美貌が珍しくゆがんで、下唇を嚙かんでいる。

「何がだ？」

「まさかあれほどの大軍を持ってくるとは……せいぜい千人程度だと予想していましたので」

「気にするな。その予想は正しい。あれは……ざっと数えて五千はいるな。百人程度の盗賊団相手にそこまでの兵力を動かしてくるなんて、誰にも予想はできん」

「はい……」

　おれの慰めはたいしてヘレネーに届かなかった。

　とはいっても、それは噓偽りない本当のことだ。

　彼女に言った通り、たった百人の盗賊団討伐に正規軍を五千人も動かしてくるなんて、誰が予想できるのか。

　最初の千人でもかなり多めに見積もったレベルだ。盗賊団百に正規軍千。オーバーキルもいいところだ。

　それでもヘレネーは落ち込んでいる。

　いつまでも落ち込まれても困るな……そう思って、強引に話を切り替えた。

「それより、この後はどうするんだ」

「……もともとナナさん達に抵抗してもらい、そのうちにカケル様がアイギナ軍に潜入。アイギナ軍が攻めあぐねているところにカケル様が名乗り出て、代わりに盗賊団を討伐、それをもって取り入る、という計画でした」

「マッチポンプ、いや微妙に違うのか」

　ヘレネーが頷く。

「本質では同じです。しかし相手が五千もいては……千なら、ナナさん達二百人でほどよく困らせることができたのですが」

「本質は同じと言ったか。ならその本質をとことんやってもらうことにしようか」

「え？」

「タニア」

　エレノアに触って、彼女に憑いているメイド幽霊を呼び出した。

　魔剣から飛び出す半透明の幽霊、タニア・チチアキス。

　呼び出された彼女は、愛嬌あいきょうのある表情でおれを見た。

「ナナのところに伝令だ。おれが行くまで持たせろ」

『はい。わかりました。行ってきます』

　そう言うと、タニアは砦に向かって飛んでいった。

「カケル様？」

「少数でアイギナ軍を困らせる相手を、正体を隠したおれが黙らせるのが肝なんだろ？」

「はい」

「だったら相手の数が多ければ多いほど、それが有効ってことになる」

「それはそうですけど……」

「ナナならやってくれる」

「やれるでしょうか」

「殲滅するまではキツいだろうが、アイギナも全滅よりは遥はるか手前で手を打とうとするだろ？」

「それはそうですわ」

「だったらそろそろ潜入するか」

「はい、行ってらっしゃいませ」

　そう言うと、ヘレネーは手を揃そろえてしずしずと一礼した。

　まるで貞淑な妻が主人を、あるいはメイドが主を送り出すかのような振る舞い。

　そんな振る舞いだが、彼女がすると他の誰にもない気品がある。

　おれの女の中でもヘレネーは一番気品があって、こういう振る舞い一つとって見てもとてつもなく絵になる。

　戦場のすぐ横だというのに、つい見とれそうになるくらいだ。

　いや、それよりも。

「行ってらっしゃいじゃなくて、お前も一緒に来るんだ」

「え？　ですが、わたくしが一緒では潜入にはなりませんよ？」

「……うーん」

　それもそうだ。

　ヘレネーほどの美女が、どこからどう見ても「ザ・姫様」な女が、屈強な兵士の中に紛れるのは到底不可能だ。

「たとえ変装したって身に纏まとうオーラでばれるもんな」

「カケル様こそオーラで露見する可能性があります。くれぐれも魔剣使いのカケル様だと悟られませんよう」

「……オーラを抑えて行けばいいのか」

　あごに手を当てて考えた。

　深く考えてなかったけど、確かに正体がバレないように工夫した方がいい。

　そうじゃなくても、最近は戦闘になるとほとんど無意識でオーラを出すようにしているから、それは抑えるとして。

　物理的には、エレノア達は異次元倉庫で待機してもらって、使う時だけ出すのがいいか。

　おれ自身の変装に関しては……。

「オーラ……オーラを抑える。……オーラで抑える」

「カケル様？」

「……ちょっと見ててくれ、ヘレネー」

　そう言ってヘレネーを待たせると、二振りの魔剣に手を掛けた。

（おとーさん、何をするの？）

「やってみたいことがある。協力してくれ」

　そう言って、思いついたことをそのまま心の中でエレノアとひかりに伝えた。

（このイメージは……なるほど、よくもまあこんなことを思いつく）

「できそうか？」

（貴様の素質次第だ）

「こっちに丸投げかよ」

（おとーさんならできるよ！）

　ひかりは言葉通り、できると信じて疑わない感じだ。

　おれは目を閉じて、頭の中でイメージを練り上げると、魔剣を通して力を引き出した。

　黒いオーラが魔剣から出て、薄い膜のようにおれの全身を包み込む。

「カケル様？　どこへ……これはいつもの瞬間移動？　いえ、羽根は出してませんでしたわ」

　目の前で突然消えたおれにヘレネーが驚き、きょろきょろしている。

　成功か、とおれは彼女の腰に手を回して抱き寄せた。

「きゃっ！　カケル様！　どこにいらっしゃったんですか」

　オーラが彼女も一緒に包んだ瞬間、ヘレネーにもおれのことが見えるようになった。

「ずっとここにいた」

「全く見えませんでしたわ。このオーラのおかげですか？」

「理解が早いな。その通りだ」

　おれとヘレネーを包むオーラ。初めて出すタイプのオーラ。

「どういうことなのでしょう？」

「どう説明したらいいかな。まぶし過ぎて逆に見えなくなる、ってのが一番近いか？」

　思いついてやってみたら、できた。

　それはいいけど、原理とかを詳しく説明するのは難しいな。

「これを被かぶっている限り、誰にもおれ達のことは見えない。理論上エレノアかひかりと同等の力がなければ見破ることはできないだろうな」

「では、完璧なのですね？」

　おれは頷く。

　エレノアだけでも完璧だっただろう。そこにひかりも加わっている。

　見破られる可能性が想像できん。

「即興でやってみたけど、意外と上手うまくいくもんだ」

　くじ引きの秘宝でオーラの技を生み出して以来、オーラの力で色々できることに気づいた。

　今回のもその応用だ。

「さすがカケル様。これほどのことをさらりとやってのけるなんて。あの頃ころとは本当に違う……」

　感慨深げにつぶやくヘレネー。

　彼女とはもう随分長い付き合いになる──この世界に来て最初に会った女だからだ。

　エレノアを手に入れる前から、ひかりが生まれる前からの付き合いだ。

　おれが魔剣を手に入れて、徐々に使いこなしていく過程も知っている。

　それがあるからこそのつぶやきか。

「お前もあの頃とだいぶ違うがな」

「そうでしょうか」

「あぁ。いい女になった」

「だとすれば、それは全部カケル様のおかげですわ」

「そうか。さて、それじゃ軽くデートでもしようか。アイギナ軍のど真ん中を」

　腰に手を回したまま、もう一度ヘレネーを抱き寄せる。

　これからやろうとすることとおれが話す言葉との落差に、ヘレネーは困ったように眉まゆをひそめたが、その後まんざらでもなさそうに、おれに身体を預けてきた。
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　アイギナ軍のど真ん中。大将がいるテントの中。

　カモフラージュ……迷彩のオーラを纏ったおれとヘレネーは、アイギナの姫と、その部下の将軍のやりとりを一番いい場所から一部始終見ていた。

　オーラのおかげで、おれ達はまるで透明人間のように全てのやりとりを見ることができた。

「ですので、私どもが何人か候補を連れてきます。殿下は、その中からお眼鏡めがねに適った人を選んでいただければ」

「そっか、そうね。わかったわ」

　姫が頷き、将軍とその部下がテントから出て行った。

「これは……なんと言いますか」

　ヘレネーが眉をしかめて、言葉を選んでいた。

「バカだな」

「カケル様……そんなはっきりと」

「だってそうだろ？　知識もなきゃ世間も知らない。しかも言いくるめられやすい」

「見た感じでは、一度自分の中で決めたことは変えないほど頑固のようですわね」

「シャーマンか巫女でも突っ込めば、そいつに言われるがままに国を動かしそうだな」

　困った表情のまま、おれの感想を肯定して頷くヘレネー。

「どうしましょうか？　正直これ以上セレーネ姫と関わるのはオススメしませんが──」

「何を言ってるんだ。ますます楽しくなってきたじゃないか」

「……そうですか、分かりました」
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　おれは兵士のふりをしてセレーネの前に出ていった。

　立候補したのはおれの他にも二人いて、二人とも出世のエサに釣られた、目がギンギンしている若者だった。

　面接のように、セレーネが一人ずつ名前を聞いていった。

「あなたは？」

「カケ……いや、ショウだ」

「ショウ？　変な名前。それよりその腕は何？　何か抱いてるの？」

　セレーネはおかしな姿勢で立つおれに言った。

　実は、おれはヘレネーを抱いたままだ。

　魔剣のオーラの適用範囲をヘレネーだけに絞って、彼女だけにカモフラージュを掛けた。

　だから他の人間にはおれのことは見えるが、おれが腰に抱いているヘレネーは見えない。

　結果、傍はたから見れば腕を変に回しているように見えてしまう。

「あぁ。勝利の女神を抱いてる」

「何それ？」

「おれはこのポーズのまま戦って、これまで戦場で負けたことがないんだ」

「はぁ？　何言ってるの？　バカじゃない」

　セレーネ姫は呆れたように鼻で笑った。

「殿下、バカとハサミは使いようかと」

　横に立っている将軍が耳打ちするようにフォローに入った。

「イシゴニス、千騎・飛鷹ひよう将軍。アイギナ軍の名の知れた猛者もさですわ」

　二人のこともヘレネーが教えてくれた。彼女は普通に喋しゃべっている。だが、オーラのおかげでおれにしか聞こえない。

（我われにも聞こえるぞ）

（ひかりもー）

　空気読めないエレノアの刀身にデコピンをかました。

　異次元倉庫に放り込もうとしたけど、魔剣にもオーラさえ被せれば他人から見えないようになると分かったから、二人とも普段通りにしている。

「そうね、口だけの男だったとしても、兵の一人を失うだけだもんね」

「左様でございます」

「じゃああんた達。相手の大将を倒してきたらものすごい褒美を与えるから、死ぬ気で頑張ってきなさい！」

「「はっ」」

「ああ」
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　おれと志願者の二人は、すぐさま最前線に到着した。

　既に話が通っているのか、兵が引いて、おれ達だけが前に出された。

　そして、あっという間におれの前に飛び出ていった志願者二人がナナに斬り殺された。

　二人とも腰から上下に真っ二つだ。

　なんだ、その程度かよ。

「やるか」

（二刀流だとばれるぞ）

　抜こうとするとエレノアが指摘してきた。

　ああ、確かイシゴニスがおれのことを「二刀流の男」って言ってたな。

　なら、今はこの二本を使わない方がいいな。左手ではヘレネーを抱いているし。

「二人とも待機な」

（ああ）

（うん！）

　適当にその辺で死んでいた兵士から拝借したロングソードを抜き放って軽く握った。

　そのままナナの前に立つ。

　ナナは一瞬だけきょとんとすると、しかしすぐに冷静になった。

　気付いたか。

　まあ、オーラでカモフラージュしてるけど、分かりやすいようにいつもの構えにしたからな。

　ナナはすぐ戻ったが、その後ろにいる奴隷兵……激戦の跡が見える奴隷兵がざわついている。

「騒ぐな！」

　ナナが一喝した。

「相手は一人、ただの敵だ」

　その一言で全員が黙って、おれを見つめ──いやにらみつけた。

　ただの敵として。

　ナナや奴隷兵と戦うのは一度や二度じゃない。

　訓練じゃない、本気で戦ったことも何回かある。

　今回も、その一つになるだけだ。

「はああああ！」

　ナナが一瞬で間合いを詰めてきて、斬撃を放った。

　ロングソードで迎え撃つ──が。

　振った瞬間、ロングソードがボロボロに朽ちてしまった。

　塵ちりに還る──そんな言葉が一番しっくりくる感じでぼろぼろ崩れた。

「カケル様！」

　ヘレネーが叫ぶ。とっさに地を蹴って飛び下がる。

「なんだ今のは」

（貴様の力に並の剣が耐えられなかったようだな、我かひかりを使え）

　エレノアに言われて、着地したとほぼ同時に彼女を抜き放つ。

　間髪入れず追撃してくるナナの斬撃を迎え撃つ。

　斬撃と斬撃。追加攻撃１００％同士の打ち合い。
















　衝撃波が地面をえぐるほどの大爆発を起こした。

　ナナが飛んで下がった。おれの背中のアイギナ兵が喝采かっさいした。

　ようやく相手を押し返せたことに対する称賛だ。

「総員、対魔獣用陣形！　あれは危険だ」

　ナナの号令に奴隷兵が一斉に動いた。

　見たことのない陣形。しかし一つだけ分かる。

「多対一……文字通り人外の魔獣と戦うための陣形ですわ」

　ヘレネーが感心した口調でつぶやいた通り、それは、二百一対一の為の陣形だった。

　そんなものまで用意してたのか。相変わらずナナは驚かせてくれる。

　アイギナ軍に潜り込むためのマッチポンプでしかなかったはずだが。

　──それと戦うのが、楽しくなってきた。
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　ナナと打ち合う。

　速さと強さと巧うまさを兼ね備えた必殺の斬撃。切っ先が通った後の空間が冷たくゆがむ。

　エレノアで真っ向から打ち合う。

　斬り結んだ瞬間、ナナが眉まゆをひそめた。

「この感触……エレノア？」

　ぼそりとつぶやく。

　おれにだけ聞こえるような──いや、おれに聞かせるためでもないんだろう。

　単に、疑問が強過ぎて声に出てしまっているだけ。

　何しろ今のエレノア、ひかり、ヘレネーはナナにすら見えないはずだ。

　彼女視点だと、おれが透明の何かを持って受け止めた、そんな風に見えるはずだ。

　だというのに、感触だけでそれがエレノアだと感じた。

　よく分かったな。

（我われともっとも斬り結んだ人間だからな。史上最多だろう）

（最多なの？）

　訝いぶかるひかり。

（我の斬り結んだ相手など、大抵一度か二度であの世行きだからな）

　自慢げでもなく、ごく普通のことのように言い放つエレノア。

　そう言われてみるとそうだな。

　おれがエレノアを使うようになってからも大体そんな感じだ。

　大抵はサクッと斬ってる。二太刀以上斬り結ぶ相手なんてほとんどいない。

　ただ、その中でもナナは──別格だ。

　ナナはサッと飛び下がった。

　ちらっとおれのもう片方の手を見た。

　ひかりはいるだろうか、って目だ。

　ひかりは抜いてない。その手はヘレネーを抱いてる。

　ま、わざわざ言ってやることもない。

　ナナなら勝手に察するだろ。

（……妬やけるな）

（やけるの？）

　焼けるって何がだ？

　エレノアのつぶやきに首を傾かしげていると、ナナが一気に飛びかかってきた。

　斬撃。打ち合ったそばから更に斬撃。矢継ぎ早に飛んでくる斬撃の連続。

　それと打ち合っていると、その背後から矢と魔法が大量に飛んできた。

　奴隷部隊の援護射撃だ。

「ふっ！」

　ナナを押し返して、エレノアで矢と魔法を打ち払う。

　間を置かずナナが更に詰めてくる。押し寄せる断空の連斬。

　そして更に矢と魔法──。

　少しずつ押されてきた。

　左腕にヘレネーを抱いたままナナと奴隷部隊を相手にするのはちときついな。

　腕の中のヘレネーは安心しきった表情をしている。

　安心しきった顔で、おれに身体を預けている。

「エレノアと……ヘレネー殿か」

　飛び下がったナナ。つぶやきがまた聞こえる。

　どうやらそこまで理解したみたいだ。

「総員、相手の左を狙ねらえ」

　ナナの命令で矢と魔法が左側に集中して飛んできた。

（くく、容赦のない）

（ナナおねーさんすごい！）

　感心する魔剣の母娘。おれの気持ちを完全に代弁していた。

　すごいなナナ。見抜いた上に、容赦なくその弱点を突いてくるとはな。

　それでいい。そうこなくちゃ。

「お前はそうじゃないとな！」

　ナナとの戦いはすごく楽しかった。

　楽し過ぎて、本来の目的を忘れてしまいそうなくらいだった。
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　ナナに打ち勝って、彼女と奴隷部隊をもう一度砦とりでの中に追いこんだ。

　背後からアイギナ軍が徐々に迫ってくる。話ができる余裕は一分あるかどうかってところか。

　まずはナナを褒ほめた。

「よくやった。また腕を上げたな」

「恐悦」

「これからどうする？」

　今度はヘレネーに聞いた。

　オーラで包んだままなので他人には見えないが、ナナは既に感知して、奴隷部隊もうすうす気づいていたようなので、騒ぎにはならなかった。

「本来でしたら一度彼女をアイギナ軍に差し出す必要がありましたが、カケル様の新しい力でそれも必要なくなりましたわ」

「うん？」

「盗賊達の死体はどちらに？」

「盗賊達の死体はどこだ？」

　ヘレネーの存在に気づいても声は聞こえないので、ヘレネーの言葉をそのままナナに伝えた。

「あちらにまとめてある」

「それを、どうするんだ」

　今度はヘレネーに尋ねる。

「カケル様のお力で、その死体が皆様に見えるようにオーラを被かぶせて頂ければ」

「ああ、偽の死体として差し出すってことだな」

「はい」

　頷うなずくヘレネー。

　確かにこの死体は本物の盗賊団、赤いクチバシ団のものだが、今までアイギナ軍と戦ったのはおれの奴隷部隊だ。

　少なくとも一時だけでも、見た目はこちらに合わせる必要がある。

「ナナ、全員集めろ」

「はっ。総員集合」

　号令によって集まってきた奴隷部隊。全員いることを確認して、ワープの羽根でレイウースの屋敷に連れ帰った。

「ご苦労だった。後はいつも通りにしていて構わん」

「はっ」

　軽くねぎらった。キスをしてやる。

　奴隷達一人ずつに、全員。

　それからまたワープで砦に戻ってきた。

「死体はあっちにあるって言ったな」

「はい」

　ナナが示した方角に向かっていった。

　そこには大量の盗賊の死体が捨て置かれていた。

　エレノアとひかりの力で、それにオーラを出して被せた。

　盗賊の死体の見た目が変わっていく。

「確認してみてくれ」

　そう言って一度ヘレネーを離した。

　エレノアのオーラから切り離された彼女の目は、普通の人間のものと同じになる。

「大丈夫ですわ。ちゃんとみんなの姿に見えます」

「そうか」

　再びヘレネーを抱き寄せる。

　偽装は済んだ。これでショウは戦功を立てたことになる。

　予定通りのマッチポンプが完了した。

　そこにタイミングを合わせたかのようにアイギナ軍がなだれ込んできた。

　先陣を切るのは──セレーネ王女。

　馬に乗った彼女がやってきて、下りて、おれの前に走ってきた。

「あなた！　あたしの部下になりなさい！」

「ああ……うん？」

　頷きかけて、首を傾げた。

　何かが微妙におかしい。

　なんだか分からないけど、微妙におかしい。

　何がおかしい？

（無能が妙にはしゃいで乗り気になっているのがおかしいのではないのか？）

　そういうことか？

　あぁ、そうだ。

　もともと一芝居打って、彼女に恩を売って取り入るのが目的だった。

　その目的を果たせたのはよかったが、それに加えて、彼女が強く「部下になれ！」と言ってきたことに違和感を覚えたんだ。

「イシゴニス！」

「はい」

　後ろから追いついてきた将軍の男が応えた。

「次の戦場は？」

「は？」

「次の戦場は？　戦う場所はどこ？」

「仰おっしゃっていることの意味が分からないのですが」

「察しが悪いわねドクズ！　彼がさっきのように綺麗きれいに戦える戦場はどこなのかと聞いてるの！」

　いきなり部下を罵倒するセレーネ。

　これってつまり……。

「予想以上気に入られたようですわ。さすがカケル様」

　──そういうこと、みたいだな。







[image: ]




　賊との戦闘が終わって、砦とりでから撤収していくアイギナ軍。

　セレーネは歩きでも馬でもなく、巨大な車に乗っていた。

　広さは八畳くらいの正方形で、屋根がついていて、ちょっとしたリビングみたいな感じだ。

　両横には巨大な車輪があって、飾りのついた十三頭の馬に引かれている。

　最初見た時は馬車？　神輿みこし？　キャンピングカー？

　そんなイメージを受けた車だ。

　ちなみに馬が十三頭というのは王族の証あかしらしい。

「アイギナには馬車一つとってもちゃんとした決まりがありますわ。国王はクシフォスになぞらえた十七頭の馬、王妃や皇太子は十五頭、王族は十三頭──というように使える、使うべき馬の数が決まっているんです」

　おれが十三頭という数に首を傾かしげていると、腕に抱いたままのヘレネーが説明してくれた。

　向かいにセレーネが座っているが、もちろん彼女には聞こえない。

　今のヘレネーは魔剣の光学迷彩に守られていて、おれ以外の誰にも見えないようになっている。

　しかし面白おもしろいな、そんなことまで決まっているのかアイギナでは。

　そんなふうに思っていると、セレーネが話しかけてきた。

「あなた、名前は？」

　さっき名乗ったはずだが。

（どうでもよかったのだろうな）

「ショウだ」

「ショウ……」

　セレーネはおれが名乗った仮名を口の中でつぶやくと、ニコニコしていた。

　瞳がキラキラ輝いていて、おれとおれの左腕のあたりを交互に見比べている。

　まるで少女マンガのヒロインみたいなキラキラ目だ。

　正直、ちょっと予想外の反応だった。

「ねえねえ、ショウは今でも勝利の女神を抱いてるの？」

　そこにいるのはヘレネーだが。

「ああ、いる。彼女を抱いている限りおれは無敵だ」

「すっごーい」

「か、カケル様……」

　おれを挟んで二人の姫が対照的な反応をした。

　セレーネはニコニコ顔、興奮しきった表情で。

　ヘレネーは盛大に赤面して、恥じらってうつむいた。

「ああもう、早くまたショウが戦う姿が見たいよー」

「そんなに見たいのか？」

「うん！　だってショウが戦う姿はあたしが見てきたどんなものよりも綺麗きれいだったもの！　どんな絵画よりも、どんな踊り子よりも、どんな景色や名勝よりも!!」

　興奮するセレーネ。目がもはや熱に浮かされている。

「本当にどんなものよりも、ショウが戦ってる姿の方が綺麗だった！」

　正直、その発想はなかった。

　自分の戦っている姿が綺麗だなんて、考えたこともなかった。

　もちろん、そんなことを言われたのも今回が初めてだ。今まで誰からも言われたことはない。

　セレーネ、だいぶ希少な美意識の持ち主っぽいな。

「だからちょっと待ってね。今アブラアムのところに早馬を飛ばしたから、すぐに次の戦場を用意してあげるからね」

「アブラアムって？」

「あたしのしもべよ」

「……アブラアム・パパドプーロス。アイギナ王国侯爵こうしゃく、職位は王師ですわ」

　腕の中でヘレネーが言う。

　王師？　って目でちらっと彼女を見る。

「王子や王女の家庭教師、特に人格面を教育する方に与える職位ですわ。学問はもとより、人格者に与えることがほとんどですの」

　なるほど。そういうのがあるのか。

　しかし……とおれはセレーネを見た。

　人格面を教育する専門の係がいるのに、姫がこんな性格になるのか。

　あんまり意味なさそうだなそれ。

「そうだ！　ショウ、あなたは何が欲しい？　何でもしてあげるし、何だって買ってあげるから言ってみてよ!!」

（くくく、まるで悪い男に貢ぐ世間知らずの娘だな）

　楽しそうに笑うエレノアの刀身にデコピンをした。

　綺麗な音がしたが、もちろんセレーネには聞こえない。

　彼女は相変わらずキラキラした目のまま、おれを見つめてくる。

「なんでもいいのか？」

「うん、なんでも」

「いや。特にない。戦場さえあればそれでいい」

「ホント？　本当にそれでいいの？」

「ああ」

　頷うなずくおれ。

「おれは、あなたを総理王大臣にするために来た。戦える戦場が多ければ多いほどいい」

「ショウ……ありがとう！」

　目をうるうるさせて感動するセレーネ。

　なんというか、本気でちょろいな。

　いや、もうちょろいとは別次元な気がする。

　なんというか、うん、ずれてる。

　だいぶずれてるな、とおれは思ったのだった。
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　アイギナ王国、首都レティム。

「凱旋がいせん」したセレーネの車は城下町を突っ切ると、一気に王宮に入った。

「へえ、綺麗な王宮だな。バビロンの空中庭園みたいな感じだ」

「ここが有名な『夏の宮殿』ですね」

「夏の宮殿？　なんだそれは」

　感動した様子でつぶやくヘレネーに聞き返す。

「レティムには二つの宮殿がありますの。一つは冬の宮殿と呼ばれていて、もう一つはここ、夏の宮殿と呼ばれています。夏の宮殿はもともと国王が寵姫ちょうきの歓心を買うために建てたものだと言われていますので、本来の王宮である冬の宮殿よりも遥はるかに華やかで美しいのです」

「なるほど」

　感心して宮殿を見回す。

　今まで見た建造物の中で一番華やかで、綺麗かもしれない。

　観光地気分であっちこっち見て回りたい気分だ。

「お戻りになられましたか、殿下」

　すると、宮殿の中から一人の男が出てきた。

　男は車から降りたばかりのセレーネに一礼した。

「アブラアム、次の戦場は見つかったの？」

　なるほど、こいつがアブラアムってヤツか。

　にしても……あの顔。

（何か起きたのか？）

　エレノアも気づいたみたいだ。

　アブラアムの顔はやけに切羽詰まっているように見えた。

「それどころではございません」

「何よ、それどころじゃないって」

　セレーネは見るからに不満そうな顔をした。

　さっきまで見せていた顔の方が予想外だったけど、こっちは逆に予想してたそのものの顔だ。

　思い通りにならないと拗すねる子供みたいな顔。

「テリオス公爵がお見えになられています」

「はあ？　何しに来たのよあのジジイ」

「三公摂政です」

「……は？」

「国政不安定のため、いにしえの制度、『三公摂政』を復活させよと」

「はあ？　何それ。帰らせて。あたしがもうすぐ総理王大臣になるんだから、じいさんの出る幕なんかないって言っといて」

「フン。小娘の遊戯に付き合ってたら国が滅ぶわ」

　セレーネが罵倒ばとうしていると、宮殿の中から老人が姿を見せた。

　ゆったりしたローブ、もじゃもじゃの白い髭ひげ。

　パッと見て、賢者かカミサマのような、そんな見た目の老人がセレーネを睨にらみながら出てきたのだった。
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「テリオス……」

　現れたじいさんを見て眉まゆをひそめるセレーネ。

　いかにも嫌そうな目と蔑さげすんだような口調。どう見ても良好な関係ではなさそうだ。

　このじいさん……何者なんだ？

「メリナ・ヴェ・テリオスです」

　おれに抱かれたままのヘレネーが答えた。

「アイギナ王国公爵こうしゃく、さかのぼれば建国時の功労者の家系ですわ。途中で世継ぎに恵まれず一度家が断絶しましたが、王家から養子を迎えて家を存続させた家系でもあります」

　なるほど。だいぶ偉いヤツみたいだな。というか、一応は王族ってことになるのか？

　江戸時代の大名にも似たような話があったような気がする。あれはどの藩だったかな……ちょっとすぐには思い出せない。

　誰だったか思い出そうとしていると、じいさんがセレーネの前にやってきた。

　身長の差で自然と彼女を見下ろす形になる。それに対してセレーネが怒った。

「無礼ですわよテリオス!!」

「これは失礼。しかしながら殿下、わがテリオス家はアイギナ王国のいかなる人間にも頭を下げる必要がないと、六代前の国王陛下よりお言葉を頂いております。そうですな、いわば天下御免の無礼者でございますれば」

「何よそれ！」

　セレーネは甲高かんだかい声でわめいた。

　テリオスの眉が一瞬ピクッと動いたが、すぐに満面の笑みでオーバーに上書きした。

「なんと、ご存じない？　いやはや、これは失礼しました、セレーネ姫」

　びっくりして見せた後にわざとらしく腰を折って頭を下げたテリオス。芝居がかった仕草しぐさだ。

　そして次に顔を上げた瞬間、テリオスの表情は、彼女をどこまでも見下すような、更なる侮蔑ぶべつの眼差まなざしに変わっていた。

　おれはちらっとヘレネーを見た。

「功績を称たたえられ、子々孫々誰にも頭を下げなくていいという恩賞を受けているのです。王族はもちろん、国王にさえも」

　へえ、それはすごいな。

　つまりあれか、お前はよくやってくれたから、お前もその子孫も、おれの子孫には頭を下げなくてもいい、って六代前の国王が言ったってことか。

　すごい話だ。当人達はいいけど、それを守らされる子孫はたまったもんじゃないな。

「今更そんなのどうでもいいですわ。それよりテリオス、あなた一体何をしに来たんですの？」

「……ふむ。では率直にお尋ねしますが、セレーネ姫、王太子殿下は今いずこにおられますかな？」

「び、病気で、どこかで休んでいますわ」

「いずこにおられますかな？」

　テリオス相手だからか、口調がどことなくお嬢様然とするセレーネ。

　テリオスは言葉を強めて、そんな彼女を問い詰める。

「だからどこかです！　詳しい場所なんて、私が知っているはずありませんわ」

「では、居場所を知っている者は？」

「知っている者も知りませんわ！」

「では、王太子殿下が今どこでどうされているのかもご存じないと？」

「知らないって言ってるでしょ!!」

　徐々に口調が崩れてきたセレーネ。

「困りましたな。いやはやこれは困った。巷ちまたに妙な噂うわさが流れているものですから、私はそれを確認しに参ったのですが」

　また大げさに身振り手振りをしながら言って、ちらっとセレーネを見る。

　言いながら、賢者だか魔法使いだかみたいな白い髭ひげに隠された口がニヤリと笑っているのが見えた。

　あー、これはあれだな。キモンがもう死んでると摑んでるか、そう確信してる顔だな。

「何よ、噂って」

「時にセレーネ殿下。国王に続いて総理王大臣さえも不在である現状をいかが考えますかな」

「どうって、だからあたしが総理王大臣になろうって考えてるけど？」

「なるほどそれも一つの手だて。しかし、それよりももっとよい方法がございますぞ」

「何それ？」

「三公摂政です」

「はぁ？」

「わがアイギナ王国に古くから伝わる三公摂政。なんらかの理由で王家が政まつりごとを執り行うことが不可能になった場合に、王家に代わって我われら最古の三公爵家が合議し、一時的に国を支える制度でございます」

　へぇ。それは大層な制度だ、向こうの世界でも総理副総理、大統領副大統領ってバックアップする仕組みがあるしな。

　余談だけど、大統領と副大統領は絶対同じ乗り物に乗らない。何かあった時にまとめておだぶつになったらまずいからだ。

「だから必要ないのよそんなの。あたしが総理王大臣になるんだから──」

「率直に申し上げますと、セレーネ殿下では力不足ですな」

「なっ!?」

「真に国のことを思うのであれば、出世ごっこをする前に、王太子殿下の消息をもっと密に確認されなければならなかったはず。ですが、セレーネ殿下はそうされなかった。その一点だけでも、あなた様に政の才覚はないと断言せざるを得ませんな」

「そんなこと……そんなことないわよ。っていうかそんなのあたしが認めるわけないじゃん！」

「残念ですがセレーネ殿下、これはもう決定事項でございます」

「は？」

「既に陛下よりお言葉を賜たまわって、三公摂政せよとのお言葉を頂きました」

「噓つかないでよ！　父上が言うはずないわ!!　父上は病気で喋しゃべれる状況じゃないんだから」

「それはどうですかな」

　にやりと悪い笑みを浮かべ、肩をすくめるテリオス。

「いえ、それはどうでもよろしいことですな。私がここに来たのは三公摂政議決第一号を殿下にお伝えするためです」

「は？　第一号？　何言ってるの？」

「しばしの間、殿下には休養して頂きます」

「さっきから何言ってんの？　分かるように説明しなさいよ!!」

　叫ぶセレーネ。

　対してテリオスは笑うだけでまともに答えない。

　どうやらこれはずっと軟禁するつもりだな。セレーネを。

「それでは、私は失礼しますぞ」

「待ちなさいよ！　ちょっとアブラアム！　なんでずっと黙ってるのよ、あんたも何か言ってやりなさいよ!!」

「申し訳ございません殿下。テリオス公爵殿下のお言葉はまったくの適法でございますれば」

「はあ？　どういうことなの!?」

「アブラアムと言ったか」

　テリオスがアブラアムに話しかけた。

「殿下を丁重に避暑地へお連れしろ。くれぐれも丁重にな」

「……畏かしこまりました」

　恭うやうやしく腰を折ってテリオスに一礼するアブラアム。

　セレーネは激高して摑みかかろうとしたが、アブラアムに止められて、何もできないままテリオスを見送るしかなかったのだった。
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「なんなのよ、なんなのよ！　なんなのよあれ!!」

　部屋の中で暴れ回るセレーネ。

「なんであんなのの言いなりになるのよアブラアム!!」

「申し訳ございません。ですがテリオス公のお言葉はまったく正しいのです」

「正しい？」

「陛下も王太子殿下もいらっしゃらない現状では、三公摂政を発動させるのは極めて正しいと言わざるを得ないのです。これを覆すには、陛下御おん自らお出になるか──」

「だからそんなことできるわけないじゃん!!」

「──総理王大臣が政を執り行うかのいずれかが必要なのです」

「だからそれをあたしが──」

「殿下は事実上、本日より行動が制限されます。これ以上の出世は不可能になります」

「……」

　絶句するセレーネ。

「申し訳ございません」

「ちょっとあんた！」

「誰か」

　つかみかかろうとするセレーネを無視して手を叩たたくアブラアム。すぐ兵士が二人入って来た。

「殿下を丁重にお連れしろ」

「「はっ」」

　兵士二人が左右からセレーネを挟み込んで、肩を摑む。

「ちょっと何すんのよ！　離しなさい!!」

「姫様、どうかご辛抱を」

「辛抱なんかする訳ないでしょ！　何すんのよ、あたしをどこに連れて行くのよ!!」

「『秋の宮殿』です」

　アブラアムが静かに答えた。

「はぁ!?　牢屋じゃないのそれ！　そんなところに行くわけないでしょ！　あたしはセレーネ・ミ・アイギナ。第一王女なのよ！　わかってんの？」

「……お連れしろ」

　アブラアムはおれをちらっと見やると、静かに言った。

「カケル様がどうするのかを確認したようですわ」

　そうみたいだ。

「どうしますか？」

　決まってる。

　エレノアを抜き放って兵士を斬り捨てた。

「ショウ！」

「……何をするつもりだ」

　おれを睨にらみつけるアブラアム。

「おれはセレーネ姫を総理王大臣にするためにここにいる」

「それはもう不可能だ。三公摂政が発動された。姫殿下のいかなる命令にも適法性はない」

「セレーネ」

　アブラアムを無視して、セレーネに話し掛ける。

「な、何？」

「おれの目がおかしくなったんじゃなければ、今まさにこの国の王女に害をなす連中を見てる気がするんだが、どうだ？」

「!?　……そうよ！　見ての通りよ!!」

「なぁ。自分の地位のために王族に危害を加える人間ってさ」

　一呼吸空けて、アブラアムを見る。

（くくく、悪い顔をする）

「逆賊、っていうやつなんじゃないかな」
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　一瞬きょとんとした後、セレーネはアブラアムを指差して叫ぶ。

「そうよ、逆賊よ！　あいつ、うぅん。あいつら逆賊よ。さっさとみんな捕まえちゃってよ！」

「残念ですがそれは不可能です。今や政治的な正統性は向こうにあります」

「訳わかんない！　あたしは王女なのよ、第一王女だって言ってるのよ!?」

「三公摂政が発動された時点で、優位性は向こうにあります」

「それよそれ！　訳わかんない!!」

　セレーネはわめき続けた。

　子供のように一方的にアブラアムに向かってわめき続けている。

　それをアブラアムは柳の如ごとく受け流していた。

　静かに、理詰めで一つずつ反論していく。

「あれでは……彼を納得させるのは無理ですわ」

　おれに抱かれたままヘレネーが言う。

　確かにあれじゃどうやったって無理だ。傍はたから見てても聞き分けのない子供を大人おとなが諭して宥なだめているようにしか見えない。

　セレーネは自分が王女だからという一点でわめいているだけ。

　あれじゃ事態が好転するはずがない。

　仕方ない。助け船を出すか。

「アブラアムと言ったな、一つ教えろ」

「……なんだ？」

「三公摂政を終了させる条件は？」

「……」

　アブラアムは答えず、無言でおれを睨む。

　その目は明らかにおれのことを警戒していた。

「どういうことよ！」

　セレーネが聞いてきた。

「三公摂政はあくまで摂政。摂政ってのは君主の代理で政治をするってことだ。摂政がそのまま国をもらうってことじゃない。条件さえ揃えば、終わり──権力の返還もあるってことだ」

「そうなの？」

「昔にも三公摂政が発動された時期があったのに、今王国が王家のものだってのが証拠だろ」

「そっか！　どうなのアブラアム！」

　改めて問い詰めるセレーネ。

「……」

「答えなさいよ！」

　セレーネはつかつか近づいていくと──なんとアブラアムの顎あごを蹴った。

　無抵抗で蹴られたアブラアムは、顔をゆがませながら答える。

「王が政まつりごとを執り行えるようになること」

「だからそれは無理だって言ってるじゃん！」

「……もしくは〝新しい王が生まれること〟か？」

「え？」

「……」

　更におれを強く睨むアブラアム。

　余計なことを言いやがってこの野郎、って目だ。

　よし、それさえわかればやることは決まったな。

「そんなことはいいから兵を集めなさいよ。あの三人を捕まえればそれで終わりじゃん！」

　未だ状況を理解できていないセレーネ。

　まったくこいつは……。

「……」

　アブラアムと目が合った。何故なぜか哀れみの目で見られた。なんだ？

（くく、大変な娘に肩入れしてしまったな。という目だな）

　……なるほど。

　ちょっとムカつくけど、反論はできないな。それについては完全にあいつが正しい。

　アブラアムはセレーネに言った。

「そう簡単な話ではないのです。それに、そもそも兵を募るのさえ難しい」

「どうしてよ？」

「既に一度試したからです。いくら三公摂政に正統性があるとはいえ、第一王女という立場を無視するほどのものであるとは言えない。だから、一度は兵を集めようとしました」

　そりゃそうだ。そういう制度があるからって、王女を完全に無視していいかって言われたら、そんなことないに決まってる。

「じゃあ──」

「ですが、呼びかけに応じたのは十人に満たない者でした」


「……………………え」



　なるほどそうなったか。

　いや、何となく分かる。最初は分からなかったけど、この部屋で起きた一連の流れを見ていたら、なんとなく察しがついた。

　結局、バカ殿ならぬバカ姫についてくる人間はほとんどいなかった、ってことだ。

「十人……十人もいない……？」

「はい」

「ご、五千人は？　あの五千の兵は？」

「その者達全員に声を掛けたのです」

「そんな……」

　さすがのセレーネもショックを受けたみたいだ。

　ちょっと前まで自分に従った五千の兵が、少し立場が変わっただけで十人まで減ってしまった。

　支持率に直せば〇・二％。その事実を突きつけられたセレーネが凹む。

「そんな……」

　セレーネはそのまま床にへたり込んで、茫然自失としていた。
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　マロネイにあるデルフィナ商会。

　アブラアムが追加で呼んだ兵を斬ると、ワープの羽根でセレーネを連れて直接デルフィナの部屋に飛んだ。

「……カケル様、そのお姿はなんですか？」

　変身したままのおれが現れたのを見ても、ほとんど驚かないデルフィナ。

「よく分かったな。見た目を完全に変えてるのに」

「ここにこのような現れ方をするのは、この世でカケル様ただ一人ですわ」

「そりゃそうか」

　そう言いながら、魔剣のカモフラージュを解除する。

「あら、ヘレネー殿下も。それにそっちのは……セレーネ殿下？」

　カモフラージュを外した後に出てきた二人の王女。デルフィナはセレーネを見て訝いぶかしんだ。

「どうしたんですの？　何やらショックを受けられているようですけど」

「ヘレネー、説明は任せた」

「はい。カケル様は？」

「必要なものをぶんどってくる。……彼女のこの後に必要なものをな」

「この後も肩入れを続けるのですか？」

「展開によるな」

「わかりました。ここはわたくしにお任せください」

「任せた。デルフィナもよろしく頼む」

「もちろん構いませんわ。見合う報酬さえいただければ」

「そうか」

　デルフィナを抱き寄せてキスをする。

　執拗しつように口の中をなぶる長めのキス。

　その後、とろんとした顔の彼女の腰を抱いたまま見つめて。

「前払いだ、足りるか？」

「……十分ですわ」

「ヘレネーも頼む」

「はい」

　頷うなずくヘレネー。その場に三人の女を置いて、再びワープの羽根で飛んだ。

　アイギナ王国、首都レティム。

　セレーネの部屋に戻ってきた。

　アブラアムはまだそこにいた。

「お前は──そうか。やはりお前が絡んでいたのか。──魔剣使い」

　元に戻ったおれの姿を見て、すぐに状況を理解したアブラアム。

　意外と優秀だな、こいつ。

「そういうことだな」

「……何故ここに戻ってきた」

「案内してもらおうと思ってな」

「案内だと？」

「あぁ、国王のいる場所にな」

　顔を強こわばらせるアブラアム。

「何故だ」

「とぼけるな。三公摂政の摂政は誰の代わりだ？　何もできなくなってる国王の代わりだろうが。だったら何をするにしてもまずは国王からに決まってる」

「国王をどうする気だ！」

「殺してもいい」


「──っ！」



　驚愕きょうがくするアブラアム。

　その発想はなかったという顔だ。

　そしてその顔は、逆におれの考えが正しいという証拠にもなった。

　国王が国政をできないから、三人の公爵こうしゃくが古い決まりに則のっとって摂政をする。

　逆に言えばちゃんと政治ができる国王が生まれればそいつらの出番はないということになる。

「国王が死ねば次の国王は誰になる？　まさか三公が務めるわけじゃあるまい？」

「……くっ」

「やっぱりそうか」

「セレーネ殿下……あの女が王になれば国が滅んでしまう！　さっきので分かっただろう！」

「……ああ」

　確かにそれはそうだ。

　アブラアムにそう言われて、一瞬おれはためらった。

　アイギナのごたごたに頭を突っ込んだのはセレーネを「出世」させるためだ。

　しかし、彼女の言動を見ていると、本当にそれでいいのか分からなくなった。

（貴様の「いい女」達とは比べ物にならないほどの凡愚だからなあ）

　エレノアもしみじみ言った。

　今のセレーネを女王にすれば……多分国が滅ぶ。

　その一点ではアブラアムと全く同意見だ。

　が。

「国王は連れて行く」

「話を聞いていたのか──連れていくだと？」

「そうだ。さっきまでは必要なかったが、今おれが話したことで、お前は国王の処遇に別のやり方を見つけてしまった」

「……」

「だから、そうされないように国王はおれが保護する。どうするかはまた後で決めればいい」

「できると思うのか？　ここをどこだと思っている。万を超す兵がいるアイギナの王都レティムだぞ？　国王のいる冬の宮殿は厳重な警備に守られているのだ！」

「できないと思うのか？」

　魔剣を抜く。

　エレノアとひかり、母娘の魔剣を抜いて構える。




「おれは魔剣使い──結城ゆうきカケルだ」
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「出会え！　出会え！」

　アブラアムが大声でわめきながら部屋の外に飛び出していった。

　それを追って部屋から出ると、大量の兵士がわらわら集まってきた。

　左右から兵士が同時に襲いかかってくる。

　普通のものの倍近い、長い槍やりで突いてきた。

　魔剣で槍を同時に真っ二つにして、反復横跳びの要領で兵士をほぼ同時に斬り伏せた。

（おかーさん、また勝負だね）

（うむ、魔剣としての経験の差を見せてやる）

　オーラを纏まとって進み始める。エレノアとひかりはまたカウントを始めた。

　まるで鬼ごっこのカウントをするように、歌うように斬った数を数え上げていく二人。

　そんな歌を聞きながら、一般兵の群れを斬り進んでいく。

「ええい、敵はたった一人ではないか！」

「隊長！」

「わしを他の兵と同じだと思うな！　鍛え上げた三連突をくらえ!!」

　一般兵よりちょっと強いヤツが出てきたけど、それも一太刀で斬り伏せる。

　ちょっと強かろうがなんだろうが、母娘の中ではそれも「１」としてカウントされた。

　斬り進んでいくと、アブラアムの姿が見えた。

　おれを見てぎょっとして、更に奥に逃げる。

　逃げながら、兵士達に何かを吹き込んだ。

（おっ？　士気が上がったな）

「だいぶやる気を出したな。どうしたんだ？」

　疑問に思うが、すぐに解けた。

「あいつが反逆者か」

「あれを倒せば出世が思いのまま」

「やってやる、やってやるぞ！」

　どうやらアブラアムに目の前にニンジンをぶら下げられたようだ。

　兵士達はこれまで以上に目を血走らせておれに挑んできた。

　槍が十数本、全身を覆うように突いてきた。

「甘いな」

　それをエレノアで弧を描いて槍の切っ先を全部砕くと、ひかりで正面の兵士を一太刀でまとめて真っ二つにする。

（無双しているところ悪いが。本来の目的を忘れぬようにな）

「分かっている」

　エレノアにそう言って、腰が引けている一人の兵士の懐ふところに踏み込んだ。

　首筋に魔剣を当てて、低い声で脅おどしつける。

「王はどこにいる。言えばお前だけは助けてやる」

「へ、へ、へ……」

「へ？」


「へ……ぇ…………」



　兵士はそのままへなへなとへたり込んだ。

　白目を剝いて、泡を噴く。よく見れば股間に黄色いしみが広がっていた。

（脅しすぎたな）

（おとーさん、てかげんだよ）

「むっ、それは難しい」

　物理的に手加減するのは割と簡単だ。ひとたび魔剣を乱舞させれば、相手が必死に抵抗しても、綺麗きれいに全身の毛をそり落としてつるっぴかにだってできる。

　でも精神的な手加減はどうすりゃいいんだ？　脅す度合いをどうコントロールするんだ？

　分からん。

　分からんから、数を打ってみることにした。

　もう一人兵士を捕まえて脅しつける。今度は正気を失うほど逆上して抵抗してきた。

　斬り倒して次のを脅す。また泡を噴いて気絶した。

　何人かやって、ようやくまともに答えられるのが一人いた。

「ふ、冬の宮殿にいる」

「『冬の宮殿』？　どこだそれは」

「外に出れば──分かる」

　そう言ったきり、その兵士も気絶した。

　外に出れば分かるくらい近いってことか？

　なら外に出てみよう。

　カウントを続ける魔剣母娘で兵士を斬って進んでいく。

　更に抵抗が激しくなったけど、まったく関係なく進んでいく。

　宮殿を出ると、あの兵士が言ったことがわかった。

　遠くにぼんやりながらも見える立派な建物がある。

　まるで雲の向こうにあるように見えるくらい、ちょっとぼんやりしている。でも造りは一目で「王宮」だってわかるヤツだ。

　なるほど、あれが『冬の宮殿』とやらか。

　そのまま冬の宮殿の方角に向かっていく。

　向かおうとするともっと兵士が増え、もはや戦場のようになっていた。

　それも気にせず斬り進んでいく。

（おとーさん！）

（右！）


「──っ！」



　エレノアとひかりの警告が聞こえた直後、右から斬撃が飛んできた。

　ひかりで受ける。剣戟けんげき音が耳をつんざく。

　反撃にエレノアで払う──が空振った。

　急襲してきた男は一瞬で距離を取った。

　そう、男だ。

　細身の長剣を構えるロン毛の男。目をつむって、耳をおれの方に向けている。

　雰囲気がただ者じゃなかった、油断していい相手じゃなさそうだ。

「誰だお前は」

「クセノ・フォン」

　静かに名乗るクセノ。この状況で落ち着いてるだけでも他とは違う感じがした。

「魔の者よ、ここから先へは行かせません」

　魔の者ときたか。

「悪いが通らせてもらう」

「ならば──斬る！」

　クセノの姿が消えた──直後に背後に現れた。

　一瞬で背後に回り込んで、斬撃を飛ばしてくる。

　振り向いて迎え撃つ──がもうそこにはいない。

「知ってる！」

　ガキーン！

　逆手で背中正面に飛んでくる斬撃を受け止めた。

　この手のヤツはこういうことばっかりだ。

　後ろに回り込んだと思ったら、そこから更に回り込んで斬ってくる。

　技量は高いがありふれたパターンとも言える。

「……奥義」

「むっ！」

「封魔剣」

　奥義と聞いて、とっさに地面を蹴って後ろに下がった。

　クセノは追撃してこなかった。

　だが、着地したおれは思わず眉まゆをひそめた。

　魔剣の母娘が出して、おれを包んでいる黒いオーラ。

　魔剣使いの代名詞のオーラが喰われていた。

　クセノの斬撃が通り過ぎていったところだけ、かぶりつかれたケーキのように喰われていた。

　そして喰われたところは再生しない──いや。

（再生まで十分以上はかかるな）

（うぅ……つらいよぉ……）

　元には戻せるが、時間がかかるようだった。

　エレノアに十分掛けさせる。ひかりに辛い思いをさせる。

　それだけでかなりの奥義だ。

「わが奥義を避けるとは」

「やるな」

「だがこれではっきりした。魔の者は、所詮しょせん魔の者である」

　奥義が効くと確信したクセノ。だがその姿には油断も増長もない。

（ひとかどの男だな）

　エレノアさえ感心するほどだ。

「……参る」

　クセノの斬撃と打ち合う。

　また奥義を打ってきて、オーラを喰っていったが、それに構わず魔剣で反撃。

　躱かわされたように見えたが、首筋に深手を負ったクセノの傷口から血が噴き出す。

　それでもまったく構うことなく剣を構えると、耳だけをおれの方に向けてきた。

「……引け。このままでは死ぬぞ」

「そうかもしれん」

「なら」

「だが、王には恩義がある。七生涯かけても報いきれないほどの大恩だ。だから──引けぬ」

　更に挑んでくるクセノ。

　既に勝負はあった。パワーもスピードもあるが、それでもおれの十分の一程度。

　奥義だけはやっかいだが、避けさえすればいいと分かればもう喰らいはしない。

　飛んできた斬撃を避けて、回り込むクセノより速く回り込むと、当て身で気絶させた。

（優しいではないか。相手は男なのだぞ）

「気まぐれだ」

　クセノをその場に置き去りにして、冬の宮殿に向かって侵攻を開始。

　が、その前に立ちはだかる騎士のような男が現れた。

「クセノがやられたか、全く口ほどにもな──」

　騎士を瞬殺する。一呼吸で踏み込んで秒間十六回に及ぶ斬撃でばらばらにする。

「ザコ以下が」

　吐き捨てて、今度こそ先に進む。

　兵士をひたすら斬り捨てながら進むと、ようやく冬の宮殿にたどりついた。

　足を踏み入れる。今度はモンスターが現れた。

　宮殿の庭の地面がぱっくり開いて、そこから大型トラックぐらいのサイズの竜が現れた。

（おーちゃん？　うーん、なんか違う）

（下等竜族だな、本能のみで生きる獣だ。上位種に言わせればトカゲども、という連中だ。ちなみに名は鱗竜りんりゅう）

　首をひねるひかりに、解説をするエレノア。

　鱗竜はそのまま一直線に襲いかかってきた！

　前足を振り下ろして地面を揺らし、洞窟の入り口ほどもある大きな口を開いてぱっくり嚙かみついてくる。

「なんのこれしき！」

　復活したオーラで竜を捕まえると、踏み込んで首を飛ばす。

　鮮血が間欠泉の如ごとく噴き出し、巨体が倒れて地面を揺らした。

　それを踏み越えて、宮殿の中に入る。

　兵士の何人かに相変わらず手加減できない脅迫をして、王の居場所を聞き出す。

　そこに向かってどんどん進んでいく。

（む？）

「どうした」

（抵抗が弱まった気がしないか？）

「言われてみるとそうだな」

　エレノアに言われるまで気づかなかった。

（明らかに弱まっている……しかも作為的なものだ）

「罠わなだと言うのか」

（ああ。十中八九）

「つまり、ここにいるのは偽物の王ってことか」

（そうだな。もしくは人払いしなければならないような何かがあるか）

　エレノアと話しながら進んでいく。

　王の部屋にたどりついた。表を守っている兵士を斬って、中に入る。

　豪華な部屋の中に一つ、ポツンと巨大なベッドがあった。

　ベッドの上にガイコツのような老人が寝ていた。

「……死んでるのか？」

（生きてるみたい）

（むぅ？　あれは……本物の王か）

「なんだ、知りあいか」

（いや、昔に少し、な）

「偽物じゃなかったのか。まあいい、本物なんだな。じゃあ連れて行く」

　そう言って、王に近づくが、ベッドのそばまでやってきた瞬間、足元から魔法陣が広がった。

　魔法陣に捕らわれて、身体が動かない。

（やはり罠か！）

「なんだこれは」

（タルタロス。戦略級魔法陣の一つだ。本来は大軍相手に使うものだがな）

「大軍相手だと？」

（発動したら範囲内のものを飲み込んで、跡形もなく消滅させる。高価で希少なものだと人間どもから聞いたことがある）

「そんなものまで──」

　瞬間、目の前が真っ暗になった。

　ものすごい力の奔流ほんりゅうが押し寄せてくる。

　今までに感じたことがないくらい大きな力だ。

　押し寄せてくるその力に耐えた。

　飲み込まれ、すり潰されそうになる感覚。

　それにも耐える──オーラでアイギナ王ごと守りながら耐える。

（おとーさん！　危ないからその人放して！）

（ひかり）

　焦るひかり。対照的に落ち着いているエレノア。

（おかーさん？）

（覚えているがいい、男の見せ場を邪魔しないのがいい女の条件だ）

　よく言うぜエレノア。お前しょっちゅうチャチャ入れてくるくせに。

　だがその通りだ。そして今落ち着き払って何もしないでいてくれるのはありがたい。

　深呼吸する。腹の下に力を入れる。

　全身の力を込めて、エレノアとひかりを握り締める。

　耐える、そして守る！

　──やがて、力が引いていく。

　光もおさまって、魔法陣がしぼんでいく。

　真っ黒にそまった視界が回復する。
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　周りが──宮殿がほぼ丸ごとすり潰された中。

　おれの周り半径一メートルと、アイギナ王が寝ているベッドだけが無事だった。
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「随分なりふり構わず来たな」

（くく、よほど貴様に怯おびえていると見える）

「にしても、準備がよすぎると思うんだが」

（王太子キモンがいなくなったから、それなりの予防策を打って万全を期しておく人間がいても不思議ではないだろう）

「それもそうか」

　頷うなずきつつ、守りきったベッドに手を触れる。

　後はそこに寝ているアイギナ王ごと羽根でワープすれば一丁上がりだ。

「──待て！」

　若い男の声が聞こえた。

　振り向く。騎士の格好をした端正な顔つきの男が、部下を率いてぞろぞろやってきた。

　数は百いるかどうか。

（ものの数ではないな）

（強さも普通みたい。おとーさんなら楽勝だね）

　魔剣二人が次々にそう言う。

　身のこなしからして普通の兵隊クラスだし、確かにたいしたことない。

　だから無視してワープの羽根で飛ぼうとしたが。

「包囲しろ！　相手はあの魔剣使いだ、慎重にいくぞ」

　騎士の部下がおれの周りをベッドごと取り囲んだ。

（むむ、今気づいたが、これはちと面倒臭いことになっているのではないのか？）

「面倒臭い？」

（この場をやり過ごすのは造作ない。しかし奴はここに来た時点で貴様のことを知っていた。つまり、アイギナはこの件に貴様が関与していることを既に認識しているということだ）

「……なるほどな。となると問題は屋敷か」

（うむ）

　そうか、そうなるのか。

　おれがこの件に関わっていると既に知られている以上、ここでアイギナ王を連れ去ったら、レイウースの屋敷に何をされるのかわかったもんじゃない。

　ナナがいるし、鍛え上げた奴隷兵達もいる。イオのパーティーも時々来る。

　頭脳面では大賢者オルティアだっている。

　おれがいてもいなくても、何かされそうになっても、どうとでもなるだろう。

　だが、面倒臭い。

　エレノアの言う通り、面倒臭い。

（この場でケリをつければよかろう）

「……いや、ケリをつけるのは後だ」

（何故なぜだ？）

「セレーネがどうするのか、もう一度だけ話を聞いてみたい」

（あれもいい女にするのか？）

　答えない。

　確証はないけど、セレーネには素質を感じている。

　おれ好みのいい女になりそうな素質を。

　だから、今回のことも最終的に彼女にやらせてみようと考えている。

　ここでおれが全部片付けないで、彼女にやらせてみようと。

（貴様の道楽に付き合うのはやぶさかではないが、現状どうやり過ごす？）

「考えがある。エレノア、ひかり。手を貸してくれ」

（ふむ？）

（ひかり、何をすればいいの？）

　魔剣二振りを構えた。

　目を閉じる。深呼吸してヘソの下に力を込める。

「観念したか、だがもう遅い！」

　何か言われてるっぽいけど、全部無視する。

　強く母娘の存在を感じて──力を引き出す。


（──っ！）



（ひゃう！）

　目を開ける。身体中からオーラが出ていた。

　勢いよく噴き出すのではなく、空間を侵食するかのようにゆっくりと身体全体から広がっていく。

「な、なんだこれは」

「ひるむな！　あんなのこけおどしだ！」

「しかしゴゴフス様、あれは──うわあああああああ」

「ひいいいいいい！」

「や、やめろおおおおおお！」

　オーラに取り込まれた騎士の部下達は次々と悲鳴と絶叫を上げた。

　恐怖。

　魔剣の母娘から引き出した恐怖を周りに拡散させた。

　幼く無邪気なひかりからはピュアな恐怖。例えるのなら鋭い刃で一刀両断されたような恐怖。

　永く魔剣だったエレノアのはどろっとした混沌こんとんのような恐怖。例えるのならハンマーで殴られていつまでも身体に鈍く残り続ける恐怖。

　二種類の恐怖を引き出し、拡散させた。

　オーラは瞬く間に王宮──『冬の宮殿』を包んだが、まだ足りない。

「もっとだ、もっと行くぞ」

（ん……あぁ……）

（がんばる！）

　更に力を込める。魔剣を強く握り締めて力を引き出す。

　オーラが更に広がる、広がり続けていく。

　広まるオーラはやがて城下町──更には王都全体を覆った。

　恐怖が──アイギナ王都レティムを容赦なく包み込んだ。
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　ベッドごとワープして、マロネイのデルフィナ商会に王を運んできた。

　待っていたデルフィナがそれを見て呆あきれた顔をした。

「今度は国王陛下ですのね」

「絶対予想してただろ。お前なら」

「ええ、そうですわね」

「とりあえず保護を頼む。内密にな」

「もちろんですわ。国王陛下を誘拐したなんて知られたらさすがにわたくしも首が飛びますわ」

　呆れつつ冗談めかして言うと、デルフィナは信頼できる部下を呼んで、ずっと眠ったままの国王を連れていった。

　さて、これで一段落。

　次はセレーネ、かな。

（まったく、ほとほとあきれたでしゅ）

「……でしゅ？」

　唐突に頭の中に響く声がいつものと違って聞こえた。

　口調や言い回しは確かにエレノアのそれ、だが。

（どうしたでしゅか？）

「おれが聞きたい。それは一体なんの冗談だ」

（なにをいってるのかわからないでしゅ）

　……。

　いやこっちが分からねえよ。

　なんでいきなり舌っ足らずの上に幼児言葉になってるんだお前は？

　何があった。

（おかーさん、なんかかわいい）

「可愛い？」

（うん、なんかちっちゃい子みたい）

「ちっちゃい子……？」

　もしかしてと思って、おれはくじ引き所に移動した。

　不思議空間のくじ引き所。ここでだけ、エレノアは人の姿に戻れる。

　そこで見たのは……エレノアらしき幼女だった。

　もともとエレノアは幼い少女のような外見をしている。

　だが、それが名実ともに中身まで幼くなっていた！

「わあ、おかーさんかわいー」

　ひかりがエレノアに抱きついた。

　普段はエレノアの方がちょっと大きくて、見た目が似ていることもあって姉と妹っぽく見えるが、今はその姉と妹が完全に逆転していた。

　小学校一年生の姉ひかりと三歳児くらいの妹エレノア。

　ぱっと見、そう見えてしまう。

　一体どうしたんだこれは。

「お客さん、何度も言いますけど、変な団らんをここに持ち込まないでください」

　くじ引き所のスタッフがいつも通り呆あきれた声で話しかけてきた。そう言いつつも二人を見る目がどこまでも優しいのもいつも通りだ。

「悪い」

「それに非常識です。人間のくせに魔剣を侵食するなんて」

「魔剣を侵食？」

「お客さんの力が魔剣の力を上回ったので、その力が魔剣の精神を侵食しちゃったんですよ。それでここにいる時の姿まで変わってしまったんです。お客さん、完全に魔剣の力を上回っちゃいましたね」

「それでなのか？　いやしかし、ひかりは変わってないぞ」

「娘さんだから無意識に遠慮したんじゃないんですか？　子供と遊ぶ時って普通に手加減しますし」

「ああ、なるほど」

　確かに子供と遊ぶ時は手加減するな。

　それに普段から──宣言通りエレノアは全力で使うけど、ひかり相手には無意識にセーブしてるかもしれない。

　なるほど、それでエレノアだけ変わったのか。

「ま、エレノアクラスの魔剣ならすぐに戻ると思いますよ。それよりもお客さん、ここはくじ引き所なんですから」

　冷やかしはお断りってことか。

　くじ引き券を一枚取り出して、渡した。

「じゃあこれで一回だけ」

「本当に団らんしに来ただけなんですね……別にいいですけど」

　呆れつつも、チビエレノアとひかりのいちゃいちゃに、スタッフも目尻めじりが下がりっぱなしだった。
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　仕方なくくじ引き券一枚で適当にくじを引いた。残念賞の魔法の玉（白）だった。

　引いてから、しばらくエレノアとひかりの母娘団らんを見守った。

　少しすると、スタッフの言った通りエレノアが元に戻ったから、ようやく帰ることにした。

「……い、今のは」

「うん？」

「今あったことは誰にも言うな、いいな！」

「お前が幼児退行したことをか？」

「幼児退行言うな！　我われは退行などしていない！　ちょっとばかり口調が幼くなっただけだ！」

「でもかわいかったよおかーさん」

「うっ──」

　おれには無遠慮に突っ込めても、娘の無邪気な笑顔を無下むげにすることはできないみたいだ。

　エレノアは困り果てた様子でおれとひかりを交互に見比べてから、

「──全て貴様が悪い！」

　と、腹に渾身こんしんの右ストレートを放ってきた。

　もちろん痛くない上に、照れ隠しだからむしろ可愛かわいい。

「おとーさんとおかーさん、いつもなかよしだね」

「だから変な団らんを持ち込まないでくださいよ……」

　スタッフの困り顔を背に、エレノアを適当に宥なだめながらくじ引き所を出た。

　そのままデルフィナの部屋に戻る。

　デルフィナは机の前で何か書類の処理をしていたが、おれの姿を見て立ち上がった。

「遅かったですわね」

「悪い、ちょっと野暮やぼ用が」

「カケル様の場合、ただの野暮用でも世界を揺るがしかねないから恐ろしいですわ」

「そんなことはない」

　ちょっとエレノアをいじってただけだ。

「あのね、おとーさんがおかーさんをすごくかわいくしたんだよ」

「やっぱり世界を揺るがしていたではありませんか。魔剣エレノアを可愛くなどと、何がどうすればそうなるのか、想像すらできませんわ」

　また少し呆れ顔になるデルフィナ。

　恐怖の象徴として歴史にその名を刻むほどの存在。そんなエレノアが可愛くされたと知れば、世界が揺れてもおかしくない。

　まあでも、可愛いものは可愛いんだからしようがない。

「それよりアイギナ王とセレーネはどうした」

「アイギナ王はこの建物の中に部屋を用意して保護しましたわ。可能な限り護衛を配置し、探索魔法対策も施しましたから、直接目視されない限りここにいることは分からないでしょう」

　デルフィナは真顔に──雑談モードから仕事モードになって言った。

　探索魔法対策はできても、物理的な対策は護衛に頼るしかないってことか。

「セレーネは？」

「相変わらずやかましくわめき立てていますわ」

　デルフィナは処置なしというように、静かに首を振った。

「またか」

「セレーネ・ミ・アイギナ。一人娘でワガママ放題に育てられたと聞きましたけど、噂うわさに勝るワガママぶりですわ」

「……セレーネは今どこにいる」

　デルフィナにセレーネの居場所を聞いた。
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　廊下を一人で歩いた。

　一人といってもエレノアは一緒だ。

　最初は他の奴らに悪さをさせないためにおれがエレノアを持ち続けることにしたんだけど、最近はもう大丈夫なんじゃないか、って思うようになってきた。

（何かよからぬことを考えていないか貴様）

「お前を常時持ち歩かなくてもいいかもしれないって思っただけだ」

（貴様の手を離れたら、また人間を自在に操あやつって世界を搔き回すだけだ）

「最近すっかり大人おとなしくなったのに？」

（貴様といた方が楽しいからそうしているだけだ。動物園のライオンでもご馳走がなくなれば、エサを狩りに野生に帰るだろうが）

「おれといるのが楽しいと思ってるのか」

（うむ、我の生涯でもっとも、な）

「小さく可愛くされたこともか？」

（あ、あれは忘れろおおお……！）

　絶叫するエレノア、気のせいか耳鳴りがした。

　そういうことなら、手放さずにずっと持っていることにしよう。

　おれもエレノアがいた方が色々楽しいからな。

　……楽しいことがどんどん立て続けに起こるしな。

（またよからぬことを考えている顔だな）

「今度はそんなことないぞ」

（まあいい。それよりあの娘……セレーネをどうするのだ？）

「まずは話を聞いてみる」

（到底『いい女』になるとは思えんぞ）

「そうかもしれないな。デルフィナの人を見る目は確かだろうし」

（我や……貴様も実際に見ているではないか）

「あぁ……だから最終テストってところだ」

（それなら異論はない）

　廊下を歩き続けて、セレーネが実質軟禁されている部屋の前までやってきた。

　表にデルフィナの部下が二人ドアを守っている。二人はおれを見るなり敬礼してきた。

　二人に会釈程度に頷うなずき返して、ドアを開けて中に入った。

　デルフィナの話通り、中にはセレーネがいた。

　窓際の椅子いすに座って、足を組んでふてくされて外を眺めている。

　まるっきりワガママ娘な感じだが、おれを見た瞬間、満面の笑みを浮かべて立ち上がると、駆け寄ってきた。

「ショウ！」

「それは偽名だ。本当の名前はカケルだ」

「ううん、あなたはショウ。あたしにはショウよ」

「そうか」

　まあ、それはどうでもいい。

　それよりも──部屋の中を見回した。

　暴れた後だからか、彼女が座っていた椅子以外の家具が散乱して、見るも無惨に倒れたり壊れたりしていた。

　壁に掛けられていた絵画も思いっきり破られていた。

「随分暴れたな」

「あいつらが悪いんだよ。あたしはアイギナ第一王女セレーネ・ミ・アイギナなんだよ？　あんな一クレ奴隷に舐なめられる筋合いはないわ」

「お前、この状態でもまだ自分の状況を理解してないのか？」

「そんなの知らないもん。あたしは王女。あっちは奴隷。それが全て」

　相変わらずワガママ放題の言い放題だ。

　理屈は分かる。ダメなワガママ娘にありがちな理屈として分かる。それが分かるから。

（テストは？）

「残念だな」

　おれはため息をつきつつ、きびすを返して部屋の外に向かって歩き出した。

「あっ、ちょっとショウ？　どこに行くの？」

「……用事を思い出した」

　これ以上関わっていたくなかったから、適当にそう言って部屋を出た。

　表に出ると、部屋とセレーネを守る護衛の二人がまた敬礼してきた。

「しっかり見張っててくれ。何があっても絶対に外には出すな」

「「はい！」」

　おれとデルフィナの関係をよく知っているのか、二人はまるで主人の命令に従うように返事した。

　エレノアと一緒に来た道を引き返す。

（真性のワガママ娘だったな）

「まあ、中にはそういうのもいるだろ」

（違うな）

「うん？」

（王族としてはあっちが普通なのだ。貴様の周りがむしろ異常なのだよ）

「そういうものなのか」

（そういうものなのだ）

　エレノアの言葉は重い。だが正しい。

　人は育った環境に影響を強く受ける。

　ワガママ放題できる環境なら、むしろワガママに育って当然だ。

（それで、アイギナはどうする。このままにしておくと動乱が長引きかねんぞ）

「そんなことないだろ。国王と王女を送り返したら話は終しまいだ。後は三公摂政がなんとかするだろうからな」

（うむ。あの娘は反発していたが、強力なトップがいないのであれば、それなりの人間が合議して国を治めた方がいいのは間違いない）

「なら、あの二人を送り返して、それで終わりだ」

　エレノアは何も言わず、同意するという感情だけを伝えてきた。

　アイギナの王女は残念だったが、今回の件を通してデルフィナのことをより深く知ることができたんだ。今回はこれで良しとしよう。

「……ん？」

（どうした、いきなり立ち止まって）

「……聞こえる」

（何がだ？）

　聞こえる。

　エレノアには聞こえないかもしれないが、おれには聞こえた。
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　いくら暴れても何も変わらなかった。

　部屋が更に散らかっていくだけで、誰も止めに入ってこないし、ここからだって出られない。

　セレーネは暴れ過ぎて疲れてしまい、床に座り込んでいた。

　最後の家具だった椅子さえも壊して、膝ひざを抱えてそれを見つめていた。

　ショウの浮かべた表情は知っている。出て行った瞬間の横顔を、セレーネはよく知っている。

　今までも、呆れて、見限っていった人間がよくしていた目だ。

　セレーネはそれをよく知っていた。今まで彼女に関わった人間は、どれも慇懃いんぎんな目をするか、怒りの目をするか、呆れの目をするかのいずれかだった。

「そんなの慣れてるし……大したことないし……全然気にしたことないもん……」

　膝を抱えて、顔を埋めて、ブツブツつぶやく。

　腕と膝に隠された顔は、誰にも見せたことのない寂さびしげなものだった。

「あたしは諦あきらめないもん……父上の良くしていった国をもっと良くするもん。兄上がいなくなった今、それができるのはあたししかいないもん。そのためなら……なんだってするもん」

　つぶやいているうちに気力が戻ってきたのか、セレーネはパッと立ち上がって宣言する。

「絶対に出世して総理王大臣になって、父上の代わりにアイギナをもっと良くしていくの！」

　が、それはロウソクの最後のきらめきだったようだ。

　意気込んで宣言した直後、気合は一瞬で霧散して、彼女はへなへなと床にへたり込んだ。

　彼女はバカだが、状況が見えないわけではなかった。

　大局はわからなくても、置かれている状況から自力で脱出することは不可能、ということは理解していた。

　逆に言えば、手の届く範囲のことしか理解できない、視野が極端に狭窄きょうさくしている子だった。

「こんなことなら……父上の話をもっと聞いておけばよかった……」

　また膝に顔を埋める。

　鼻をすする音がした。終いには泣き出してしまった。

　が、それを止める誰かがいる訳でもなく、慰める者がいる訳でもない。

　表を守っている者も、忠実に命令に従いドアの周りを固めているだけ。

　だから、彼女の怒声も、つぶやきも──嘆なげきも。

　誰の耳にも届くことはなかった──はずだった。

「また派手に暴れ回ったな」

「え？」

　顔を上げる。いつの間に入って来たのか、そこには魔剣使いショウの姿があった。

　いや、魔剣使いだけではない。彼以外何人もの女が一緒にいた。

「ショ、ショウ？　そいつらは一体……」

「ヘレネーとリカとアウラ、それにオルティアだ」

「ヘレネー……おる……てぃあ？」

　首をひねるセレーネ。

　一国の王女なのに隣国の王女や女王の名前すら知らないのは、無知きわまりないとそしりを受けても仕方ないことだ。

　実際、同じ立場にいる三人は微かすかに眉まゆをひそめた。

　それを察知したセレーネは、その理由に気づかないまま、また「やってしまった」とだけ、いつものようにやってしまったとだけ理解した。

　そしてあきらめが頭をよぎり、いつも通り強がろうとした──が。

　カケルは違った。

　彼は呆れはしなかった。

「そういうことも含めて、色々教えてやってくれ」

　女王と王女達はお互いを見て、しょうがないとばかりに頷いた。

　オルティアが口を開く。

「同じ立場の者達が教えるのはいいけど、だったら私はいらなくない？」

「お前は、お前が持ってるたくさんの知識を教えてやってくれ」

「私はもう大賢者じゃなくて、ただのオルティアなのよ？」

「それはおれの前でだけだ。おれ以外の奴の前では大賢者オルティアでいてくれ」

「あなたの前だけ……し、しょうがないわね」

　魔剣使いと、びっくりするくらい身も心も綺麗きれいな女達とのやりとりにポカーンとしているセレーネ。

　彼女はまだ、自分の身に何が起きたのか理解していない。

　地上最高の家庭教師陣を用意され、最強の男が味方について。

　将来が光り輝いて、望んでいた父の国を発展させられる未来を叶えられることを。

　そのことを、今の彼女はまだ、何も気づいていなかった。
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　アイギナ王都レティム、その城下町。

　おれはヘレネー、そしてリカの二人を連れて街を歩いていた。

　メルクーリ王国第三王女、『テレシアの双花』、ヘレネー・テレシア・メルクーリ。

　カランバ王国現女王、『薔薇ばら園の主』、リカ・カランバ。

　どちらも超有名人で、本来ならどこにでも国賓こくひん待遇で迎え入れられるべき女達が、無造作に街を歩いていた。

「本当に……ばれないんだね」

　リカが感動した様子でつぶやいた。

「カケル様の新しい力よ。このオーラに包まれていない人間には全く別の見た目に見えるそうよ」

「へえ。どんな風に見えるの？」

　リカがヘレネーに聞き返して、ヘレネーがおれを見たから、リカもそのままこっちを見た。

「普通の町娘の姿だ。目立たないようにするのに苦労した」

「カケルが苦労しなきゃいけないくらいの力なの？」

「ああ、かなり大変だった。お前ら綺麗きれいだからな。顔が見えてると、どうしてもそこから地味な町娘をイメージするのが難しい。見た目からイメージするとどうしても綺麗になっちまう」

「そ、そうなの……」

　リカは赤面した。綺麗だと言われたのが恥ずかしかったようだ。

　赤面するリカは見ていて飽きない。出会った頃ころが人形みたいだった分、今の豊かな表情は見ていて楽しい。

「カケル様。それで、私達は何をすればいいのでしょう」

「うん？」

「ご命令とあれば何でもします」

　ヘレネーが真顔で言った。

　リカも、照れ顔から一転真顔になっておれを見つめた。

　二人ともおれの命令ならなんでもする、むしろ命令してくれ、って顔に書いてある。

「そう構えるな。目的は二つ。まず、前回のことがアイギナの民にどう伝わっているのかの情報収集だ」

「では、酒場などに顔を出してみるのがいいかもしれないですね」

「後は買い物をして回ってみるのはどう？　商人の元には噂が集まると言うし」

　ヘレネーとリカが早速それぞれ案を出した。

　どっちも多分効果的に情報収集できるだろう。

「まあ待て」

　だが、すぐにでも動きだそうとした二人を引き留めた。

「もう一つ大きな目的がある。二人とデートすることだ」

「……でーと？」

「……何故なぜ？」

　ヘレネーもリカもきょとんとした。

　一つ目の目的とあまりにもかけ離れていて、一瞬思考がついていかなかったみたいだ。

「二人とも大変だっただろ。セレーネに色々教えるの」

　今、セレーネを教育するために、おれは自分の女を次々と投入している。

　ここにいるヘレネーやリカのような王族達の女はもちろん、世界のあらゆる知識を頭に収めている大賢者オルティア、元から強くてくじ引きのチートをいくつか譲ったことでほとんど（おれ抜きでは）世界最強の剣士になったナナ。

　商人のデルフィナや冒険者のイオのパーティーとか、果てはメイド幽霊達まで投入した。

　全ては、セレーネを姫として教育するため。

　何も知らない、知らな過ぎな彼女を教育するため。

「いえ、セレーネ様は物覚えがいいので、苦労というほどのことは」

「物覚えがいいことについては同感。でもワガママな性格には手を焼いてる」

「ワガママですけれど、知らないことに見栄を張らずに知らないと言えるのは素直ではありませんか？」

「その点は確かにそうだね」

　ヘレネーとリカが、ここにいないセレーネを評価した。

　その評価を聞きつつ、二人を連れて街を歩く。

　ふと、雑貨を扱っている店の前を通り過ぎた。

　並んでいる商品の中に目についたものがあったから、店に入ってそれを手に取った。

　開けてみる。いい感じだった。

　即決で買って、戻ってきて買ったものをヘレネーに渡す。

「これは……扇子せんす？」

「ああ、開いてみろ」

　飾りのついた扇子は、開くと切り絵のようになっていた。

　扇子の面が精巧にくりぬかれて、大輪の花が描かれている。

　派手でも下品でもなく、シックな感じの扇子だ。

　それを開いて、閉じて、持って。

　ヘレネーは驚いた顔でおれを見た。

「ああ、やっぱりお前にはそれ扇子がよく似合う」

「覚えていてくれたのですか」

「むしろずっと持ってる」

　と言って、おれも懐から扇子を取り出した。

　初めて会った時にヘレネーからもらった、メルクーリ王家の紋章が入った扇子。

　ずっと持っているそれをヘレネーに見せた。

「カケル様……」

　思わず目を潤ませるヘレネー。

　それでもそのまま胸の中に飛び込んでこないのが、いかにも奥ゆかしいヘレネーらしい。

「よかったねヘレネー」

「はい」

　笑顔で見つめ合って、頷うなずき合う二人の女。

　ヘレネーのことを祝福するリカにも何かを買ってやろうと思って、更に街を歩く。

　また、足が止まった。

　見つけたんじゃない、聞こえたのだ。

　雑談に近いやりとりの中。気になるワードを耳が捕らえた。

「本当にどうなるんだろうなこの国。子爵ししゃくが反乱を起こして、王太子様を殺して、王女様をさらっていくなんて前代未聞だ」

「国王が病に倒れてからろくでもないことばかりが起きてる」

「なあに、災い転じて福となす、だ。このことがきっかけで三公摂政が始まるんだ。公爵様達のもとでこの国はもっと良くなっていくさ」

「そうだといいんだけど……」

　そこには昼間から露店で酒をあおる三人の老人がいた。

　そのまま話に耳を傾けていると、どうもあの日の話が既に広まっているようだった。

　どうやらおれが反乱を起こして、キモンを殺してセレーネを誘拐した、というストーリーになっているみたいだ。

「どういうこと？」

「カケル様に全てをなすりつけるなんて許せませんわ」

　同じように立ち止まって、状況を理解して、耳を傾けていた二人の女が怒っていた。

　リカはストレートに感情を露あらわにして、ヘレネーは静かに怒っていた。

「イリスと連携して、外交ルートで圧力を掛けます」

「こっちもやるよ。アイギナとはいくつか期限が近い取り決めがあるからそれを中心にやる」

　静かに頷き合う二人。

　なんか今の一瞬で色々決められてる。

「二人ともやめろ」

「ですが」

「このままじゃカケルが全部の責任を被かぶせられてしまうよ」

「実際おれがやったことだしな。キモンを殺したのも、セレーネを誘拐したのも」

「でも、それには事情があるじゃない」

「いいから言わせておけ。いや、むしろ二人は外交的に三公摂政のバックアップをしてやれ。そうすれば向こうの正統性を補強できるだろ？」

「それは……」

「もちろんできるけど……」

　互いに見合う二人。

　できるけどどうして？　って顔だ。

　だが、そんな顔をしたのは一瞬だった。

　おれが説明しようと口を開きかけた瞬間、二人はもう理解していた。

「セレーネのためね」

「ただ教育を施すだけではなく、その後のハードルまで用意するつもりなんだわ、カケル様は」

　そういうことだ。

　やっぱりいい女だ。リカもヘレネーも。

　というか、二人とも察しがよすぎる。

　リカが、何故か唇をすぼませて、いじけた顔になった。

「どうした」

「だって、私の時はハードルなんて用意してくれなかった」

「なんだ、そんなことか」

「そんなことじゃないよ、私だって──」

「リカは最初からいい女だったから、必要なかったんだ」

「──カケルの試練を……え？」

　おれの言葉にきょとんとしてしまうリカ。

　リカは最初から賢かった。

　籠かごの鳥で囚とらわれて、人形のようになっていても隠しきれない才気──賢さがあふれていた。

　ハードルなんて、用意する必要はなかった。

　むしろ枷かせを取り除いてやるだけで充分だったんだ。

「私は、最初から？」

「ああ、いい女だった」

「うわあ、どうしようどうしよう。カケルにそんなこと言われるなんて思わなかったどうしよう」

　リカは両手で頰を押さえると、真っ赤になってじたばたした。

　やっぱりだいぶ感情表現が豊かになってきていて、見ていて飽きない。

「よかったわねリカ、いいことを言ってもらえて。それだけでも今日来た甲斐かいがあったわね」

「うん！」

　また笑顔で見つめ合って、頷き合う二人の女。

　祝福し合う二人。そうする二人は、やっぱりとんでもなくいい女だった。

　いい女を見ていたら、急にムラムラしてきた。

　おれは二人をそっと抱き寄せた。

　それだけで二人は察した。

　ヘレネーはおれの胸に顔を埋めて、リカは目を閉じて唇をつき出した。

　二人に一回ずつキスをしてやってから、近くの宿屋に連れ込んで可愛かわいがった。
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　この日も女達を連れて、王都レティムで情報収集をしていた。

　今日連れて来たのはオルティアとナナの二人。

　絶世の美女の大賢者オルティアと、地上最強の女ナナ。

　おれは二人と一緒に宿屋のベッドの上にいた。

　ナナは仰向あおむけで、意外と豊かな胸を揺らすほどに息が上がっていて。

　オルティアはずっとおれにしがみついていた。

　二人とも一糸纏まとわぬ全裸姿で、意識がない。

　実はこの前ヘレネーとリカを連れて来た時に気づいたのだが。

　情報収集するといっても、何も歩き回る必要はなかった。

　おれは７７７倍の聴覚を極限まで集中したら、半径がキロ単位で離れた人間の会話も聞き取ることができる。

　つまり、宿屋でハーレムの女達を可愛かわいがりながら、情報収集ができる。

　それをこの前来た時に気づいたから、早速今日はオルティアとナナとそうすることにした。

　情報収集しながら二人の相手をして、二人がダウンしたからまた情報収集に集中した。

　そうしているうちに、オルティアの息づかいが変わった。

　おれにくっついたままだが、息づかいがちょっと変わって、目を覚ましたことが分かった。

「もう一回するか？」

「いい、このままでいさせて？」

　オルティアはそう言うと、より強くしがみついてきた。

　絹のような肌と、柔らかい胸を押しつけて、密着してくる。

　頰ですりすりして、おれの手を取って自分の頭を撫なでさせる。

　オルティア、大賢者オルティア。

　初めて会った時とはえらく人が変わったなぁ、と思った。

「オルティア、おまえこんなに甘えん坊だったっけ」

「こんな風になったのは誰のせいだと思っているの？」

「うん？」

「あの子に物を教えろって言ったのは誰？」

「おれだけど……あらゆる知識を知り尽くした大賢者オルティアだ。適材適所だろ？」

「私はオルティア、ただのオルティア」

　おっ、懐なつかしいセリフ。

　そう話したオルティアは上目遣うわめづかいでおれを睨にらんできた。

「もう大賢者はこりごりなの。あなたの前では、ただのオルティアがいいの」

　そう言って更に身体を押しつけてくるオルティア。

　なんか拗すねているようにも見えるが、結局おれに甘えてる。

「そんなに嫌か」

「嫌」

　即答された。

「それはすまなかった」

「……いい。その分、今はただのオルティアになるから」

「ああ、ただのいい女オルティアでいろ」

　そう言ってキスから始めて、もっと抱いてやった。

　女として身体を求められたオルティアはあからさまに機嫌をよくした。

　本当にただの女でいたい、ってことなのか。

　そんなオルティアを失神するまで可愛がってやると、今度はナナの息づかいが戻ったのが分かった。

　意識が戻ったか──と思った瞬間、気が合った。

　気が合った。

　目が合うのと似たような感覚だ。

　身体の変化は何もない。だが互いに相手を意識していると認識しあう。

　それをおれは「気が合った」と表現している。

　ハーレムの女の中で、ナナとの間にだけある感覚だ。

　失神してもおれにしがみついたままのオルティアの髪を撫でてやりながら、ナナに聞く。

「ご苦労だった。まったくの素人のセレーネの教育は面倒くさいか？」

「主の命だ、面倒などない」

　ナナは迷いをまったく感じさせない様子で答えた。

　言葉通り、おれの命令なら面倒だとは一切いっさい思っていない感じだ。

「そうか。じゃあ感想を聞きたい。率直に言ってセレーネはどうだ？」

「才能はある」

「へえ？」

　それは意外だ。

　ナナはおれに噓をつかない。もったいぶった言い回しはもっとしない。

　質問すれば、思ったことをそのまま率直に言ってくれる。

　だから驚いた。

　ナナがそう言うのなら、セレーネには間違いなく才能があるということだ。

「潜在能力だけでいえばニキ以上だと思う」

「それはすごいな。ニキ以上となると……イオと比べてどうなんだ？」

「個人戦闘なら上回る可能性がある。剣士と魔法使いの差はあるが。ただ、冒険者としては、どうあがいても遠く及ばないだろう。彼女は状況を瞬時に把握して対処する能力に欠けている。一兵卒としてのみ優秀ということだ」

「王女だから、それじゃダメなんだよなあ」

　本人は総理王大臣になって、国をもっと繁栄させたいって思ってるみたいだしな。

「……」

　ナナは口を閉ざした。

　聞けば何でも答えるが、聞かなければ何も言わないのがナナだ。

　それはおれの命令が全てに優先すると思っているから。

　命令されればなんでもするし、されなかったことは一切しない。

　まあいい、セレーネのことはおれが考えることだ。

　そう思って、ナナに手招きした。

　ナナはベッドの上を這はって近づいてきた。

　そこそこいい部屋の、柔らかいベッドの上なのに、そのベッドは沈みもしなかったし、揺れもしなかった。

　まるで浮いているか滑っているかのように、ナナがおれのそばにやってくる。

「今のはなんだ？」

「主の寵愛ちょうあいを受けた者を起こさないように身につけた。主から与えられた幸福に水を差すのは良くないことだ」

「そんなことを考えて、そこまでできるようになったのか？」

　すごいな、と思った。

　同時に、いい女だと思った。

　おれに抱かれた女の余韻よいんを邪魔しないためだけに、こんなものすごい技を身につけるナナは、やっぱりいい女だ。

「褒美をやる、受け取れ」

「はっ」

　おれにキスされて、組み敷かれるまで、ナナはベッドをまったく揺らさずに動いた。

　おれの周りには様々な女がいる。

　様々な女達がいて、みんなが違っていて、みんながいい女。

　出会った時から変わっていって、そこから更に成長していく女がほとんどだ。

　セレーネはどんな女になるのか。

　おれはそれが知りたくて──それが楽しみだった。
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　マロネイ、デルフィナ商会。

　その中庭でセレーネが剣を振っていた。

　ナナに教わった、対人戦闘向きの型だ。

　斬り、突き、払い。

　基本中の基本だが、ナナが考案したもので、無駄が一切いっさいないものでもある。

　セレーネは一心不乱にそれをただひたすら繰り返していた。

　少し離れたところで、デルフィナとイリスがその姿を見ていた。

　並び立つ二人は物理的な距離もさることながら、心の距離も前に比べて縮まっているように見えた。

　カケルと出会う前の、ただの商人と王女、その時に比べてかなり縮まっている。

　親友、とまでは行かないが、戦友、に近いものがある。

　そんな二人がセレーネを見守っている。不意にデルフィナが微かすかに目を細めた。

「わたくしの目が正しければ」

「うん？」

「セレーネ殿下の動きは、さっきから恐ろしいくらい変わりませんわ」

「その通りだ。極めてシンプルな三つの型を、さっきから寸分の狂いなく繰り返している」

「それは簡単にできるものですの？」

「まさか」

　イリスは肩をすくめて、笑った。

「もちろんできれば理想だが、やれと言われてできるものではない。文字の書き取りで寸分違わず全部同じように書くのと同じことだ」

「やはりそうですわよね」

「型の数を絞ったことも功を奏したのだろうが、それ以上に……才能があるのだな」

　イリスは感心した。セレーネを見つめる目が熱くなった。

　彼女は自分では気づいていなかったが、剣に掛けている手にすっかり力が込められていた。

　それを見たデルフィナが傍観者、年長者の余裕から微かに微笑ほほえむ。

「そちらの才能がおありだった、ということですわね。わたくしやオルティア様などは頭を抱えているというのに」

「あなたは金勘定、大賢者様は知識を、だったか」

「そうですわ。そちらはまるでだめ。一つ教えれば前のことは押し出されるように忘れてしまいますの。正直なところ、お金をもらっても付き合いたくない相手」

「剣の才能とはまるで逆だな」

「はい、こちら方面にはまるで才能はない、ということですわね」

　デルフィナが言い、イリスが静かに頷うなずいた。

　カケルのハーレムにいる女達は仲が良い。

　皆がそれぞれ得意なことをセレーネに教えつつ、教えている者同士で情報交換をしていた。

　そうして共通の認識を得ていた。

　セレーネは剣に、それも一剣士としての才能はあるが、それ以外はまるでダメだということに。

　知識を詰め込めば欠落するし、数字勘定をさせれば全てが合わない。

　剣の延長線上で戦術・戦略を教えようとしても、それをまったく理解できない。

　剣士としての才能はあるが、それ以外はまるでポンコツ、というのが、カケルの女達の間で共通になりつつある認識だった。

　そして、同様にそのことは本人も理解しつつあった。
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　マロネイ近郊、エクスタスの森。

　魔物が生息するこの森に、セレーネとイリスは二人で一緒にやって来た。

　そろそろ実戦の稽古けいこも必要だと、イリスがセレーネに付き添ってここまで来た。

「はあああ！」

　獅子ししのような魔物の巨軀きょくを、セレーネが長剣で一刀両断する。

　鮮血をまき散らし、ズシンと大地に倒れていく魔物を見て、誰よりもやった当人のセレーネが驚いていた。

「これを……あたしが？」

「そうだ。やれるじゃないか」

「イリス……とと、じゃなくて。イリス様」

「イリスでいい。そんなに畏かしこまられても困る」

「え、でもその、ガイコウレイギって言われて」

「二人っきりの時くらいは構わない。その方が私も話しやすい」

　イリスが微笑みながらそう言うと、セレーネもはにかんで頷いた。

「びっくりした。本当にこれ、あたしが？」

「他に誰がいるというのだ？」

「そっか……あたしか……」

「このまま鍛錬を続ければ一流の剣士になれる。私が保証する」

「うん……」

「どうした、嬉うれしくないのか？」

「ううん、そんなことない、けど」

　セレーネは切なげに微笑んだ。

「あたし、まだまだだなって。今も全然だけど、前のあたしはもっと全然ダメだったんだって思って」

「……」

「なのに、あんなに全然ダメダメなのに、王女ってだけで威張り散らしてて……それがちょっとね……」

　そう言いながら更に寂さびしげに笑うセレーネ。

　言葉はぐちゃぐちゃだが、イリスには伝わった。

「こんなんじゃいつかショウに見捨てられちゃう」

「ショウ……カケルのことか」

　セレーネは頷いた。

「それなら大丈夫だ。カケルはそんなに小さい男ではない」

「小さい男じゃ、ない？」

「そうだ。断言してもいい」

「そう、かな……」

　セレーネは消え入りそうな声でつぶやいた。

　今までの彼女を知っている人間が見れば驚愕きょうがくするくらい、今のセレーネはまるで別人だった。

　教育を経て変わり、ショックを受けて、うちひしがれて、すっかり自信喪失した女の子。

　それが今のセレーネだ。

　最初の頃ころ、いやそれ以前のセレーネ姫を知っているイリスからすれば「変われば変わるものだ」というのが正直な感想である。

「大丈夫だ。私が保証するし、なんだったらカケルにも直接聞いてもいい。セレーネはかなり成長した。剣の腕だけでももう相当なものだ」

「そっか……お父様に見せたかったな、今のあたし」

「アイギナ王……もう長い間意識がないと聞くが」

「うん、お父様はきっと前のあたしに頭を抱えてたんだと思う。あたしが本当に成長できたらその姿を見せたい。見てほしい」

「……そうだな」

「それとアブラアムにも謝らなきゃ。今は分かる。あの人はあたしがあんな風に足蹴にしていい人じゃなかったって。臣下だけど、あたしなんかよりもずっとすごい人だった」

「今度会ったらそうすればいい。そうだ、そうしたいとカケルに言えばいい」

「ショウに？」

「うむ。そのことを一度カケルに話してみるといい。彼なら喜んで協力してくれるはずだ」

「……うん、話してみる」

　しおらしいセレーネを見て、イリスはますます「変われば変わるものだ」と思った。

　同時に、カケルの器の大きさを再認識した。

　あのセレーネ姫だ。

　イリスだったら教育するための資源を投入することなく見捨てただろう。

　しかしカケルはそうしなかった。ハーレムの女を総動員して彼女を教育した。

　抱きたいだけ、ハーレムに入れたいだけでそうしたのではないのは確かだ。

　前のままでもセレーネは充分綺麗きれいで可愛かわいい（見た目は）から、教育する必要なんてなかった。

　しかしカケルはそうした。

　その結果、セレーネは生まれ変わりつつある。開花しつつある。

　イリスは、そうしようと決めたカケルにますます心酔するのだった。

「む？　あれは信号弾」

　イリスが空を見上げて眉まゆをひそめた。

　マロネイの方角から信号弾が上がっていた。

　何かあった時に彼女を呼び出すための合図。

　そして、イリスを急いで呼ぶ用件といえば、本国メルクーリの内政に何かが起きた時だけ。

　彼女はより深く眉をひそめた。

　ちらっとセレーネを見た。目が合った。

「早く行って」

「え？」

「分かんないけど、イリスの顔が普通じゃない！　すぐに行かなきゃだめなんでしょう？」

「あ、ああ……。そうだ」

「だったら早く行って。あたしなら大丈夫！」

　驚くイリス。

　誰だ？　セレーネが剣の才能だけの女だと言ったのは。

　今の洞察力だけを見ても、普通の者ができることじゃない。

　イリスは彼女に対する認識を改めなければならないと思った。

　そして、この場ではその言葉に甘えることにした。

「すまない、そうさせてもらう！」

「うん！」

「ここは危険だから、セレーネもすぐに戻るのだ、いいな！」

「うん」




　イリスは地を蹴って駆け出した。

　セレーネは一人その場に残った。

　一人になったセレーネは落ち着いて周りを見た。

　カケルに相談してみる。

　イリスの提案は魅力的だった。

　カケル──ショウ。

　彼に相談すれば、きっとどんなことでも何とかしてくれる。

　今でも網膜に焼き付いているショウの剣の舞。そして各国の女王、王女、経済を牛耳る大商人、果ては伝説の大賢者。

　それらを動かすカケルが相談に乗ってくれるのなら、きっと何でも叶う。

　叶う、が。

　セレーネは彼に話すことにためらいを感じた。

　反動。

　ワガママだった頃の反動で、彼女は必要以上に臆病になっていた。

　親切にアドバイスされても、カケルに相談することをためらってしまうほど臆病に。

　セレーネは悩んだ。相談するべきか、しないべきか。

　散々悩んだ後、彼女は一旦答えを出した。

「もう一回、今度は一人でモンスターを倒そう。もし倒せたら、自分だけで倒せたら相談しよう」

　何かができたら何かをしようというのは珍しい考え方ではない。彼女はその考え方に結論を委ねたに過ぎない。

　問題は、ここがイリスをして「危険」だと言わせた場ということだ。

　セレーネはその「危険」な森の中を、モンスターを探して歩いて回った。

「魔物をもう一回倒して、ショウに相談するんだ」

　歩きながら、更に決意を固めて、森の中をひたすら回る。

　やがて、さっきと同じ巨軀の獅子と遭遇した。

　見た目はほとんど同じ魔物。それがセレーネに立ち向かう決意をさせた。

「落ち着け、落ち着けあたし。さっきできたんだから、きっと今回もできる」

　そう思ったセレーネは、先手を取って獅子に剣を振り下ろした。

　彼女の判断は間違っていない。一度倒せたモンスターだ、落ち着いて対処すれば倒せる。

　油断はない、増長もない。

　ただ、できることをやろうとする。

　そういう意味では、セレーネは間違いなく成長していた。

　だが、問題があるとすれば、彼女には剣の才能があるだけということ。

　同じ種族のモンスターにも個体差があると教わったはずなのに、それを覚えていなかった。その個体差を察知するほどの経験もなかった。

　そして……今遭遇したのは同じ種族の中でも最強に近い強さを持っていた。

「きゃあああ！」

　修練によって完璧に身についた斬りは、今回の獅子には通用しなかった。

　鋼よりも硬い体毛に阻まれ、前足で吹っ飛ばされる。

　吹っ飛ばされて、身体が地面に叩きつけられ、何度もバウンドする。

　口の中に土が入って、にじみ出る血と混ざって、なんともいえない味がした。

　それでも、セレーネはふらふらと立ち上がる。

　頭の中が真っ白になった。

　どうして？　どうしよう？

　セレーネはパニック状態になった。

　予想外の出来事に頭がついていっていなかった。

　そこを獅子は見逃さない。怒りに任せて更に襲いかかってきた。

　前足を振り下ろし、丸呑のみできるほどの大きな口でセレーネを嚙かみ砕こうとする。

　とっさに剣でガードするが、代わりに剣が嚙み砕かれて、か細い体がまた吹っ飛ばされる。

　混乱の極み。

　どうして？　が完全に消えて、どうしよう？　だけが残った。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう。

　しかし、ここで彼女の生まれ持った性質が表に出た。

　基本、セレーネは負けず嫌いで、気が強い女だ。

　それが当初のワガママに繫つながり、今の修練の成果に繫がった。

　そして、不利な状況にも果敢に立ち向かう──という最悪な選択肢に繫がった。

　セレーネは立ち上がり、砕かれて先がほとんど残っていない剣を構えた。

　魔物が襲ってくる。それを見極め、躱かわして突きを放った。

　完璧に近い一撃だ。獅子の巨軀を躱し、胴体をえぐるような鋭い突き。

　……惜しむらくは剣の先が折れていたこと。

　魔物はほとんどダメージを受けずに、無造作に前足を横に払った。

　それだけでセレーネは吹っ飛ばされた。

　地面をバウンドしながらすっ飛んでいき──今度こそ立ち上がれなくなった。

　もがいて、地面に手と肘をつけて、必死に立ち上がろうとする。

「がはっ！」
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　血を吐いた。手が滑って顔から地面に突っ込む。

　それでも彼女は諦あきらめなかった。

「コイツを倒して、ショウに……相談する資格を……」

　そう思って、必死に立ち上がろうとした。

　不運が重なった。

　イリスの突然の離脱。同種のモンスターの最強個体。そして袋小路に入った自分の意地っ張り。

　それらの不運が重なって、彼女を最悪のピンチに陥れた。

　再び魔物が飛びかかってきた。

　世界がスローモーションに変わった。

　その瞬間、父のこと、兄のこと、自分のこと。

　生まれてきてからの全てのことが脳裏を駆け巡る。

　走馬燈そうまとう。

　彼女はそれを理解できなかった。ただ、生涯が目の前を駆け巡るのをぼうっと見ていた。

（ショウ……あたしは！　ショウにふさわしい女にッ）

　最期になっても、彼女は考えを改めなかった。

　もっと頑張る。ショウにふさわしい女になる。

　目の前の魔物を倒して、相談する資格を手に入れる！

　負けず嫌いの意地っぱりは、最期までそのままだった。

　彼女は運が悪かった。アンラッキーがいくつも重なって、現在の状況を作り出した。

　魔物の口が目の前に迫った。時間がまた動き出した。

「──ショウ！」

　叫んだ。目を閉じて叫んだ。

　死を悟った瞬間、彼女はカケルの名前を呼んだ。

　そして。

　重なった不運を、全て吹き飛ばすほどの豪運を、彼女は既に手に入れていた。

　死は訪れなかった。いつまで経たっても何も起こらなかった。

　セレーネはおそるおそる目を開けた。

　目の前に魔物の姿があった。

　口を開けた魔物は動かなくなっていた。

　脳天を黒い魔剣に貫かれ、地面に杭くいで打ち込まれたような形になっていた。

　そして、魔剣に少し遅れるようにして。

「……ショウ？」

　魔剣を投げつけたカケルが、彼女の前に降り立った。
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　エレノアがライオンっぽい魔物を脳天から貫いて、地面に杭くいのように打ちつけた。

（いいかげん我われをポンポン気軽に投げるのはよせ。投げるならせめて全力で投げろ）

「お前を全力で投げつけたらこのあたり一帯がまとめて吹っ飛ぶだろうが」

（どうせやるならそのくらい覚悟してやれと言っているのだ）

「後でオリクトの谷に連れてってやるよ」

（くく、奴もいちいち災難だな）

　一転、エレノアの楽しげな感情が頭の中に流れてきた。

　それをひとまず無視して、そばにいるセレーネを見た。

　彼女はぽかーんとして、おれを見上げていた。

　身体はボロボロ。このライオンっぽいヤツに随分やられたみたいだな。

「大丈夫か？」

「……」

「セレーネ？」

　反応がないからもう一度名前を呼んだ。

　すると彼女はハッとして、慌あわてて顔を背けた。

「だ、大丈夫よ──ッ」

　分かりやすく意地を張ったけど、それは最後まで続かなかった。

　ひざを抱えてうずくまる。

　かなり痛めつけられたみたいだ。

　手を横に出して、異次元倉庫を開いた。

　常備している魔法の玉（白）を一つ取り出して、セレーネに使った。

　癒いやしの光がセレーネを包み込むと、怪我けがは一瞬で完治した。

　魔法の玉の効果は絶対だけど、念の為に聞いてみた。

「本当に大丈夫か」

「さ、最初から大丈夫よ」

「そうか」

「一応──ありがとう、って言っとくわ」

「そうか」

（にやけているぞ貴様）

　むっ、ちょっと顔に出てしまったか？

　正直に言うと、少し前からセレーネが可愛かわいくて仕方がなかった。

　分かりやすい意地の張り方もそうだけど、意地を張りながら妙に素直なところも可愛くて仕方ない。

　今のもそうだ。可愛すぎて、エレノアに指摘されるほど顔に出てしまった。

「それより、イリスに聞いた場所よりもかなり奥に来ているな。迷子にでもなったか？」

「こ、このあたしが迷子になるはずないでしょ？」

「じゃあなんでこんな奥まで入り込んでたんだ？」

「それは……その……」

　必死に言い訳を探すセレーネ。

　多分、というか間違いなく最初に返ってくる返事は言い訳だろうなと思った。

「さ、散歩よ。天気がいいから散歩をしてたのよ」

　予想通り分かりやすい言い訳だった。

　見るからに噓だとわかる言い訳を言い張るセレーネもまた可愛いから、まぁ良しとする。

「さて、帰るか。散歩だったらもういいだろ？」

「……」

「セレーネ？」

「もうちょっとだけここにいる」

　意地を張るセレーネ。

　どうしてまだここにいたいのか分からないが、てこでも動かないって感じだ。

「分かった。ならとりあえずこれだけ持ってろ」

　異次元倉庫をまた開いて、予備の剣を取り出して渡した。

　エレノアとひかりがあるおれには必要ないが、女達のために予備で武器も持っている。

　それをセレーネに渡した。

　セレーネは受け取った。複雑そうな顔をして。

　それを見届けてから、ワープの羽根を取り出して、飛んだ。

　飛んだ先は数十メートル先の木の上。

　遠目にセレーネを観察できるくらい離れた場所だ。

　そこで見たのは、おれが立っていた場所に手を伸ばして、「あっ……」と声を漏もらすセレーネの姿。

（後悔している顔だな。素直になれば良かったと）

「そうでもないぞ」

（むっ？　ほう……何やら決意した表情に変わったな。何を決意したのだ？）

「『今度こそ倒して、ショウに相談する資格を手に入れる』……って言っているな」

　７７７倍の聴力でセレーネのつぶやきを拾った。

（いじらしいな。貴様におねだりをするために何かを成し遂げる、ということか）

「そうみたいだ」

（また顔がにやけているぞ）

「誰もいないからいいだろ」

（我がいる）

「お前はいいんだ」

（くく、そうか、いいのか）

　つぶやくエレノア。

　視線の先でセレーネが動き出した。

　おれが渡した代わりの剣を握り締めて、再び歩き出した。

「今度こそ倒すってことは、またあのライオンっぽいのとやるってことか」

（そういうことだな？　あれの弱い個体ならまあ倒せるだろう、今のあの娘なら。また強いのと会えば、どうなるか分からんがな）

「そうか」

（どうするのだ？）

「……間引こう」

（間引く？）

「先回りして、セレーネより強い個体を間引いていこう。あいつが倒せる程度のヤツだけ残そう」

（最初から弱らせたのを出した方が早くないか？）

「それじゃあいつの気が済まないだろ。無傷の、だが弱い個体を目の前に出してやる」

（まったく、過保護だかそうじゃないんだか）

　エレノアが呆あきれたようにつぶやいた。

　過保護かどうかは知らんが、おれはおれの女がやりたいことをやらせるだけだ。

　そうしている時が一番輝いて、いい女に見えるってことを知っているからな。

　おれはエレノアを持って先回りして。

　例のライオンっぽいのを三分の一くらい間引きして回ったのだった。
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　マロネイの街にあるデルフィナ商会。

　その一室でくつろぎながら、窓から中庭を眺める。

　セレーネがそこで一心不乱に剣を振っていた。

　最初の頃ころとは見違えるくらい様になっている。

　いや、様になってるなんてレベルじゃないな。

　型に忠実過ぎる傾向はあるが、太刀筋はかなり鋭い。

　単独で戦闘させたら奴隷兵の小隊長クラス──ニキやネオラに匹敵するだろう。

　剣によほど才能があったんだな。

（もともとこっちの才能があったのだろうな。だが政まつりごとも戦術戦略もてんでだめという話ではないか）

「それだけで充分さ」

（で、どうする）

「どうするって？」

（あの娘、今日あたりにも何かを打ち明けてくるような雰囲気だぞ）

　エレノアの言う通りだ。

　あの森から帰ってきた後、セレーネは何やら決意した顔つきになっていた。

　キリッとしつつも、それでいておれの様子を窺って。

　おれが視界に入ると深呼吸したり、胸を押さえたりして、何か言いたげな空気を出している。

　それが少しずつ強くなっていた。今夜あたりに「えいや！」って感じで臨界突破して話してくるはずだ。

　なんの話かは、予想してない。

　なんだっていい。おれはそれを聞いて、なんでも適切に叶えてやるだけだ。

　この後、セレーネを抱くために。

　実はちょっと前に気づいたことなのだが、初めてなのかもしれないのだ。

　気に入った女を「いい女」にしてから抱くのは。

　今までにいたハーレムの女達はみな抱く前からかなりいい女で、抱いた後更にいい女になっていった。

　だが、ダメな子をいい女に育ててから──っていうのはセレーネが初めてかもしれない。

　そのことにおれはわくわくしていた。

　久しぶりにわくわくしていた。

（結果的にいい女ならなんの違いもあるまいに）

「そうかもしれん。そうじゃないかもしれん」

（それはそうだな）

「だから、わくわくするんだ」

（まったく酔狂なことを）

　そう話すエレノアだが、彼女もまた楽しみにしている。

　そんな感情が伝わってくるのだった。





☆






　日が落ちて、おれのいる部屋がノックされた。

「ショウ……いる？」

　彼女だけがするおれの呼び方。

　予想通り、セレーネがやってきた。

　いるぞ、って答えてやると、ドアがゆっくりと開かれて、セレーネがおずおずと部屋に入ってきた。

「ちょっと話があるんだけど……いい？」

「あぁ」

「その……」

　おれの前にやってきてもまだ、口をもごもごさせるセレーネ。

　言いたいけど、言い出せない。

　最後の一歩を踏み出せないでいる、そんな感じだ。

　だから、おれは背中を押してやることにした。

「セレーネに勇気を貸し出し」

『セレーネ・ミ・アイギナに勇気を貸し出します。残り59分59秒』

　くじ引きの一等賞、能力一時間の貸し出し。

　セレーネの何かを変える訳ではない。ただ後押しするだけの貸し出し。

　能力を発動した時の言葉に一瞬戸惑ったようだが、すぐに表情が変わった。

　決意した人間特有の、凜然りんぜんとした顔に。

「ショウ」

「うん？」

「あたし、ダメダメなの。剣術以外、まるでダメダメなの」

「そうか」

「でもそれじゃダメなの、ダメダメなままじゃ、お父様の国、アイギナをもっと良くしていくことができないの。ショウ、あたしどうすればいいと思う？」

　勇気が増幅されたセレーネは一気にまくし立てた。思っていたことを全部おれに言った。

　自分の弱さを認めた上で、助言を求めてきた。

　昔の彼女、ワガママ王女だった頃のセレーネからは想像もつかないようなセリフに驚いた。

「アイギナ王国を取り戻したいのか」

「ううん、違うの。取り戻すだけじゃなくて、もっと良くしないとダメなの」

「もっと良くしたい？」

「うん。もっと良くしなきゃダメ」

「それはだいぶ欲張りだな。色々と調べてみた。キモンのせいでガタが来てるが、王の善政でアイギナは最繁栄期を迎えてたって話じゃないか。その状態よりもっと良くしたい、ってことなのか？」

「うん」

　セレーネははっきり頷うなずいた。

　そこに迷いはまったくなかった。

「あたしはお父様の娘。子は、親を超えなきゃダメなの。親が子を産んで、子が親を超えていかなきゃ、生き物は発展しないの。だからあたしはお父様を受け継いで、お父様の国をもっと良くしていかなきゃダメなの！」

「……」

　驚いた。これには驚いた。

「……それは誰に吹き込まれたんだ？」

「うーん、お父様かな？　お父様が実際そうだったから。だからあたしもそうしなきゃって。お父様のために、お父様を超えよう、総理王大臣になろうって思ったんだけど……」

　シュン、とうなだれるセレーネ。

　そこから先のことはおれも知っている。

　ワガママで、一方的にわめき散らして、挙げ句の果てに三公摂政の発動、事実上の反乱を招いてしまった。

　その大本に、こんな想いがあったなんて。

（くくく、ひょうたんからコマだな）

　全くだ。

　どうやらおれは願いを叶かなえ損ねたらしい。

　ダメな子をいい女に育ててからという初めての経験ができると思っていたが、セレーネは最初からいい女だったようだ。

　理想に能力が追いつかなくて、現実が見えていなかっただけで、元からいい女の素質があったみたいだ。

　下半身に血が一気に流れ込んでいくのを感じた。目の前のいい女にめちゃくちゃムラムラした。

（台無しにするなよ）

「言われなくても」

「え？　い、言っちゃだめだった？」

　おれの方が平常心でいられなかったようだ。

　いい女を目の前にして、エレノアとのやりとりがつい口に出てしまった。

「いや違う。今のはお前に言ったことじゃない。こいつに言ったんだ」

「魔剣……？」

「だから気にするな。その上で、だ。お前の相談なんだが」

「う、うん！」

　セレーネは身を乗り出して、期待するような目でおれを見つめた。

　食い入るように、おれの答えを待ちわびて。

「お前はそのままでいいと思う」

「え？　でも」

「エレノア、誰か例になる人物はいるか」

（うむ、パウロス・アイギナなんてどうだ？）

「パウロス・アイギナを目指すといい」

　エレノアが言った名前をそのままセレーネに言った。

　セレーネはびっくりした。

「開国の祖パウロス!?　……そんな、あたしはそんな立派な人にはなれないよ!?」

（くくく、やはり歴史は勝者が作るものだな）

　楽しげに笑うエレノア。

　同時に、おれの頭の中に色々流れ込んできた。

　パウロス・アイギナという男の生涯が。

　エレノアが知っている、その男の真実が。

「なるほど、だから子が親を超えていけ、なんて考えが王族に残っているんだろうな」

（さもありなん）

「ど、どういうこと？」

「エレノアは言った。パウロスっていうのは何から何までダメな男で、周りの人間が見かねて色々手助けしてなんとかした男だって」

「えええええ!?　噓!?」

「なら、見せてやろう」

　おれはオーラを出した。

　多分できる。エレノアも太鼓判を押してくれた。

　オーラでセレーネを包み込んだ。

　そして、彼女は糸が切れた人形のように崩れ落ちた。

　そこで彼女に夢を見せた。

　アイギナ初代国王、開国の祖パウロス・アイギナの真実を。

　セレーネ以上にダメダメなのに、周りに助けられて名君と称えられる王にまで上りつめた男の軌跡きせきを。

　その間、おれはセレーネを見つめていた。

　実はずっといい女だった、セレーネの顔を。

（……いいか、台無しにするなよ）

「分かってる」

　彼女を今すぐにでも抱きたい衝動を、おれは我慢した。
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　マロネイのデルフィナ商会の中。二つある応接間の一つで。

　おれはデルフィナと向き合っていた。

　おれ達の他にこの部屋にはもう一人の女がいる。セレーネだ。

　彼女はおれとデルフィナの真横にいた。

　眠り姫のような姿で、漆黒しっこくのオーラに包まれて空中に浮かんでいる。

　オーラはもちろんおれが出しているもので、おれが浮かばせている。

「魔王に囚とらわれた姫君そのもののようですわね」

「今は夢を見せている。真実の夢をな」

「ということは──洗脳？　やはり魔王ではありませんか」

　楽しげなデルフィナの軽口。

　彼女は豊かな胸を揺らしながら身を乗り出し、おれに聞いてきた。

「どのような真実を見せていますの？」

「アイギナ建国の父、パウロスの真実だ」

「実はダメ男だったという、あの？」

「知ってたのか？」

　セレーネの口ぶりだと、パウロスは今ではかなりの偉人扱いをされているらしく、それを聞いたエレノアは「歴史は勝者が作る」と楽しげに笑った。

　つまり、歴史的にパウロスはもはや英雄クラスの人間になっているはずだ。

　なのに、デルフィナはあっさりと逆のことを言い放った。

「アイギナの大本営発表をそのまま信じるほど愚かではありませんわ。もちろん当時アイギナと争った国の歴史もそうですが」

「うん？」

「アイギナはパウロスを英雄だと言いますし、当時敵対していたメルクーリは、とにかく運がよかっただけの無能だと言っていますわ。そして直接的な利害関係になかった中立のカランバとシラクーザは、揃そろってダメ男だけど人望はあったと史書に残しています」

「同じ人物に対しての評価が国によって大分違うんだな」

「味方と、敵と、関係のない第三者。それならば、一番歪曲わいきょくされず真実に近いのは……」

「関係のない第三者の評価だな」

　デルフィナは頷うなずいた。

「歴史とは、直接利害のない第三者の意見が一番客観的なものになるものですわ」

「……肝に銘じておく」

　色々と思い当たる節がないわけではない。

　そういえば、エレノアはやたらと直接関わってきた英雄や覇王達をこき下ろしていたっけな。

　これからは話半分に聞いておこう。

（安心しろ。後世の人間には貴様が神・魔・人の三界殺しだったと言いふらしてやる）

「もうお前の語る歴史は何一つ信じないことにするからな」

（くくく）

「仲むつまじくて何よりですわ」

　脳内の会話の内容を伝えると、デルフィナは呆あきれたように肩をすくめた。

　その後もしばらく世間話をしてから、セレーネのオーラに迷彩効果をつけた。そうしてデルフィナから見えなくして二人きりって状態を作ってから、本題を切り出した。

「そろそろ反攻を始めようと思う。アイギナの現状、三公摂政はどうなってる？」

「さすがに安定しつつありますわ。三公摂政は、本来王族が政まつりごとを執り行うことができなくなった時の緊急処置。国王と王女が誘拐されて行方不明になった現状ではそうするしかないと、国民のほとんどが納得しているようですから」

「そうか」

「それに加えて」

　デルフィナはおれをじろりと見た。呆れたような目つきだ。

「カランバ女王を始め、各国の首脳が何故なぜか同時に、アイギナに国王が戻るまでは三公摂政が国政を司ることを歓迎すると表明したのですわ。各国の首脳が、何故か同時に」

　デルフィナは同じ言葉を二度繰り返した。

　それはおれがリカとヘレネーに頼んだやつだ。

　三公摂政の正統性を補強してやれと、セレーネのハードルになるような状況にしてやれと。

　リカとヘレネーに言ったことがアウラやフィオナ、マリにも伝わって、全員が同時に声明を出したんだ。

「更にはどこかから、実は誘拐はセレーネ王女自身が主犯だという噂うわさも流れ始めていますわ。出どころは、三公とは違うどこかから」

「へえ」

「そのこともあって、例えセレーネ王女が復帰して三公摂政を否定されたとしても、民はすぐには付いてこない、大義はまだあちら側にある──さすがにちょっとやり過ぎですわ」

「そうか？」

「まあ、わたくしは儲もうかりましたのでいいのですけれど」

「儲かった？　どうやってだ？　また情報か」

　シラクーザの時のことを思い出した。

　あの時も、デルフィナは儲けると言って蛮族軍におれの情報を流した。

　詳しくは聞いてないから知らないけど、あの後しばらくデルフィナが上機嫌だったから、かなり儲かったんだろう。

　今回もそうしたのか？　と思ったが。

「国王陛下のベッド。あなたがワープで一緒に運んできたベッド、あれを差し出しましたわ」

「うん？　あぁ、そういえば国王をベッドごと一緒に運んできたっけ」

「何者かが秘密裏に国王陛下の行方を探っておりましたの」

「何者か、ねぇ」

「何故か崖の下に落ちていたベッドを引き上げて、ボロボロになったベッドだけを引き渡しましたの。引き上げた場所の情報も添えて。ものすごく喜んで頂けて、更に色々頂きましたわ」

　国王が崖の下に突き落とされたと見せかけたのか。

「毎回思うけど、お前の金儲けに対する執念はすごいな。あんなベッド一つでも儲け話に繫つなげるなんてな」

「執念深くもなりますわ。カケル様に買われることを考えれば、わたくしが自力で儲けた分はそのまま倍になりますもの」

「そうか」

　おれは笑った。それを見たデルフィナも婉然えんぜんと微笑ほほえんだ。

　そういう軽口の応酬も楽しかった。

　一通りやり合ってから、話を元に戻した。

「状況は大体分かった。その上で、デルフィナに頼みがある」

「どうぞ、なんでもおっしゃってくださいな」

　デルフィナはわざとらしく、やれやれといった感じでため息をついた。

「マロネイをセレーネに返してやれ」

「わかりましたわ」

　デルフィナは全く迷うことなく即答した。

　おれの頼みを予想してたなこいつ。

　マロネイというのは、アイギナの領土であると共に、デルフィナが買った街だ。

　名目上はアイギナ領のままだが、実質的な統治権はデルフィナにある。

　だからこそ、おれが頼んで、かつ、セレーネの行動に箔はくをつけるのに最適な場所だ。

　そりゃあ予想もつくってもんか。

　おれは続けてデルフィナに色々と「注文」した。

　兵士、武器、糧秣りょうまつ。

　セレーネが反攻するために必要最低限のものを、デルフィナに注文した。

「全て用意は整っておりますわ。ただ一つ必要なのは、引き渡しの日を決めて頂くことだけ」

「手際がいいな」

「それが儲けに繫がりますので」

「そうか」

　さすがデルフィナ、と思ったその時。

　パリーン！

　突然真横の窓ガラスが割れた。

　窓ガラスを突き破ったものがそのままデルフィナを襲う。

　それを無造作にエレノアで叩たたき落とした。

　──が。

「なんだこれは」

　飛んで来たものは叩き落とせなかった。それはエレノアの刀身に吸い付いた。

　吸い付き、そのまま変形して、まるでエレノアの刀身で脈動する血管のようになった。

　侵食、という言葉が頭に浮かんだ。

　何者かによる侵食は一時進んだが、途中でぱたりと止まった。

　止まっただけでなく、まるで植物が枯れるかのように、それは急速に朽ちていき、エレノアの刀身から剝がれて地面に落ちた。

（我われを乗っ取ろうとするなど十万年早い）

　エレノアが楽しげに言った。

　なるほど、そういうタイプの攻撃か。

「ど、どういうことですの」

「どうやらお前がこっち側で動いていると嗅かぎつかれたようだな」

　窓の方を見る。そこに黒装束しょうぞくの男の姿が見えた。

　黒ずくめで頭を頭巾ですっぽり覆い、目だけ出している出いで立たち。

　男はおれを睨にらみつつも、意識は全てデルフィナに向けられていた。

「わたくしの？」

（今吸い付いたのは相手の心と身体を支配するモノだ。打ち込まれた者は意のままに操あやつられる。まあ自白剤代わりということだな）

「……ってことらしい」

「エレノアの声はわたくしには聞こえませんわ……ですが」

　デルフィナは悔しそうに下唇を嚙かんだ。

　自分の行動が裏目に出たことを悔しがった。

　そのデルフィナを狙ねらい、黒ずくめの男が殺気を放った。


「──っ！」



　あてられたデルフィナは息を呑のんだ。

「おーおー、一丁前に殺気を放って──よっ！」

　おれはエレノアを投げた──黒ずくめのいる丁度反対側に。

　そこにもう一人。魔法だかそういう衣装なのかは知らないが、カメレオンのように部屋の壁に溶け込んでいる男がいた。

　エレノアは男の腹を貫き、壁に釘くぎのように打ち付けた。

（我を適当に投げるなというのに）

「くっ」

　目の前にいた男は身を翻ひるがえして逃げ出した。

　一人がおれの意識を逸らして、もう一人が本命として襲ってくるつもりだったみたいだが、あっさり見破られて逃げ出したようだ。

　が、甘い。

「おれが、おれの女を狙ったヤツを逃がすと思うか？」

　例えこっちが先に仕掛けた上に、こっちがドジを踏んだ結果だとしてもだ。

　オーラの腕を伸ばして、エレノアを引き抜いてから、逃げた男を追いかけた。

　途中でエレノアが面白おもしろい提案をしてきたから、追いついた後に倍返しでオーラを使って侵食し返して、魂を壊しつつ首謀者を吐かせてやった。

　サプライズはなかった。男達はメリナ・ヴェ・テリオス公爵こうしゃくの手のものだった。

　ちなみに調子に乗ってドジを踏んだデルフィナには、その後たっぷりお仕置きした。

　……ベッドの上で。
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　月明かりに照らされて、まるで水中に漂うような、デルフィナの豊満な裸身。

　繊細せんさいなものを愛めでるように、彼女の裸をそっと撫なでながら切り出した。

「三公摂政がひっくり返るとしたら、それはアイギナ王の存在が条件だ」

（貴様が力づくでひっくり返す可能性もあるがな）

　楽しげに言ってくるエレノア。

　空気を読まないベッド下のエレノアに脳内でデコピンして、デルフィナに話の続きをする。

「だから国民には誘拐されたことを伏せつつも、国王の消息を探した。そしてお前が崖の下からベッドだけを引き上げて渡した。それはいい。だがアイギナ王ってのは何も今寝たきりのあの老人だけじゃない──」

　デルフィナが答え合わせするように、淡々とした口調で話に乗ってくる。

「──セレーネ・ミ・アイギナもアイギナの女王になれる正統性がある」

「そうだ。公爵こうしゃくどもからすれば、国王が死んだ後に警戒するのはセレーネだけだ。国王は今でも表向きは王宮で病に伏せたままで、三公摂政に正統性を保たせている。それを揺るがせる唯一の存在がセレーネだ。セレーネが挙兵して向こうを逆賊と呼んだ場合、正統性が完璧じゃなくなる」

「セレーネが挙兵する場合、まとまった兵を調達する必要がある。周辺諸国は三公摂政の正統性を政治的に認め、現状、兵を動かす気配はまったくない」

「いや。その中で一箇所だけ大きく兵や武器を揃そろえてるところがある。調べてみたら、なんと、アイギナ王のベッドを探してきてくれた豪商ではないか」

　ちょっと大げさに、芝居がかった口調で言った。

「あの女狐めぎつねめ、何かを隠しているな？　小娘と繫つながっている可能性もあるぞ。──はっ！　マロネイを手に入れたのはこれを見越してのことか！」

　デルフィナまで芝居口調で言った。悪役貴族っぽくなった。

「むしろ女狐が今回の主犯か!?　これは捕まえて話を聞かなければ──でやってきたわけだ」

　ベッドの上、激しい情事の後。

　デルフィナと二人で現状を復習した。

　大半は推測だが、当たらずとも遠からずってところだろう。

　ちなみに襲ってきた奴らもオーラで拷問したが、ただ上からデルフィナを「喋しゃべれる」状態で連れてこいという命令を受けていただけで、他のことは何も知らない下っ端だった。

　ベッドの上でデルフィナが身体を起こす。下ろした髪が大きい胸を隠す。

　彼女は悔しそうに下唇を嚙かんだ。

「完全にわたくしのミスですわ。兵や資源を集める動きをもっと完璧に隠蔽いんぺいするべきでした」

「気にするな。大した失敗じゃない」

「いえ、大失敗です。本来最も隠すべき顧客に繫がる情報を露見させてしまったのですから」

「次は気をつければいい」

（くく、貴様はとことん自分の女に甘いな）

　エレノアにまたデコピンしてやった。

　別に甘いってことはないだろう。

　失敗したら次こそは失敗しないようにする。当たり前のことだ。

　お仕置きもしたし、この話はここまでだ。





☆






　デルフィナの横から離れ、応接間に戻ってきた。

　セレーネは相変わらずオーラに包まれたまま空中に浮かんでいた。

　壁に打ち付けられた侵入者も割られたガラスも片付けられて、部屋はあっという間に元通りになったが、セレーネだけはそのままだった。

　迷彩オーラで包んだままだから、誰にも見つからずにそのまま宙に浮いている。

（そろそろだな）

　エレノアがつぶやいた直後、セレーネが目覚めた。

「……ショウ？」

「起きたか」

「ここは……あたしは……」

　起き抜けのセレーネがぼんやりして周りをきょろきょろ見回す。

　やがて、自分の置かれていた状況を思い出したように瞬きした。

「ショウと話して……色々見せてくれたんだ」

「そういうことだ。パウロスの真実が分かったか？」

「あれは真実なの？」

「どうなんだ？」

（我われが自分の目で見たままを見せてやっただけだ。貴様流にいえば『モノローグのない映画』ってところだ）

　おれと深く繫がるようになってから、エレノアは現実世界の言葉を使うことがたまにある。

　その方がわかりやすいから、割とありがたい。

　セレーネに見せる前におれの頭の中に流れ込んできた映像は、確かに彼女が言った「モノローグのない映画」っぽかった。

「かつてエレノアが見たままの光景を見せてやった」

　だから納得して、セレーネに言う。

「……見ての通りだ。パウロス・アイギナはチンピラ上がりで、本人は別に何の能力も持ってなかった。ケンカは弱いし、字も読めなかったんじゃなかったっけ？　それに未亡人大好きでそれがらみの失敗を何回もしたし、酒も弱くてそっち方面での失敗も山ほどした」

「うん……」

「でも、妙に愛嬌あいきょうがあって、周りが『こいつ仕方ねえから助けてやっか』って、色々な奴が色々なことをしてやった結果、最後には国を造った」

「うん、そうみたいだね」

「お前とそっくりだ。人間としてダメなところがな」

「そうだね。だから……パウロスを目指せ、なの？」

「あぁ」

　頷うなずくおれ。

「あたしは剣しか振るえない。他のことはてんでダメダメのポンコツなの。でも、したいことがあるから、みんな助けて」

　彼女の口調を真似しながら言って、頰にそっと触れる。

「ざっとこんな感じか。お前はそれでいいじゃないか」

「……ショウ」

「なんだ」

　もうどう返ってくるかわかっている答えを、あえて尋ねる。

　セレーネが真顔になった。

　まっすぐな、今まで見てきた中で一番まっすぐな視線で、まるで挑みかかるような視線でおれを見つめて、言った。

「うん、分かった。それが一番いいよね」

（ほう）

　エレノアの感情が流れてきた。

　意外そうな、それでいて感心しているような。

「あたし、ショウの言う通りにする。あたしが自分でできないことは、あたしよりすごい人に助けを求める。昔みたいに威張り散らしてじゃなくて、誠心誠意お願いして、助けてもらう」

　いじけてない、ヤケクソでもない。

　自分ができないことは、できる人に助けてもらう。ただそれだけ。

　それが自分にとって一番最適だと思って、きちんと納得して言っている顔だ。

「ショウ、あたしを助けて」

「任せろ」

　頷くおれ。花が咲いたように微笑ほほえむセレーネ。

　これが、後の世に「無色の女王」と呼ばれる──

　自分の主張は一切いっさいすることなく、臣下のよき意見には全て「いいね、それでいこう」とフランクに受け入れる。




　──新しいセレーネ姫誕生の瞬間だった。
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　くじ引き所の中で、エレノアとひかりが背中合わせに立っていた。

　ひかりは自分の頭に手をやって、エレノアとの身長差を測っている。

「おかーさん！　ひかり、またちょっと背が伸びたよ!!」

「そうかそうか。うむ、さすがは我われの娘だ。そのまま成長を続けるといいぞ」

「うん！　これならおかーさんより大人おとなになるのに、二百年もいらないよね」

「百五十年程度で身長は我を抜くとみた」

「わーい」

　パッと振り向いたひかりはエレノアに抱きついた。

　魔剣の母娘、ここでしか人の姿で会えない親子はいつも以上にラブラブだった。

「あのー、本当に何度も何度も同じことを言いますけど。ここに変な家族団らんを持ち込まないでいただけませんか」

　くじ引き所のスタッフが話しかけてきた。

　一歩引いたところでエレノアとひかりを見守っていたおれの横にやってきて、いつものように呆あきれた顔で言う。

「少しは大目に見てやってくれ」

「私もそうしたいんですけど……なんなんですかあのエレノアさんは。あの人伝説の魔剣ですよね？　人の魂をもて遊んだり死体の山の上でひなたぼっこするような極悪人ですよね。なんでそんなエレノアさんが背比べでわざと膝ひざを曲げて小さく見せたりしようとしてるんですか」

「ひかりに甘いんだよ、あいつ」

　呆れて笑いながら答えるおれ。そう、エレノアはひかりと背比べした時、微かすかに膝を曲げた。

　ひかりを喜ばせようとしての行動に違いない。

「魔剣としての矜恃きょうじとか、そういうのはないんでしょうか」

「そっちはちゃんとあるらしいぞ。むしろ逆にスパルタだ。ひかりに対していつも、『魔剣はかくあるべし』とか語ってるし、ぶっちゃけ人間の価値観から見るとかなりエグいぞ」

「……お客さんはそれでいいんですか？」

「ひかりも魔剣だからな。エリート教育大いに結構だ」

「……」

「ん？　なんだ？」

　エレノアとひかりのいちゃいちゃが一段落して、今度は魔剣談義を始めた母娘を見ていると、ふとスタッフがおれをじっと見つめていることに気づいた。

「もう一度言いますけど、くれぐれもここに変な家族団らんを持ち込まないでください」

「ん？」

「親馬鹿ばかはいい加減にしてくださいって意味です。大いに結構って言ったお客さんの顔、めちゃくちゃにやけてましたよ」

「そうだったか？」

　顔をベタベタ触ってみる。そんな意識はなかったけど、そうなってたかもしれない。

「はあ……もういいです。それよりもくじを引いてください」

「ああ。今日は……ほら、くじ引き券百枚だ」

「はい、確かに。じゃあ百十回どうぞ」

　スタッフはくじ引き券をきちんと数えてから、くじ引き機の向こう側に引っ込んだ。

　そっと手をハンドベルに掛けて見守っている。いつでも振れるようにって仕草しぐさだ。

「ひかりー、くじ引きだぞ」

「あわわ、まってーおとーさん、ひかりが引くー」

「こらこら、走らんでもアレは逃げん」

　ひかりがエレノアの手を引いて、ぱたぱたと走ってきた。

　母娘はくじ引き機の前に立って、一緒にレバーに手を添える。

　ガラガラガラ……ポトッ。

　いつものように、くじを引き始めるひかりとエレノア。

　おれは一歩下がった場所で、腕を組んでそれを見守った。

　７７７倍の能力を始め、おれはくじ引きで様々なチートスキルをゲットした。今更くじ引きで欲しいものはもうない。にも拘わらずこうしてくじ引きに来ているのも、ひかりを楽しませてやりたい……まあ家族サービスのようなもんだ。

　そのひかりは嬉うれしそうにくじを引いた。なんだかんだで今回も券を集め続けた甲斐かいがあった。

　おれは満足し、そのままひかりの姿を見守った。

　ふと、ひかりの向こう──くじ引き機やスタッフのいる更に向こう、そこにある賞品リストが目に入った。

　今やってるくじ引きの賞品、残念賞の魔法の玉二種と、それ以外の様々なチートスキルやアイテムが書かれているそれに。

　その特賞に視線が釘くぎ付けになった。

「なあ……」

「どうしたんですかお客さん」

「その特賞って、まだ残ってるのか？」

「はい、残ってますよ？」

「……あの触手男はまだ来てないのか？」

「そういえば、今回はまだ来てませんね」

「……」

　いつしか腕組みをやめていたおれは、これまでとは違う初めて見る特賞に目を奪われていた。





☆






　デルフィナ商会、彼女の執務室。

　屋敷からワープの羽根を使って直接飛んできた。デルフィナはいきなり現れたおれと、ワープしたおれが一緒に持ってきたものを見て目を見開いた。

　そして立ち上がると、訝いぶかしむような表情でおれを見た。

「どうなさいましたかカケル様。それに、その後ろの金貨は……」

「三千枚ある。現金で持ってるおれの全財産だ」

　金貨三千枚。それはおれの手持ちの全てだ。

　くじ引き所を出た後、一旦屋敷に戻って金庫からこれを回収。一緒に飛んで来た。

「何か買いたい。即金でだ」

「何かって……何をですの？」

「なんでもいい」

「では、わたくしが見繕みつくろっても？」

「あぁ、さっきからそう言ってる」

「畏かしこまりました。では金貨三千枚、確かに頂きますわ」

　デルフィナはそう言うと、手元のベルを鳴らして部下を呼んだ。

　入って来た部下が積まれた金貨を見て驚いていたが、デルフィナは無表情のままそれを運び出すように命令した。

　金貨がおれの手からデルフィナの手に渡る──取引が成立した瞬間。

　おれの手元に、三百枚のくじ引き券が現れた。





☆






　くじ引き所に戻ってきて、驚くスタッフにくじ引き券を渡す。

「い、いらっしゃいませ。どうしたんですかまた──」

「ここに券が三百枚ある。早速引かせてもらうぞ」

「えええええ!?　こ、この短時間にどうやってこんなに？」

　驚くスタッフを無視して、おれは一緒に連れてきたひかりに言った。

「さあひかり、引いてくれ」

「うん！　おかーさんも」

「……うむ」

　手を重ねてくじ引き機を回す母娘。

　三百枚の券、三百三十回のくじ引き。

　これだけあれば、きっと特賞が当たるだろう。

　おれは腕を組んで、大当たりの玉が出るのを待った。





☆






　カランバ王国、王都メテオラ。

　王宮に飛んだおれはリカを探して回った。

　女官の一人を捉つかまえて、リカの居場所を聞く。

　彼女が自分の部屋にいることを聞いて、またワープの羽根でそこに飛んだ。

「カケル、どうしたの？」

　いきなりやってきたおれに驚くでもなく、むしろ笑顔で出迎えてくれたリカ。

　その隣にコーラリアという少女がいた。最近のリカお気に入りで、色々と教育を施していると聞いている子だ。

「どこかに反乱軍やら盗賊やらはいないか？　魔物の群れでもいい」

「……討伐してくれるの？」

　リカは何故なぜかとは聞いてこなかった。聞き返すまでのほんのわずかな間に全てを理解して、それから必要なことだけ尋ねてくるところが、彼女の聡明そうめいさと判断の速さを物語っている。

「戦いたいんだ。すぐに、できれば大群と」

「わかったわ。コーラリア」

「ミロス卿をお呼びします」

　コーラリアはぱたぱたと小走りで部屋の外に出ていった。

　その後ろ姿を見たリカが、満足げに小さく頷うなずいた。

　リカはおれがしたいことを最小限の問答で理解した。そしてコーラリアはリカがしたいこと、そのために呼ぶべき相手をすぐに理解して呼びに走った。

　教育を施しているリカからすれば、その成果が垣間見えるやりとりだっただろう。

「賢い子だな」

「そのうちカケルからもご褒美をあげて？」

「そのうちでいいのか？」

「あの子は末恐ろしくなるかもしれない。もっとじらしてその『末』を見てみたいの」

「分かった。見えたらいつでもおれを呼べ」

「うん。そうする」





☆






　ワープの羽根で飛べる──すぐ討伐できる三つの場所で無双した後、三度みたびくじ引き所に行った。

「お客さん!?」

「六百枚だ」

「ひぇええええ！　ば、倍プッシュですか!?」

「そうだ」

「どうしたんですかこれ。っていうか何をやったんですか？」

「こやつの血の臭いの濃さで分からぬか」

「ひかり……もうふらふら……」

　一緒に連れて来たエレノアが呆れ顔で言う。ひかりは母親にしがみついて目を回していた。

　リカにピックアップしてもらった、カランバ王国が把握している盗賊やモンスターの拠点三箇所を一人で無双して壊滅させて、くじ引き券を作ってきた。

　六百枚分無双するのは、さすがにちょっとだけ疲れた。

「とにかく数えてくれ」

「あの……お客さん」

「なんだ？」

「特賞が欲しいのは分かりますし……こんなこと言うのもなんですけど。今日はお客さん当たらないんじゃないですか？　ほら、今までの分を合わせて見ても、今日の確率は多分すごく低い──」

「それは違う」

「え？」

　言葉を遮られたスタッフが驚いたような表情でおれを見上げた。

「当たるまで引けば、当たる確率は１００％だ」

「それギャンブルやっちゃダメな人の発言じゃないですか！」

「とにかく引かせてもらうぞ。ひかり──」

「バカ者が。少しは休ませてやれ」

　振り向くと、エレノアは地べたに座って、ひかりを膝枕ひざまくらして休ませていた。

「我だけならともかく、ひかりを酷使しすぎだ」

「むっ」

「当たるまで引くのだろう？　この後に備えてひかりは一旦休ませる。貴様が自分で引け」

「ごめんなさいおとーさん……」

　エレノアに膝枕されたひかりは、消え入りそうな声で健気けなげに言った。

　確かに今までにないくらい激しい戦い無双だった。ひかりがへばるのも無理はない。

「分かった」

　おれは頷き、自分でくじ引き機のレバーを持った。

　ガラガラガラ──ポトッ。

　ガラガラガラ──ポトッ。

　ひかりに引かせるようになってかなり経つ。久しぶりに自分でくじを引いた。

　懐なつかしさはあったが、正直なところそんな思いに耽ふけっている余裕はなかった。

　当たれ、当たれと念じてくじ引き機を回した。

「おーす、久しぶりに来たぞ。みろ、この千枚のくじ引き券を」


「──っ！」



　とうとうあの男が現れた。おれと同時期にこの世界に転移した「触手」というスキルの持ち主で、いつも膨大な数のくじ引き券を持って現れる男。

　今回も、千枚という尋常でない枚数を持ってやってきた。

　目の前のスタッフが複雑そうな顔をした。

　まずい。ここで当てなければ。この六百六十回で引けなければ。

　千枚で千百回引けるそいつが特賞を引く確率が非常に大きい。

　それだけはなんとしても──。

「バカ者」

　背後からエレノアの冷ややかな声が聞こえてきた。

　振り向くと、彼女の呆れた顔が見えた。

「バカ者とはどういう意味だ」

「ヤツのことなんか関係ない。当たるまで引けば当たる確率は１００％なのだろう？」

「いえお客さん、それは一人が全部引く時だけで、この後別の方が引くかもしれなくて──」

「……そうだな」

「ふぇ!?」

　エレノアに反論したスタッフが、おれの返事を聞いておかしな声を上げた。

　そうだ、そうだったな。

　出るまで引けば確率は１００％。おれがついさっき自分で言ったことじゃないか。

　おれは回した。くじ引き機を回し続けた。

　ガラガラガラ──ポトッ。

　ガラガラガラ──ポトッ。

　残念賞がいっぱい。どうでもいい二等三等がたまに出る。

　残りの回数が少しずつ減っていく。代わりに外れが積み上げられていく。

　そうして、六百六十回の終わりがまもなく近づいてきたちょうどその頃ころになって。

　ガランガランガラン！


「お、おお。大当たりですぅぅぅぅ！」



　スタッフがハンドベルを思いっきり鳴らして、ようやく出た金の玉を祝ってくれたのだった。





☆






　アイギナ王国、王都レティム。

　ワープの羽根で飛んで来たおれはセレーネを探した。

　セレーネは王宮の中庭で一人クシフォスを振っていた。

　おれとナナ、イリスが教えてやった剣術の稽古けいこをしていた。

　一心不乱に剣を振っているセレーネは、おれが来たことにも気づいていなかった。

　おれは逸はやる気持ちを抑えて、彼女の稽古が終わるのを待った。

「ふう……」

「お疲れ」

「ありがとう……ってショウ!?」

「また上達したみたいだな」

「そ、そんなことないよ。あたしなんてまだまだだよ……」

　褒ほめられたセレーネは苦笑いしてうつむいた。

「それよりどうしたの？　今日ショウが来るなんて聞いてないよ？」

「あぁ。実はお前に渡したいものがあってな。これだ」

　異次元倉庫を開き、７００ｍｌ程度の容量が入るボトルを取り出した。

　透明のボトルには真っ黒な液体が入っていた。

「それは？」

「『想おもいの澱おり』って名前らしい。これを飲むと、想いのひたむきさに応じて強い恩恵を受けられるようになるそうだ」

「想いの澱……変な名前だけど、本当だったらすっごく価値がありそうだね？」

「これをお前にやる」

「えええ？　あ、あたしに？　でもこれってすごいアイテムだよね、あたしがちょっと説明を聞いただけでもすごいって分かるアイテムだよ？　そんなものをあたしなんかに──」

「お前にやるために取ってきた」

　自分を卑下するセリフのオンパレードを遮さえぎって、ボトルを更に突き出す。

　そう、セレーネにあげたいがために何百回も必死こいてくじを引いた。

　おれが知っている中で、セレーネが一番ひたむきで、純粋に想いが強い。

　ひたむきさという言葉を見た瞬間、すぐにセレーネを連想したくらいだ。

「おねーちゃん」

「わっ！」

　いきなり人化して目の前に現れたひかりに驚くセレーネ。そんなセレーネにひかりが言う。

「おとーさん、おねーちゃんのために一生懸命がんばったんだよ」

「ショウが……あたしのために……？」

「ひかりもがんばったの。だから、うけとってほしいな」

　ひかりのおねだりが功を奏して、セレーネはおずおずとおれの手からボトルを受け取った。

　瞬間、変化が起きる。

　ボトルの真っ黒な液体が、セレーネの手に渡った瞬間、無色透明に変わった。

　完全に透き通った本当の透明。澱おりが一つも見当たらない本当の透明。

　やっぱりそうだ。セレーネで正解だった。

　沈殿物一つない透明のボトルを見て、おれはそう確信した。

　それを見て慌あわてるセレーネを促す。

「飲んでみろ」

「う、うん……」

　促されたセレーネはボトルを開けて、覚悟を決めると中身を飲んだ。

　最初はためらいがちに少し口をつけただけだったが、次第に流し込むように、最後にはグビグビと勢いよく、中身を全部飲み干した。

「ぷはぁ……」

「どうだ」

「えっと……あっ」

　効果を聞かれて困り顔だったセレーネが、突然ハッとした。

「えっと……多分、成長の速さが十倍？　になったみたい」

「そうか」

　実際のところ、恩恵がどんな物なのか若干じゃっかん不安だったが、成長速度十倍なら申し分ない。

　成長速度が十倍になると聞いて、いても立ってもいられなくなったセレーネは、また剣を振り始めた。

　一心不乱に、まっすぐ前を──未来とその目標だけを見据えて剣を振るいい女。

　セレーネだからこその十倍なんだろうが、それでもくじ引き券千枚も使った甲斐かいがあったと思ったのだった。











あとがき









　祝！　『くじ引き特賞：無双むそうハーレム権』ドラマＣＤ化！




　と、冒頭にぶち上げたところで。

　皆様初めまして、あるいはお久しぶり。

　台湾人ライトノベル作家の三木みきなずなでございます。




　おかげさまで『くじ引き特賞：無双ハーレム権』も第六巻までこられました。

　今回もタイトル通り、無双してハーレムを作る、そんな物語でございます。

　五巻に続いてのアイギナ編、そして満を持してのアイギナ王女セレーネの登場でございます。

　今までカケルのそばにいた王女や女王たちはみんな美しく、有能な子ばかりでした。

　そんな中で一際ひときわ異彩を放つのがこのセレーネ。

　とにかくわがままで頭が悪くて、こいつに任せたら三分間クッキングな調子で国を滅ほろぼしてしまいそうなくらい、そんなダメダメな娘です。

　事実、カケルも途中で彼女を見限りかけました。

　でもそうならなかったのは、彼女にもカケルが大好きな「いい女」の素質そしつがあったからです。

　ヘレネーにもイリスにも、リカにもアウラにもフィオナにもマリにも。

　これまでの王女や女王たちに負けないくらい、それどころか勝っているくらいの「いい女」の素質がありました。

　それを知ったカケルは彼女を「いい女」に育てて、自分の物にしようと決意します。

　と、長々と書き連つらねましたが、ようするにいつもの『くじ引き特賞』でございます（笑）。

　お姫様はいい女だから自分のものにする、実際した。そんな話でございます。

　ちなみにどのようにいい女なのかは、是非ぜひとも本編でお楽しみください。




　さて、もう一つの本題。

　そうです、ドラマＣＤです。

　これまた皆様の応援のおかげで、なんと次の第七巻でドラマＣＤ付き特装版の制作が決定いたしました。

　ドラマＣＤの内容はまだお話できませんが、「くじを引く」「ハーレムをする」「無双をする」という、いつも通りのくじ引き特賞の話でございます。

　声優さんに演じていただくにあたって、キャラクターを厳選げんせんして、カケルのハーレムの中からタイプ別で代表的な子をピックアップして登場させました。どのような話になるのか、どの子が登場するのか、乞こうご期待でございます。

　このドラマＣＤ付き特装版完全受注の限定生産品となりますので、是非とも書店などでご予約いただければ幸いです。




　そして七巻の本編の予告も。次はズバリ、エレノア＆イオ編です。

　星空の下でカケルに「剣のまま振るわれたい」と話したエレノア、フィオナ・マリの結婚式の時に「結婚よりも一緒に冒険したい」と願ったイオ。

　それぞれカケルに望む関係を見つけた二人の話でございます。

　それ以外にもメイド幽霊ゆうれいのタニアや、チビドラゴンのおーちゃん、今回表紙を飾かざったオルティアも活躍する予定。『くじ引き特賞：無双ハーレム権』という作品ですので、おーちゃんも含めてカケルの「無双」と「ハーレム」に絡からむ話でございます。

　安心して、またお手にとっていただけたら幸いです。




　最後に謝辞しゃじです。

　いつも素晴らしいイラストを描いて下さる瑠奈璃亜るなりあ様、今回のカケル様にもしびれました！

　わたしが考える無双とハーレムをより深みのある無双ハーレムとして引き出して下さる担当Ｋ様。ありがとうございます！

　続刊の刊行だけではなく、ドラマＣＤというまたとない経験とそのチャンスを下さったＧＡ文庫様。感謝の言葉もありません！

　そして、刊行を続けられる原動力──本を手に取って下さった読者の皆様。

　本書に携たずさわった皆様に厚く御礼申し上げます。

　次は本でもドラマＣＤでも無双とハーレムです！

　ご期待下さい！








二〇一七年七月某日　なずな　拝









著者

三木なずな（みき なずな）

　元声優志望の台湾人ラノベ作家。

　ＣＤドラマ頑張ります！




イラスト

瑠奈璃亜（るなりあ）

　ゲーム原画、ライトノベル挿絵を活動の中心とするイラストレーター。カードゲームイラスト等一点物作品も担当している。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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